


特 集 2∞l 年 の 医 療 施 設 協 賛

大阪化工の X 線防護材〈ホーンシート〉は、遮蔽能力はもちろん、加工性や

経済性に優れ、さまざまなニーズにお応えじています。

圃遮蔽能力が大きいため、厚みが薄くても大丈夫です。・加工性が高く、経済的です。
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二重片引き戸で扉 1枚の重量は半減、

限5 れた間口で広い開口部が取れます。

1 _  安全環境づくりに奉仕する
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MR S Aなどの細菌類の増殖を抑え、

放射線の透過 ・漏洩を完全に防止します。
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出版委員会企画

第18回< プ口のノウハウ> 講座

徹底解説

「大改正J 建築基準法

第44回工高生デザ

インコンクール入選

者発表

一 設 計 課題 : ブ ッ ク ス トア ー

日本建築協会

At t  

E 固

表題の講演会を催します。多数の皆様 日 時 1998年12月 4 日凶

のご参加をお待ちしております。

高木任之氏は、分かりにくい建築基準

法を分かりやすく表現されるその道の

第一人者です。 日本建築学会の「建築

法規用教材」の主筆を始め、多くの法

規関連の本を出版してこられました。

当協会では、過去に 4 回カ3講演してい

ただいた、おなじみの講師です。

年末のーときを「知的遊びj の時間と

してお使いいただければ 、ほんとうに

ありがたいです。

次に当本の主目次を掲げてみました。

* * * * * * * * * * * 水* * * * *

第 1章改正のねらいと方向を理解す

18: 00- 20: 00 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 高 木 任 之 氏

(建築基準法を読みこなすコツ

等の一連のコツシリース!著者)

定 員 30人

受 講 料 会 員 3，000円、一般 4，000円

(消費税を含む)

テキス卜 < プ口のノウハウ > r徹j底解

説「大改正J 建築基準法』

テ キ ス 卜 代 特 価 2，000円

(消費税を含む)

* 当日 、持参される方は不要。

高木任之氏 ( たかぎただゆき)

昭和30年、北海道大学建築工学科卒

現在、日本木造住宅産業協会専務理事

著書、『新版建築基準法 を読みこなすコ ツJ (学

るために 申 込 本 会 事 業 課 へ ハ ガ キorFAXor 芸出版社) ほか多数。

第 2 章改正された条文の内容を理解 電話でお願いします。

するために ①催し名 付加 のノウハウ講座18J )

第 3章 第 3条の規定 (主として性能 ②姓名

規定化に関するもの)

***************** 

今回の改正は、建築基準法の施行 (昭

和 25年) 以来、日年ぶりの大改正です。

具体的な政令が、まだ出ていませんの

で、現段階での勉強しなければならな

い範囲を 、高木氏からお伺いしたい、

と考えております。会の後半には質問

時間を設けます。活発な皆様のご質問

をお待ちしております。

出版委員会委員長 山田 修i

日本建築協会主催による平成10年度の

標記コンクールの入選者が、右記のと

おり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は平成11年 1 月号に掲

載いたします。

- 応募校数 / 43校

- 応募作品数パ 89点

③個人口r団体会員、一般の月IJ

④職場or学校名

⑤受講票の送付先・電話番号

をお知らせ下さい。

先着順で受講票をお送りします。

申込先 干530-0001

大阪市北区梅田1-1-3♂100

附 日本建築協会事業課

T EL. 06・348・0633

FAX. 06- 348- 0634 

氏 名

入選 ・最優秀賞 黒 田 太 士

入 選 優 秀 賞 笛 木 進

入 選 優 秀 賞 平 原 彰 子

入 選 上 前 健 太

入 選 中本 祥 平

入 選 伊 丹 さ や か

入 選 佐 藤 智 子

入 選 阿 部 隆 道

入 選 川 畑 絵 理 子

順 不 同 敏 称 略 l 入
選 野 還 昌 代

学 校 名 学年

大阪市立工芸高等学校 3年

群馬県立前橋工業高等学校 3年

三重県立四日市工業高等学校 3年

大阪市立工芸高等学校 3年

群馬県立高崎工業高等学校 2年

国立東京工業大学工学部開属工業高等学校 3年

静岡県立静岡工業高等学校定時制 3年

兵庫県立尼崎工業高等学校 1年

兵庫県立龍野実業高等学校 3年

三重県立四日市工業高等学校 3年

建築と社会 ・1998.11 1  



まちなみ見学会

(第 1回)

富田林寺内町
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日 時 1998年11 月26日休)

14: 0ひー17:00

講 師 森口博正/ 富田林市教育委員会

文化財保護課課尉縦

見学先旧杉山家 (重文) ほか

* 富田林市富田林町

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

旧杉山家 (重文)

* 含、消費税

申 込 11 月18 日制 までに 、ハガキ、

F A X、電話でお申込み下さい。

①催し名: まちなみ見学会

②氏名

①個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月19 日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1-3引 00 1 6世紀の終わりに宗教自治都市とし 作り出した寺内町の町並みは、全国的

T EL. 06- 348・0日3 て生まれた富田林寺内町は、江戸時代 にみても 、大変すぐれたもので 、富田

FAX. 06- 348-0臼4 以降、石川の水還を利用した商業都市 林の歴史を物語る貴重な景観を今に伝

干530- 0001 として発展し、また、元禄時代には南 えています。

主 催 (他日本建築協会 河内の文化の中心としての地位を確固 ぜひこの機会に、歴史が息つくまちを

事業委員会見学会小委員会 たるものにしています。 歩いてみませんか。

担当主査: 松本岡I J / 大阪府 こうした開放的でのびやかな雰囲気が

「赤れんがの公会劃として親しまれ、

中之島の水辺や緑と調和した魅力的な

景観とともに、今や大阪のシンボルと

なっている中央公会堂を訪ね、東の東

京駅と並ぶ大正期の近代建築を代表す

る名建築を見学したいと思います。

中央公会堂は、明治4 5年の設計コン

ぺによって、東京美術学校講師岡田信

一郎氏の案が採択された後、辰野片岡

建築事務所による実施設計を経て、大

正 2 年に着工、大正 7 年に竣工したも

のです。

この歴史的建築を将来にわたって保存

活用を図るため、一昨年より再生計画

が進められ、明年より工事が予定され

ております。

この機会に、華麗な外観や内部意匠と

ともに、日本近代洋画の先駆者松岡寿

画伯による天井函等のある特別室など

本建築の全貌を再見していただきたい

と恩います。

(山形政昭)

日 時 1998年12月15日ω

14:0ひー16: 00

講 師 山 形 政 昭/ 大阪芸術大学教綬

太田隆信/ 坂倉建築研究所代表取

締役大阪事務所長

見学先大阪市中央公会堂

* 大阪市北区中之島村・27

定 員 35人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，500円、一般 2，500円

キ含、飲物 ・消費税

申 込 12月 8 日閃 までに 、ハガキ 、

F A X、電話でお申込み下さい。

①催し名: 近代建築見学会

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 12月 9 日制 に発

送します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3♂100

T EL. 06・348・0回3

F A X.06- 348- 0634 

〒530- 0001

主 催 (柏日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 熊野健司/ 大阪市
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今回は、洛南の名園「松花堂庭園J 内

にある茶室を見学します。

0 松花堂

史跡松花堂内にのこる茶室で、寛永

14年瀧本坊から泉坊へ退隠した松花

堂昭乗が営んだ方丈の草庵である。昭

乗は林羅山をして「写生入木共無双J

と賞賛せしめたほどの芸術家であった

し、当代一流の文化人であり、茶人と

しても注目すべき異色な存在であった。

茶室は宝形造茅葺屋根で、ニ畳敷を主

体にして、一畳の広さの土問と水屋か

ら成り、土聞は瓦四半敷でかまどが設

けられ、二畳敷には押板形式の床、袋

棚と丸炉、そして仏型置を備えている。

しかも天井は折上げ天井で、周囲を板

張りとし、中央に竹の網代を張って大

きく日輸を錨き、鳳恩を配している。

この建物には、庵居という小住宅の機

構が圧縮されており、もちろん茶事に

もこと欠かない。多様な内容と複雑な

仕組みが、見事に方丈の空間に集約さ

れている。松花堂は、昭乗の茶の湯の

象徴というべきであろう 。

0 索庵

松花堂昭乗がを主した男山の瀧本坊には

松花堂

小堀遠州の建てた茶室関雲軒をはじめ

数寄屋造の害院、茶建所などが設けら

れていた。数多くの名物道具を所持し

た昭乗の奈がここで擁されたのである。

そのなかの閑雲軒を復原したのが索庵

である。素庵は閑雲軒の写しを主体に

八畳の広問、玄関、寄付、水屋、勝手、

便所等を添えて一棟の建物に纏められ

ている。茶室は長四畳に台目の点前座

を付し、下座のー畳を化粧屋根裏とし

た遠州得意の形である 。捌口が隅にな

く中央寄りに位置し、その上方に達子

窓と下地容が重ねて配置される遠州好

みの特色ある意匠を見ることができる。

O梅隠ノ席

この茶室は、千宗E 好み四畳半の復原

を目的としたものである。これは客入

口が二枚障子の貴人口形式であり 、下

座床で床が土床であった。天井は化粧

屋根裏と平天井に構成され、点前座の

側は又隠と同じであるが、風炉先側の

懇の配置に特色が認められる。入口側

を開放的な構成としながら、点前座の

側を引緊め、土床を設け、全体として

傍びた境地に仕上げられており、宗旦

らしい作風が渡っている。屋根は茅葺

日 時 1998年11 月21 日出

13:3ひー16:00

講 師 中村昌生/ 京都工銭大名誉教授

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也

京都府八幡市八幡女郎花79

* 郭反「八幡明則「くずは釈l

から路線パス利用約15分

参 加 費 会 員 2，500円、一般 4，000円

本含、入園料、税

申 込 11 月13日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 : 茶室見学会

②氏名

③個人会員、団体会員、 一般の別

④聡場・学校名

⑤参加証郵送先

喧漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月16日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

TEし06-348-0633

FAX. 06-348-0634  

干530-0001

主 催 (柑日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査 ・福家 敬/ 鉄邸主設

き、六寸勾配の切妻屋根の前面に四寸

勾配の庇がある。この茶室は、 「完全

指図帳」に「今日庵四畳半」と出てお

り、これが復原の基礎資料とされた。

' 98建築関係団体

日 時 平 成10年12月14日開 申 込 会 費 を 添えて 申込締切日 (11 お願い

午後 6時- 7 時30分 月27日) までに事務局へお越 (1) 申込の際に氏名 ・勤務先をお知ら

合同忘年懇親会
会 場 太 閤 園 迎 賓 館 し下きるか、現金送金にて せ下さい。

ダイヤモンドホール ( ビュ ッ お願いします。( 土曜休務) (2) 申込者で12月3 日までに欠席の連

フ工・スタイルの ｉｾ ティー) ※ 申込者には忘年懇親会参加 絡がない場合は会費のご負担を願し、ます。

大阪市都島区網島町9-10 証をお渡しします。 (3) 当日は参加証を必ずこ'持参願います。

電話 06 (356)  1111 定 員 400名

会 費 8，∞o円

' 99建築関係 14団体

日 時 平 成11年 1月4 日(月) 最寄り団体にお申込み下さい。 会関西支部 (紛日本建築構造

午後 2時30分- 3 時30分 共 催 (紛日本建築協会 (紛大阪府建 技術者協会関西支部 (紛日本

合同新年交礼会
会 場 マ イ ド ー ム お お さ か ・ 3階 築士会 制 日本建築学会近畿 建築積算協会関西支部 (槻童

大阪市中央区本町橋2-55 支部 (他日本建築家協会近畿 築設備技術者協会近畿支部

会 費 5，000円 (当日欠席されても 支部 (紛大阪建設業協会制 (紛大阪電業協会 (紛大阪空気

会費をいただきます) 日本建築材料協会 (紛大阪建 調和衛生工業協会制j大阪建

申 込 12月10日までに会費を添えて 築士事務所協会 (紛建築業協 築設備設計事務所協会

3  



「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した円本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、F AX 06- 348- 0634) まで。

(当H寺. ，湖西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は1200円( 送料 ・消費税合)。

特集一覧・ 1978- 1998

大正 6 年 9月に「関西佳築協会雑誌」 その時々の社会を反映したテーマを選 なお、 「建築と社会J 創刊号一昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に「円 んで掲載してきた。 年12月号まで全87巻の復刻版が、 1991

本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から順次発行( 不二出版) ・配

「建築と社会J と改題し、今 日に至っ おりで、パ y クナンバ-JU4入希望は、 本されているので、詳細は日本住築協

ている 。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協 会， Ｇｾ務局 Ｈｔｅｌ 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたい。

1986 

Vol. 67 

1987 
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1988 
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1995 
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1997 
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私の空間作法一会員作品ー

ガ「リノ f ータウン「;:il; 」. 歌 洋

I 社八! 芭工期・前川治彦

3問 問の 住 宅・阿久津友嗣

ｊｾ 家のアトリエ ・ 高砂正弘

l協11汀の 君主・新居照和&ヴァサンティ

多田 の 家・村重保則

事 ｉＧ ｉ ｾ ［ 三 宮センタ一倍 ｪｬ f l3fSl 9' i ! 1. 万づくり・大野泰史+ 柴田作

コートドール大槻・吉村篤ー

天 神 柿の 家・岡崎普久

台中市南 ｬ 亙 ｬ 司図ＩＡ ｾ自 ￎＺｾ ・ 唐莫誕

H abi tat ' 97・田中啓文

S K Y-S HI P. 森 村 政 悦

ヰヒJ協クリニ y ク( 噌築) ・上谷震勇

気 而 の 家・縁口明洋

訂'i 水 邸・鈴木康次

軽 井 沢 の ホ テ ル・笹 本 篤

ユーノ、ウス・池 上 明

商業ｴｉ ｾ 秘施設 「 アルカミーノ 」 ・ 岸 一

清 見 台 の 家ー 装 冠 の 佳 築X N. 久保清一

エ ナ 御 影 (80戸 の 丙 鐙 ) ・瀬 戸 本 淳

大 野 邸. 志村公夫

小 倉 城 庭|閣 小笠 原 会 館・漫 良 雄

2001年の医療施設

県立証伊'i] 病 院

和 歌 山 県 立 医 科 大 学 附 属 病 院

医 療 福祉 の立II 築に観る・池田有隣

医療をとりまく環境の変化 ・辻野剛恵/ 西井美彦

外 来 が 変 わっていく ・松村孝治

ノ〈ーチャルテクノロジーは病F完を変えるか・細入鍛-

i泣近の病名nの 流 れ・羽生克彦

昼 夜 を 過 ご す ベ ッドまわりの改善・腕 E 真

おいしくなる病ド克の食事・三浦満雄

L 、ざと言 うとき頗りになる病院・大久保進

院 内 感 染 と J岳、染症及び感染症f心省医療法をめぐって・辻野純徳

痛みを届えて・犬飼直樹

今、病院? i l l 築が目前白 い・久保田秀男

2001年 に向けてー とれからの病院

くプロのノウハウ 〉鵠座⑬徹底解脱「大改正J 建築基準法第4 4回工高生デザインコンクー

ル入選者発表まちなみ見学会①宮田 林寺内田T 近代建築見学会③ 大阪市中央公会堂茶室見

学会⑪ 八幡の松花堂 ' 98建築関係団体合同忘年慰親会 ' 99建築関係 14団体合同新年交礼会

大阪府済生会吹田病院

香 芝市 総合 福祉 セ ン タ 一

明海ビノレ

向島津田町ハウジンゲプロジェ 7 ト (梅林 克) ・牧野雅一

ドイツ ・フュ ッセン. 爆本史郎

女性と子供の世界に眼を向けよう ・伊勢戸佐一郎 (郷土史家)

震災調査から感じたこと ・杉山茂一 趣味と旗第一豪刻一 ( 1) ・増田繁治

敬意を感じて ・梅原良矢京散策“ 水琴窟" ・浜崎彰

特集・

- 特集予告

吃月号/ 第45回青年妓術者

J R西日本

T 月号/ らしさのデザイン

九州特集

特集・

[作品]

[ 序論]

[各論]

[フ。ロジェク卜]

. 6. 主主

ヨコ.0コ

作品作風

gal l ery 

大地の呼吸

社会の限

建築の限

主豆iW4 題 ・大谷由紀子ー河崎敦子高岡伸一 ・辻111ひとみ

京 都 市 都 心 再 生 - 南 部 創 造 ま ち づ く り プ ラ ン ・深井敦夫

建 築 家 お す す め デ ー ト ス ポ ッ ト ー 夕 陽 ケ 丘 散 策 ( 歌

プ ラ ス チ ッ ク 一 一 粒 か ら - ・還田英行

建 物 の 指 れ と エ レ ベ ー タ ー の 振 動・木村宣仁

c阪市における高! 度浄水処J: i l l . 速水義一

建 築 現 場 の 電 気 安 全 の 向 上・谷本敏和

友田多恵子展 紙の軌跡.原初の風景ー. r) レ・コ J レビュジエ版画展J. 建築家倶楽部のフォーラムー

山本理皇自殺演会 A R T B O X  N A G O Y A' 98.  r B E Y O N D  T H E  C A T A S T R OP HE J ，老人保健福祉

施設の建設に関する総合講座

平成10年 8 月分
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月間の動き

印 刷 平 成 1 0 年 1 0 月 2 5 日

発 行 平 成 1 0 年 11 FI 1 日

発 行 人 社 間 法 人 日 本 迎 築 協 会

先 行 所 社 間 法 人 日 本 也 築 協 会
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振替 II PIl 00910. 9. 39975 
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1 . 1 本1 1 ! 他株式会制
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尚早

言 ｾ 言 十 Ｎ

竹 中 工 務 庖 大 阪 一 級建 築士 事 務 所

監 理・

大 阪 府建 設 監理 協 会

施 工圃

大 林 組

所 在 地 一一一 大 阪 府 吹 田 市川 図 町 1 番 2 号

敷 地 面 積 一一一 17，557. 20ni (福 祉 棟 含 む)

建 築 面 積 一一一 8，041 . 38ni (福 祉 棟 含 む )

延 床 面 積 29，946. 29 ni 

4荷造規模 一一一 円C ( 一宮BSR C ) B1F 、8F 、P2F

工 期 一一一 1996年 2 月- 1998年 2 月

最 寄 駅 一一一 阪 急 電 鉄 京 都 線 栂 川 駅

j量 影 一一一 島 修 一 、 S S大 阪 ( ※)

備 考 一一一 サ イ ン 計 画/ 大 林 組

社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会吹田病院



工ン トランスロビー

1. はじめに

済生会l次間病院は、 lj没後IrJJもない附利20" 1二10川に、 20床の病院として発足、

以米欧 川 市南部 地 械の Ｑ［ｾ 幹医療ｽｪＧ ｩｬｩｾ 宣として相改築を重ねてきましたが、 ｬ 沈

に5( ) { 1三余を経過 し、 -Jt杓化、 例 制ヒが進み、そ倒的i'i を図ると J 七に、尚度化・

多機化する j 也域医療ニーズに応え、 21世紀にデIJ)l とす る，也1171齢化社会にも 対

応する ｬ 亙派 ｊｦ ｵｉ ｊ 主として、初 祉事ｾ と 一 体化 され山設されました 。

2 . 配置 ・全体計画

敷地 周辺は|仮名t)rぱ11線 放 び低 層住宅街に而 しているため、敷地中央 を 81続

辿ての病事w精とし、 低限| 街を周辺部に即日し、 )i'1 l: .1.怠|盈|や敷地周辺を紙化

して良 好 な ｦ ｊ［Ｚｩ ｪ ｾ Ｉｦ ｾ ， ｊ とを 図 っている 。

3. 病院の特徴

病床数以ぬ版、21診 療科目を設也、 し、 J放 忽 セ ン タ ー ( 二次 ;J没忽) 、 中央子Wi

室 8 Ｇ［￬ｾ、 ｉ ｃｕＶ 床をイ ｉ する 。 主な 特徴として、 ｊ ｾｩ ｊｪ 潅 ｊ Ｑｊ ｊ 医療施設Ｈ産科手術

室 l 室 、 分 娩 室 2 官、新生児室、 L DR宝 ) 、 小児医 療施 設 ( NIC U室、

ｇｃｕ 寝Ｉ、 他 診 セ ンタ一、リハビリテーション 施設、がん 診療 ｬｴｩｬｩ ｾ ｬＷｬＧ等があ

ります。

4. 各部門の配

＼ 外来 診療 ［ｾｩｓ 門 ＾ 11街に、総合受付、総向 、外来診療gjl門、救急giS門、

放 射 線診 療郎、画像診断部門を ulli え、 21併には、外来診療部門 、人工透析

訓 "J2 5 I ノ転、リハビリテーションt部門、検査制“ |、i出会センター( 人|百l ドック)

を設けている 。

8  

く欣 射線 治療ｾ ｳｲＢ ｉ ＾ B11併に 悶;稲川 とM 悶、 リニア ックを|郷後岡山白し、

泡 ＡＧｰ ｬ ｾ の効率 化 を阿った 。 ＱＱ 併 のＯ次 射線 診療［ ｾｩｉｲ Ｂ ｬ とは 画像Ｇｴ， Ｇｪ Ｇ 慨をコンピュー

タシステムて、述紡した。

く '1' 央手術部i門 > 31精に下古l:i; jJ l門及 び，' ，央材料部門及び竹・坦11剤II"J を.1並

けた。 予討す室は阿収Jrti i下 f j 式とし、I ' ，'l涜! 、ィ'i1i i物品の流れ、人の流れを-

H 通行にし、消潔領域の斜H、与を|ヌ|った。 予告白宣は、緊急 外米、又は感染

対応としてクラス 10，α)() X 3'.ぜ、 一般手術' セクラス 10，α)() X 2:室 、クリ ーン

予fi ]:件さクラス 1;α ゅX ＲＧＮ 否、バイオクリーン子制 ｲ 五クラス Ｑ ∞ ｘ ｬ 宅の ｾ ｉ Ｇ 8' 七。

ＩＨｊ ｉ 二 Ｂ訂 正棋準 Ｓｭ とし、スペースは各出 納 ｬ に 応 じた広さとしている 。 Ｑ ＡＡｾ Ａ 形

式Iは、 2 アーム方式を採JTI し、効〉容よく執) ] できるようにしている 。!J: ¥行

院側は、モニタリング システムとビデオ システム を設けて対J . i5 している 。

< IC U部門 > ｉ ｃｗｾ ｩ ｬ ｬＢｬ へは術後、リカパリーコーナーから ｬ 浦安を通過

し入室する 。 ｬ￬￭￭ 室にて消浄 ｊ 金ーを ｾ ｉ引 をしている 。 ｉ ｃｕ 室は Ｖ 床とし、うち ＱＱ ぷ

を! 必孫ヨ主主す応及 びCCUf 問主とした。IC Uの各ベ y ド毎に、スポ ッ ト式負担Ji 例 l 、

犬 ｾ ｉ ニＡ騒然型ユニットを設け、以 ［ ｾｪ ｬｾ ｪｗｉ Ａｩｪ［ ｬｬ 伺 にカウンターにてＧ ＱＧＱ Ｑ 狐 別供 給、

給 排水 設 備 を ｦ ｩ ｩｩｩ え、 剛 被透 析 、 ＱＨ ｬ ｬ ｾ 話交 ｾｾＱ 守に 対応 した 。 ナースステーショ

ンはセン ト ラ ｪ レカウンターとし、 ＱＱ 己主主 Ｋｊ ｌ 、セントラ ｪ レモニタ 一 、 ｾｗ ｨＧ ，， Ｇ ， Ｑ Ｑ 文 ､ 内

に対 J;e_、した。

く 病名 ｾ 部 ＱＢＱ ＾ 4  - 8 1併まで・の ，
J

，::jlfo1株 に病棟 部を設けた。 4 1桜はNl !ll lf 人

科病棟 、周 ， Ｂｗ ｗｊ 医療施設、 小児 病 棟 とした 。 Ｕ Ｍ Ｘ Ｑ 椅は 一 般病名 ｾ とし、 京

同 ｌ ｾ に病室を 配位し、 Ｒ 干＿ 議 ｬ ￬ ｩ Ｎ Ｈ 立としている 。 Ｒ つのナースステーショ



デ ィ ル ー ム

ンは、後/ i で見E絡が図られ、主早川エレベーターにて各| 桁辿給している 病

宅は Ｔλ ｊ ，，Ｋ［Ｇ 本を Ｇ ＱＧ 心 に椛成し、全ベッド数の約 ＲＰＥ を ｉｉｾｉ 宅としている 終

州側!1証に似然宅を l 室設けた

5 . 設備関係

< 't Iエネ対策 > コージェネ発 Ｑ 包機によるＩＮｾ本 Ｑ 目ｉＱ Ｉｊ のピークカット及び

Ｑｍ 熱を給湯技術に 利用 。 氷千古Ｚ熱 ， 没 ｾＱｉｬ による ｬ￬ｩ Ｈｪｬｬ￭ の安い深夜屯ＩＩ平 ｉｊ 川 による

Ｎｦｩ ｩ￬ｫ と、令訓Ａｔｉ冷水に使用し予術主主の宅湖、 ｊｊ￵Ｇ� ｪｾ Ｑｉ干 の予 備 に 利 ＱＱＱ Ｐ 11桁エ

ントランスロビーへの 深夜 ＧＨＱＱＩＩ 平 ｉ ｊ 川 必 ｦ 伊ｾフロアヒ ーティングの ｴ￭ 川 。 Ｇぞ 湖、

!!日 lりJ¥' f のスケジュール週!! I去による対1; i 5 とした。

＼ 十 ［ ＵＱ 仏 ＧＩｬ ￵Ｇ￬ ｪｾ Ｑｉ年の対策 ＾ Ｇ ， ￜＩｊ は，Ｇ，， Ｚｪｊｔ Ｒ ｉＢｉ ｾ ｉ￭Ａ Ｇ￮ ｬ 込Ｈ本 Ｎ ｲＧ ｾｩｩｬ Ｉ＠ J J 式とし、

本紙ｾ ｾＧ［ ｾＧ ｉ 官時には ｬ 可動的に予備線に切り併わる 。 ｊ ｬ ￵ 'ij'.;' ，'UiIJj( r;t J lo  'iii 川 発 泡 機

5∞K V A、コージェネ発電機2∞K V AX 2 、医療JHC V Cf.l 50KV A が" 並置され

トータル ＵＵＥ の γ 凶ポを仏保している 。 ｾ［ｪｉｾｩ］ｉｊ熱 ｾｾｊｾ［ｴ はヵ・ス ｊｍ の γ ￬ｲｩ ，Ｇ， ｬｬｬ ド発生ＺＱ号、

Ｇ， ｉＱ ｾｕｊ 式の ￬ ｊ Ｈ 抗熱と 個別 ｐａｃ の Ｒ Ｎ ｆ｝Ａｊ Ｇｊｩ を絞合し非常時に対しＩＵ ＧＱ Ｎ 位した 。

給 水 J J ｊ ＭｉＺＺ ｲ ［ｴ，ＧＺｾｾ タンク方式とし、受 水中川 ＱＴＵｭ Ｇ 、 ｲ Ｇ， Ｚｾｾｾ水ゃん ＴＰｲｲｬ Ｇ 、。ゼ淵相ｉ￬給水

f. "i 6  n1 をfi'(1if対 した システムについては向日機配線は 2 ofl 化とし、非常川

のみならず、通常メンテに於いても Ｑｮ｜ ｦｽ ＧｩＢＱￏ化を与 ｉＮｾ ました 。 宅 ， ｗ ， ｉ 、衛生 ｬ 主 ｬ 係 の

ｴＮＺｬＮｬＡ機慌についても本、予 備 を常設し、作機能のパックアップを ｾ ｉ ってい る 。

くその他の特徴 > 中央l践例システム CRTによりキーボードマ ウス操作

による対 ， ｦ ， ｾ ｪ［ よのトータル ＱＱｾ ￚｗ 目立 側、ロギ ング ー メッセージプリンターに

よるリアルタイム. i I " i WI、管周! 。宅 湖 冷hi ll 水 町符 の 長li' 命化としてステンレ

食堂書聖栂堂

ス竹 i i Hl (40叫 l 下) 。 スプリンクラーヘッダー配管工法による耐必対策。

ポンプ矧のユニット 化、円U符1'Ji のプレフ ァプ化等を保則した。

6. 施工上の留意点

本_[ Ｇｊｾ においては ＱＱ ｩｬＡ [11年における設計内容縦認、色彩J I i 面、サイン; l I " jilij は

大阪府建設院理! 協会と大林組にて対応した。病院の巡岡上の要望等合めて、

各科レイアウト図に読設備をプロ ットし 、医療設備との整合を図 った。病

己主はモデルルームを作成し山米上りを確認した。 なお、当現場は大林中11.4=

ｉ ， ｉ ｾ が ｲ｛ＩＨ得した ｉ ｓＰＹＰＰＱ の第 Ｓ Ｎｦ￭ Ｇ ￭ＧｩＧ ｩ 査対象ＺＵｪＡ湯として、 ｉＡｩｪｬｬｾｴ マニュアルを作

成 迎川 し、病院建築の必必な品質を縦保した。

安全而では大林組の災持ｼ抑止活動と ｾＱ ｪＮ 門 会 社及び職長 会が 一 体となり活動

し ＱＡＡ｜ 災ｾ Ｍ ｩＭを達成した 。 工 Ｇｦￇ は ｼ 阪［忽 ｮ 支部総の ｩ 隣鍛工事であり、 ｬ 主 ｬ 辿他 ｛Ｇ ｊ ｾ と

｛ー ｊｾＧ ｉ ￯Ｎ桝経路が ｅ なり、 一 述の関係各社との災 ＱｾＱ 防止述絡 会議を 組織し取

剥lみ1 : 程も l順調にすすめることが出来た。地下工法は安威川と I床汚水路に

挟まれた軟弱地鍛と被圧水を与慮、したソイル柱列11的打工 法 を 採川 した。JLi

ofl ，lli' 可は 2 台のクローラークレーン 、1 n i 易タワークレーン l 台、ロ ングス

パンエレベーター 2 内で対応した。工程上の 7 イルストーン r;t . 明 年 5 11

Illftl'. i己f 、8 月掘削完了、 121 1'1' 旬トラ ック椛台解体、タワークレ ーン組立、

' 97年 8 11 中旬躯{ 本_[ Ｇｉｾ Ｇｪ ｪ 己 ｦ 、ｼ司 ＱＱ 月受電、 Ｑ Ｒ 月消防検査、 ＧＹＸ 年 Ｑ rJ i J ! 築 l二

Ｇｊｾ 完 ｦ 検査、 Ｒ J=I末完成引波しと 24カ月て予定竣工が出来た。なお引波しf麦、

医療機出設122工，W_ トレ ーニングミ平を経て 5 FI HI から 1! !¥' mm院，11' ，来た。

( 平洋 1[ i .  IJsj池 段、/ 大林 組)

9  



ナースステ ン ヨ /

健診センター待合

. 施設概要

・医療ゾーン 病 床 数500床/ 健音量センター/ 総合リノ、ピリ / 救急医療 ( 2 次救急)

・診療科目 (21 科目) 内 科/ 精神科/ 神経科/ 消化器科/ 呼吸器科/ 循環器科/ 外科/ 脳神

経 外 科/ 呼吸器外科/ ，む腕血管外科/ 箆形外科/ 形成外科/ 小 児 科 / 産 錦 人 科 / 泌 尿 器 科 /

皮膚科/ 眼科/ 耳鼻咽喉科/ 麻酔科/ 紋射線科/ リハビリテーション科

圃医療施般部門 (医 療棟 ) 各階別主用途

R 2F  EV機 械 室

R 1 F  ファン ルーム

5 - 8F 病棟部門

4F  病棟部門/ 周産期医療施段 ( 手術室 。分娩室 ' NI CU' G CU'新生児室 L DR室)

3F  中央手術部門/ 中央材料部門/ 管理昔日門/ 医局/ 他

2 F  外来齢療部門/ 人工透析部門/ リJ 、ピリテーション部門/ 臨床検査部門/ 位惨センタ

1F 外来お療部門/ 救急部門/ 放射線診療部 画像音量断部門/ 総合受付

B1 F リ. : : 7' .， ヲ/ R I / M RI / 薬剤部門/ 物品管理供給部門/ 医療廃棄物処理室/ 栄養管理部

門/ 中央監視室/ 段倫熱源機械室/ 他

10  

外来部 E二コ

中央診療施設 仁二コ

サ ー ビス部 亡二コ

管 理 部 仁二コ

3陪 平 面 図 1 :  1500 
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1階 平 面 図 1 :  1500 

廃

車

物

量

室

I也下1階 平 面 図 1 :  1500 

- 電気段備

・受変電設備 引 込 高 圧66∞V ( 本線、予備線)

・地階電気室 ー屋内キューピ 7 1レ ・4 階電気室: 屋外キュ ピフル

電灯用 ｾＱ 併 Ｓｗ 210/105V 450KVA 電灯周 ｾＱφＳ ｗ 210/105V 800KVA  

動力用 ｾＳ￘ Ｓｗ 210 V  2ω300KVA 動力周 ｾＳφＳ ｗ 210V 1，300KVA  

ｘ 線用 ｾＳφ Ｓｗ 210 V  500KVA ・P R階電気室. 屋外キ ューピヲル

ｾＳ＠ o  4 W 400 V  300KVA 電灯周 ｾＱ O3W 210/105V 500KV A 

動力周 ｾＱφＳ ｗ 210V  500KVA  

トータ J し富十 6，650KVA  

- 非常用電源設備

・自家発電設備 (防災周 ) ガスタービン発電機 ( 消防認定品 A 重 油) / 屋 外 パ ソケージ型

/ 屋上設置/ 容量 3 O  3W 6600V 500KVA/ 主 負荷 . 消 火 ポンプ ( ス プ リンフラ 屋

外散水) / 排気フ ? ン C 02排 気 フ ァ ン / 非 常 用 照 明 保 安周 照明 排水ポンプ

・自家発電設備 ( コージェネ 周 ) ガスエンジン発電機 ( ガス 焚書 ) / 屋外 パッケ ジ型/ 熱

回収量219MCal/ 容 量 3 φ 3 W 6600V  250KVA 2 台/ 主負荷 手 術 室 設備 ( 照明、コ



個室 4人床病室 8階特別室個室 (2室)
5- 8階平面図 1 :  1500 

個室

配置図 1 ・3 000

ンセ ン ト、空 調) / 排煙フ ァン 医療用特定コンセント/ 保 安 周 照 明 医 療 周C V C F

・交流無停電重量備: C V C F  3 O 3 W 210V ・1 φ 3 W 210/105V 1 5 0 KVA/ 屋 外 パ ッケージ型/

屋上設置/ 主 負 荷 医 療 用 電 源

・萄電池段備 ( 非常照明周) ・除極吸引式シール型据置鉛蓄電池/ 屋外キ ューピ ? J レ型/ 目1階

電気室政置/ 1 φ 2 W 100V 6 0 0 AH/ 主負荷 : 非常照明 ( 10分間) 遮断器操作

・その他Z宣備・幹線動力設備/ 電 灯 段 備/ 電話設備/ 防災設備/ 中央監視設備/ 遊 雷 設 備/ 放

送 段 備/ 防犯段備/ ナースコール/ メディカル コンソ ール/ O Pインタ ホン/ テレメ タ/

話待表示

- 空気網干日段備

- 熱源設備 ガス焚き吸収式冷温水機 ( 81 階機械室段鐘) / 5 6 0 R T X  2 台/ 製 氷 機 ・氷蓄熱タ

ンヲ ( 81階機械室設置) / 5 7 R T X  2 台/ 空調ヒートポンプパ ッケージ {室外機= 屋上位置)

・空間方式 . 各階単 ダヲト (外気処理空銅機・フ ァ ンコイルユニ y ト)

・挽 気 方 式 外気取入口= 各階/ 排気口= 屋上、 部各階/ 第 11量換気= 病室、鯵 療 室、厨 房

/ 第 2 砥換気= 熱源織械室、廊 下/ 第 3 種換気= 便所、湯沸室、浴室、倉庫

・O P室ヲリーンル ム ; ヲラス 10 0X 1 室/ ヲラス 1 0 0 0 X 2 室/ ヲラス 10，OOOX 6 室

ｾゴユ

特別病室

L DR室 ( Labor Oel i very Rec ov e叩)

4 人 床 病 室

- 給排水衛生設備

. ・'
ー.

- 引込 市水本管より引込 ( 100 φ ) : 高架水槽方式 ( 受水槽145同/ 高架水槽4 0耐) 、 蒸気ポ

イラ - 1000k g/h X 3 台

・給湯設備 中央式= コージ ェネ排熱 ・蒸 気、病 室、音量察室、洗面室、浴 室

局所式= 電気混水器 (給茶周} 、 病 棟 デ ィルーム 、休憩コーナー

・ガス設備 : 都市ガス 13A 11 ，00恥 al 中庄引込/ 周途 中圧 コー ジヱ ヰ発電線 (81階機械室)

・空調熱源機 ( 81脳機械室) /低 圧 厨房器具 (81陪調理室、 3 階パントリー ) /安全対策

地階のガス使用室にはガス漏れ警報器を設ける 。

・その他の設備 排水盤備/ 衛生器具位儲/ 医療ガス盤備/ 厨房器具段備/ 焼却炉設備/ 排 水

処理設備

- 昇降線設備 ( エレベーター)

寝台周 1 台/ 入荷用 3 台/ 乗用 2 台/ 給食用 1 台

・昇降機股備 { エスカレ タ )  

800形 繍 送 能 力 6 0∞ 人/ 毎 時 速 度3 0 m/ mi n 2 基

J J  
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作E 置

置圃 風

言宣言十・

類 設 計 室

施 工・

奥 村 組

香芝市総合福祉センタ-

F干芝 di は大阪府と奈良県の県J党に位位する、 li 然がなお泣かに残る

印刷百111Ii で、ある。当福祉会館では、この香芝rli の泣かな自然と淵平11 し、

柘 ｈ ｴｉ の」車線となる 相 互 ｾｈ 併を Ｑ 守んでいく、そんな街のシンボルとし

ての空間作りが求められた。

ｾ ｽｪＨｾ 也市 Ｉｊ ｦ Ａ｛ｩ ｬ には、 ニ ヒ ｌｌｊ のたおやかな淡が ｼ 臨める 。 この 二 上山は、

石部の原石であるサヌカイ卜や、古 ｉ 員時代の ｭ 高材として Ｉ ｾ｝ ¥、られ

た凝灰石、あるいは(iJ fU毒剤lである金剛石など、歴史上の日本文化の

l京行を illi / J ' t してきた。 そして、原始から大利時代の文化の iヰj治とな

ってきた 。 また、奈良主主地 は、多数の411め池を擁し、とりわけ放地

|人lにあ った二又池は古くより約の来言が也として知られ、今も香芝の人々

の 伝Jfcの 中にその姿は生き就けている 。 その水のある風設は、古代

より日本人の原像をなす心象}AU式を作り 出 してきた。

私迷は、このI i l 匝設のデザインモチーフに、 ニ ヒ山 にむか つて 跳 び立

たんとする 二羽の在日を )TI いた。 1:: 1本人の以}A¥:l ;kを継ポしつつ、未来

へと ｊ ｉｾ 糊することを象徴させた 。二 Ｄ Ｑ 司の約が ｽｲ ｾ どる こ つの十文学 す Ｑ Ｇﾭ

附が般する 施設の 中心部には、 三つの原石をイメージさせるオブジ

ェを配した 中庭を 設け、アプローチ空間 にはこ 又池 を模した池 を配

した。

当施設が、香芝市民の心象j制止をリフ ァインし、 !こ|本人に残る扶け

合いの心 を、より深く H干び党ましていくことを願うものである 。

所 在 地 一一一 奈 良 県 香 芝 市 逢 坂1・34-1

敷 地 面 積 18，46701 

建 築 面 積 一 一 - 4，43901 

延 床 面 積 8，50901 

4荷造 規 模 ーー- RC 、3 F

工 期 一一一 1997年 2 月- 1 9 9 8年 3 月

最 寄 駅 一一一 近 鉄 大 阪 線 ・二 上 駅

婦 彩 一一一花 岡 鍛

Ｈ Ｈ Ｑ｛ Ｑ 一 元消嗣Ｏ惣設 ｾｊｉ 宝Ｉ

1階 平 面 図 1  :  1200 

4豊能回復訓練 室

健 康 増 進 室
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作置彊

Eヨ風

設 計 監 理・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工圃

鴻 池 組 ・鹿 島 建 設 ー清 水 建 設 ー三 井 造 船 建 設 共 同 企 業 体

日月 j毎ビj レ

阪 神人 Ｚ ￭￟ 災により ｩ 到 ｬ 成 した 川町 ｬ 海 ピルは、 ｉ ｌｉ 屑 ｻｴｬｴ 也 の ｪ 毘 ｾ とともに

縦しまれてきた Tl:f ill にあたり、 flJ: j ; j 主きの楽しみのがwu 、 fln 

防官 ｩｊ 也の ｊ 守つ ｊｾ 史的引凶主ｻをつくり、まもり、そだてる 」 とい っ た

テー 7 をjbl げ設，nに取り斜lんだ

泌，11
1
，の手甲子? となる公1; 日宅地 は、歩道に治 ったリニア状のピロテ ィと

他物の中央部を山めるロトンダ( J ，; : ( r人l小広 JJ/l ) から 構 成 され、 111居

間I也l刈の歩行 (i のネ ッ トワークのj杉IJ)(:I 二千年ワする・μを 11 t' :! とした。

このロトンダは l庄筏1 8 m、 2 J'i'11吹き抜けの円筒形宅11¥1であり、外部

的な空 川 としてピロテ ィと述担 し ており、ミニコンサートやギャラ

リーなどの行11市型イベントの鉾台として! ! 辰わいを演出する装凶とも

なる また、 J也 Fのレストラン1 J i ， l 、 21惜のブティ ックf封、 3 -

Ｑｃａ 併 のオフィスフロアは、内配己 Ｑ附 ｩ ＯＺ内〆 ＧＯ， ｾ 的 にも ｩ助 ｅ政助Ｏｊ瓜品線浪的 にもロトンタダ ･ を必

人々の ｉ山ｾ ， 会 いを ｡制 ｬリＱＩ巡 ｩｴ位 ＡＲｩ し、 Ｇ｛ＱＮ 品を広げるものとなる 。

ファサードは 低 ｍ 自ＺＱ Ｑ と Ｑ Ｇ， Ｎｾｊｾ Ｇ Ｑｐ 怖を別のｾ 言 葉として似い、 ｮＺ いに相 ｈ 生 ｼ す

る榊成とした 。 低ｉ｜ＱｬＭ［ ｪｬ は イ ￋｩ 市 ｩ イ Ｑ を ｲ ｬ Ｍ Ｇ 心 としたテクスチャーで ｩｔ ｉｊ 平 ＡＭｩ ｾ

を 勺え、 1m弔問j也の術恨みを怠識した。 ，'::jJf1gjlはスカイラインの形

成 を念頭に也き、ミラーガラスに花 l北i石 をボーダー状 に利 lみ介わし

た侭 快なものとして 低! 村部 と対 比 させながらも立II 物 全 体に 統一 !'，ぷ を

ワえた。 ( 1判irli 琢 l粁/ 安 )1ニ立II 築 設in・n:務所)

所 在 地 一一一 神 戸 市 中 央 区 明 石 町32番 地

敷 地 面 積 一一一 1，894. 82m

建 築 面 積 1，514. 32m 

延 床 面 積 一一ー 14，241. 65m

4荷造規慎 一一一 S R C: B 1F 、S: 10F、P2F

工 期 一一一 1996年 3 月- 1998年 1 月

最 寄 駅 一 一 J R元 町 駅

j最 影 一一一 名 執 一 雄

ピロティ

ロトンタ

@  

1階 平 面 図 ー配 置 図 1:  800 



向島津田町ハウジングブ口ジI ク卜

梅林克

全国各地の都市で見られる一般的事象

である都市部のスプロール的増殖は、

「古都J 京都においても例外ではなく、

京都の雨郊であるここ伏見区において

は、主要幹線道路に張り付くロ ドサ

イド庖舗とタテ売りと呼ばれる住居群

が貧困な風景を形ど っている 。この都

市風景は「安価であることが競争力を

生み出すJ という経済原理に裏打ちさ

れており、この短絡的かつ、強固な根

鎚に対し、建築はほぼ無策でありつづ

エテ， ?  

けている。ここでは建築の倫理は有効

性を発鐸し得ない。この経済原理とい

う善悪を越えた道徳とは無縁の根拠に

対し、倫理に落ち込まずに新し い関与

は可能か。もしその関与に有効性があ

ればコールハースが指弾するBIGNE S S

問題などの今、解答不能である都市の

諸問題への関与の糸口を見い出 し得る

のではないか一。そんなことを考え少々

大上段に振りかぶっ てこの“ 建売住宅"

を設計してみた。結果はご覧のとおり。

開発し得た具体的な成果は 、

1 、内部の部屋構成のハリエーシ ョン

を外部に「町並み」として翻訳可能な

短冊状の形態操作法を導き得たこと 。

2 、重層されたフロアごとに設置され

たハルコ ニーが今までの建売住宅にな

い内外部の流通を生み出し生活空間に

豊かさを与え得たこと 。

3 、この手の建築常套的に行われてい

た多素材の使用による差別化を柱、手

摺、バルコ二一、彩色等による構成要

素の組合せによる多様性の発現へ読み

替えたことにより仕上げ材を単一化す

ることか' QJ 首Eになり 、ひいてはコスト

タウンに繋が ったという点が挙げられ

る。

挑むべき問題点を発見し得たにす ぎず、

建築にはまだまだ未開の領域が無限に

存在することを確信し得たことが我々

にと っての最大の成果であ った。

まち- 建築 ひと

A

T

・

E

・
I

・
-

-

-

l

・
t

・
-

-

1

・

「構 成 j による 町 並 形成

う.uやし かっ

侮 林 克

1963 京都府生まれ

1987 大阪芸術大学芸術学部

建築学科卒業

高制申建築指十事務所

カツウメ バヤシアーキテヲ ツ設立

F. O. Bアソシエイシ ョン設!立

遠藤昭彦氏、松本正氏と F. O. B

+ アリミテ共同設立

1996 京都造形芸術大学芸術学部

環境デザイン研究室非常勤講師

1987 

1993 

1994 

1996 

ワンルームの内部空間を示すずイヤグラム

修

雅一 (作品作風小委員会)

1最 影ー津田

企画編集ー牧 野
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地

〉

吸

大

c

呼

フュ y セン( ドイツ辿)' 11共有11"1) ｴＯｬｈｪ ｾ＠ 松本j. i 'i 治

私 が ｦ ｬ ｈ の凶、 ｾｴ Ｑｦ ｬｬ ［ｬＺＮｍｬ ｳ ， ｦｪ 近郊と ｉ ｾＮ つでも、まだ ＨＱ 然の多い人 Ｑ Ｑ の少ない 地域 であ

った 。 lサj J の下Il父 は 、 そ の f)辺境の '1' で‘ 今で、はぷましいと思える 't tT; を送っていた。

迎111; 兎 111 と行い、 イ主主"，に野 兎や1'11が い た 誕111に J nOO; を品1:り、そこから (1宅のタンク

に水 をづ|き、いわゆる 門家水泊として使 っていた 飲 料水 としても淀川としく 、また、

引 くに収り人れた水洗似 所にもその校日 な水は が役に立 った

秋にはＡＫＡＧｊ，ｦや ｾＡｲＺ＾＾［ が似純できたし、 ｎ ｊ［ｾ で釜の水を炎き、 ｫｾｩ 坊もおこな っ た 。 たま

っ たが ｦ は、冬にストーブにくべ ｉｉ ｾ をとるといった μ 介で、まさに ＨＱ 然を ＿ ＱＺｉＺ￮ ｬ Ａｊ Ｒ する Ｇ Ｑ Ｚ

mがあり、それができたH年代でもあった

40年のt ¥l UI が終ち、あのt!'iの ( 1然 や動物迷の妥は! ! ! ¥く、多くの家と入、そしてアスフ

アル ト地 l而があるのみで、ある 。ぜんでもよ去の生前は、もうできはしない。

近年、名 ｉ ｾ ｉ 治体 や Ｈ Ｑ 然 保 設 凶ｻ本 が生首 長 に 身近 な ｦ ｊ［ ｊｭ 保 全 迎 Ａｊｖｊ に釆り Ｑ Ｑ ＱＧＱ した 。 この立 、

メディアを 通 じi!1 じられた 11'1弁大11 1での 「一本一行 運動」 も一つの地 域活動で、ある 。

ｊ 爽してしま っ た 刈 Ｇ ｪｾ 省の μ 任として、広 Ｑ 境についての ｌ 早 ＱＢＱ 的 な 取 り品 ｉｬ みも 亙 ｩ 変 であ

るが、 ー人 人があたり llii の '1トとして認識を深め、 行動していくことが先もたであろう

それが、あの↑如 、ノ|三前を i 収り灰せる )1-: . となると 私 は!ぷ う。 塚本 と郎 ｃｴ ｾｉｗ ｾ 委 ｭ

18  雄策と社会 ・1998.11



社|会|の|:lJ

女性と子供の世界に

眼を向けよう

社用族相手の高級料亭の女性トイレの設備など誠に貧

弱で女性客は横を向いてしまう 。公立学校のトイレが

また質が悪い。情操教育を考えるなら、コンビュータ

ーより 最新式のトイレを導入することが急務である。

1lt 11¥1は今、大不況である 。千H寺の12の不況を7 -nらなかった世代が

ほとんどという今の 日本において適臨な処置を取れないのは、むし

ろ当然であろう 。第一、1171平11初日明の? 凶荒といっても、わが|玉|のみの

金融i凶荒 (11仰 11 2 年) と |昭和 4 '01三の 世界 恐慌の区別 さえできないマ

スコミ |刻係 行がいる 。これで lE(i ' ( 1 i に恐慌の原凶を把促で、きるのかと

駈問を党える 。

金融 ｬｾｾ Ｇｩ［Ｑ荒は、 ｬ 刻東大震災の県災予 Ｑ Ｑ ヲの ｬ ｬ ｾ 終処埋段 ｼ 併で 、 大 ｊ［ｾｾ 大 ｢ｈ Ｇ， ﾭ

岡直tlAの失汽が端緒となり次々と銀行が休業したことにより発生し

たものだが、 不良貸付が原|太|であることは現代の大不況と変わりが

ない。ただ、ここで注目しなければならない 'J j: 桝は政界というもの

がj 、しそJJUI とは追った梢造で成り立っていた ことである 第一、??

通 選挙法で 二 卜 五歳 以 上の リ ｾ Ｇ ｉ ｴ のみにしか選挙権がなか った ＱＱ ， ｜代 、

そ れ も ｼ 司 法による国 政 選挙が未だ実胞されていない ＱＱ 寺 ｗ Ｇ ｉ の ｮＧ ， 米自 ｬ ｾ で

あり、 ヮｾ ｊ 乙の有産階層だけで政治を 動 かせた ｈ 寺代の 出 氷 ー ・ ｊ ｾ だという

'Jj: て、ある 。

家庭においても 一部の男性だけが権 )J を有するに過ぎないから I)' J

1mが瓦解しでも、すぐに強 jルJ ;ななJ打l

とることがでで、き たのでで、ある 。 11. ｾ桁ＮＩ，ｴＺ ｹ ， Ｇ ￭ ｊ ［ Ｚｩ ｾ ｾ ［ Ｑ Ｑ は呉 市 ｊ Ａｬｾ印 ｽＧｉ ， ｬ ｬ の プ 行 Ｑ LJ紙

幣を先行させて汗1i. {iUi を受けるが、今は民衆政治の11年代。そんなこと

ができる |時代ではないのである 。

1(li 、呪代の一人一人があのバブルのH寺代に無分別にも将来を!i<:

見過 ぎ、 4 のものを十に自 己許制iした結末ともいえよう 。民は、ど

んな11剥町二おいても自分の資)J の可制lJ lIJ 、lで112うたな生き Jj ・をしておれば、

経済的な不幸だけは背負わないで済むということであろう 。

しかし、大不況は悲町象のつかないところにまで波及する 。?千通に

尚 いをしておれば 休 業に 追 い込ま れ る ・ ｬ ｾ などないはずなのに、 射 実

はそうは行かない。ネ:J J fll 復だけをfll 下に、あるいは引性のみを顧存

にしていた業柿の商売が成り立たないのは叶然だが、そ れでも大衆

化 したり、 ｫ Ｇ ｬ 明 干 の務Ｆにより右似をしのぐ ｾＧＱ｜ ｊＺ ぐら ｌ 怯 持 って ｌ 、る

者1¥di l4llで、は、なお外食する人は多い だから、 111級料ギなど! 腕のよ

郷土史家

伊 勢 戸 佐 一 郎 ( いせとさいちろう )

1932年 大阪市生まれ、同志社大学日本文化史学専攻卒

1974年 卒業後、 20年間、家業の銘木商に従事

1975年以降、フリ ーの地方史家、雑誌「大阪春秋J の編集同人

1990年- 1998年 3 月まで東大阪短期大学教綬

1997年~大阪市教育委員会委員長

主な著書 「鈴木漬日記J rl 里もれた西区の川と橋J r大阪の

町名J (以下共著) r町に住まう ー大阪都市住宅史J (建築学

会霞が関ビ J レ特別記念賞共同受賞) r食文化と日本人J rおお

さか百景いまむかし J (東方出版干'1 ・朝日新聞社編集)

時代考hl : r心はいつもうムネ色J r都の風J (NHK ドラマ )

L、板I易さんのおいしい料flUを子頃な値段で捉イJtすれば新しい符をm

やせるはずであるが、子t[Jな値段にしても 一度で女性名:は績 を向い

てしまうのである 。

E1閃は、客版いの所為でも料理Qの所為でもな L 、。ーにも こにもト

イレである 。 常辿の 児 性特Ｚ本位の商売に徹していたから、 ｾｴ ｬ Ｚ トイ

レの設 備 など誠に ￭ｴｳ Ｉ ｾ Ｉ なのである 。 数が少ない上に、 ｉｒ 態依然のト

イレである 。ひどいところになると、人り 11が引火状川なのだ ('1' 

11¥1で利J Tl しようとしてもこれでは二の足をふんでしまう 。 こういう

問 所の改良を ＱＡ ｜ ｾ 倒した紡民が、ここに米て大きな陥路にな っ ている

今児、莫大な賀'JTIをトイレに役人するわけには行かないのだ。R:i 'ikJ 、

廃業や休業せざるを引なくなるのである 。』火〈ぐ'1'ドmザ司性判1:.骨Hコオ'1粍|

が大きい。

トイレについて、もう fI，'iljifJ に注文がある 。一部の私立学校を合

めた公立学校のトイレがこれまた質が思い。m桁以上の設{liIl がで、き

ないところもあろうが、これこそ 「心の教1引につながるように山

えてならない。私が小学校へ通った頃一番館しか ったのは、学校の

設備はど、こを取り 卜. げても家庭の設。11l よりも活かに良質であったこ

とである 。 きれいに1f，H玲がで、きていても、今は家!丘に取りつけてい

るトイレよりも ILI よのものが 11立つのだ。

これは公共胞設のJJ. ，J 介、気をつけなければならない ・lj:柄である 。

そういえば、! 択のトイレでも相l :ffi な設備のところで喫煙している人

の妥が 日に卜f く。 コンピューターをー クラス分、設;目するよりも、

Ｇ ｨＧ￭ 操教育を 考 えるならば ｬｬ ｾ 新式のトイレを学校に導入することが急

手先である 。 そオ ＱＮ Ｑ こよ って ＿ 中 交の ｉ ｾ 雑貨ならぬ ＧＳ 斗交の ｴ ｉ ｆＮ ｩ 売をなくさなけ

ればならない。

建築と社会 ・1998. 11 J  9  
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震災 調査 から感じたこと ¥趣味と建築 - 蒙刻一山

杉 山 茂

阪利! 大波災の後、被災地のマンシ ョンに居住する辿築学会 会

員を対象に、マンションの被'J i - と復旧に|刻する調査をさせて戴

いた 。 そこで、ｾ築関係の ＱＱ Ｚ Ｇｦｩ に Ｍｬｽｾ ［わる多くの方が竹 Ｚｈ ｉｬ 組合の

中心メンバーとして復11ニl活動にあた った、という話が印象に残

っている。復旧に当た っては多くの困日mやトラブルがあ ったが、

そのなかで是ｉＡ ｾ 誌の専門知識を布する居住者 一 は、管理組合にと っ

て頼りになる存在だ っ た 。 復旧工事を ＱＯ 民 Ｇｊｾ やり遂け｜居住者聞

のつながりが慌にな ったという話も幾つか聞かれた。一方、復

ＱＱ 二 ｼ 工・ ｊ ｾ の業者が凡っかりにくいなかで、コネを頼りに工 Ｇ ｊ Ｇￇ契約

を急いだ結果、 「よろしくや っているのではないかj と誤解を

捌き、後l床のYffi い結果にな ったという紗IJ もあ った。 そんな経験

から、区分所有マンシ ョンはもう御免だと話す人もいた。結 果

は機々だが、私はこのようなボランタリーな活動を相極的に許

制liした L 、。 自分の所属する企業などのキ|附i から陥れて JH門知 識

を生かすことは、 地域のため、自身のためということをこえて、

これからの社会 を変えていく大きな ) J になりうる 。今、注目さ

れている NPOやNGOの原点を彼らの活動に比た気がする。 また、

|孟分F斤有法の悠備 も必要だが、マンシ ョン符聞にと って、ボラ

ンタリーな活動とこれを支えるコミュニティが重要なことを強

制しておきた L 、。
大阪市立大学工学部建築学科助教綬

敬意、を感じて

梅 原 良 矢

挫築に興rJ ; j <を持ったのは、 出校時代にコルビ‘ ュジエを矢" った

からなのだが、学生時代の 4 年間はひたすら作品集を読んで、過

ごした。修士の 2 年聞は、ある人の助言 により、ライトの空間

桝成について研究し修士論文とした。実務に入 ってからは、 学

生時代から気にな っていた ミースに興味 を持ち、 今 1=1まできて

L 、る 。

今でも、 ｾＡｬ ｾｊ 忠誠に Ｓ 人の立ＮｬＡ築家それそ ご れからの距雌倍 、 を，Ｑ Ｑ 一り、

判断をすることが多々ある 。 この中でも ライトの研究に|刻して

は、そのJI否、十1:上、デ ィテール等からスター卜すると往々にし

て失敗するので注誌が必要に思える 。オーク パ ークの住宅から

ジョ ンソンワ ックス本社までの作品について、 !青iJ倉天心 「茶の

1 の老子の引用からの空間のとらえ方に拘 って、純粋に内部

空間のボリ ュームの桝成に絞って 2 年川分析を続けた。 その結

果、建築をその空間の梢成と光の導入の/i 法のみでイメージす

る訓練が身についたのか、これは独断なのだが、コルビ‘ュ ジエ

さえもライトとある点、に限 っては同ーのレベルで判断できるよ

うな気がしてる 。私にと って、 3 人の込I ! 築家がお互いに思考 |二

の峰棋中 ｉ ｬｊ を ， ｈ ， ｾ ｽ 戎しているのかもしれない 。 特にこの中でライト

の梢成力を身につけ、適切に分析できる能 ) J を持った人に対し

ては今でも敬意を感じてしまう 。 l s ( 倉建築研究所取締役

20 雄築と社会 ・1鈎 8"11

増田 繁治

人は必ずとい っていいほど自分に向いているi I ' ! ! . ; qJ ; j c を持ってい

るものである 。一般に佳築家の場合は多裂といわれていて、イ

メージとすれば、 美 fiI神音楽鍛立とい った芸術、文化的な雰凶

気が漂ってくるのであるが、ここでは、 墨の香りのする 「室長刻」

について述べてみたい。家安IJ とは、泌字 には五{ 本( 言葉、線、階、

行、草 Ｚ ｩ ｾｾ 体Ｉがあるが、そのうち、 一 番古い 言 奈 川 休Ｈ奈の始恒

常のH喜代に組められた，f?体) を石( 卵ii石より少し固めの石で '-1'

国産) に刻することから 「てんこく 」 と言 われている 。使川の

目的は、 ，l?画に iTP印する予定款印や冠'1

'

¥:11=11、鍛'11印があり、その

ほかにも Ｉ Ｑ Ｇ ，必 ｾｉ 伴 ＱＱ や住所印などがある 。 Ａｃｩ ｊ｜ 診そのものを作目 ｬ とし

て見せる展覧会 も、れj 也で開催されていて古道展と同絡に位世

づけられており、茨城県の7主河市には大正H寺代の石放を改修し

た築刻専門の美術館も造られている 。造形的なセンス、 言葉と

文字 についての知識と心↑ 15 を表現する家ー刻は、 "内l片7 くカか、ら美 を〉ボR  

める」点収

でで、ある 。 ところで、最近の建築には単に斬新なだけで無機関な

ものが多くな っているように感じるが、建築を生業とするおと

して、本米込I ! 築が持っていなければならない人間的な身近さや

暖かさを感じさせる、墨の香りと米、白の倣l、なバランスを表

現する築刻作品など、鍬11 されてはいかがであろう 。

兵庫県都市住宅部営絡謀長

京 ・散 策 “水琴窟"

浜崎 彰

現代社会の l喧騒の '1' で、私達はともすれば自然の音 に 局 制t(i

ける事を忘れてしま っているが、先日、伏見大柿家庭園( 持泌

庭Ｉの “ Ｊｾ手続Ｂの風流な音に、久しぶりに心が服された 。

ス トレス社会といわれている 今 |二l 、 「癒しの音」 が静かなブ

ームを呼んで、いるが、この水琴簡は江戸時代に考案された先人

の 音 遊びのま ＱＱ 恵で、 地 下 ｬＧ から響いてくる水滴の Ｈ ｾ［ｦｦ ｬ な 音 色は私

達に安らぎのH寺を与えてくれる 。水ヨヲヨ況の仕組みは、手水鉢や

つ<1也、

帥闘の排水先の下に、底に穴をあけた水裂を逆さにして土 '1-'に

Jlli 込み、 仁から流れ込んだ水摘が |勺こ溜った水面に落ちる Hキ、

ｾｾに反響する深く 潜 んだ音が容の音色とな っ て ｉ ｬ￭ｬ こえるという

もので、水を 利 用した音寺ｾｾｾ装置といえるだろう 。 現在京都には、

庭に水琴王立を耐えた寺が数カ所あるが、苔涼庭は個人の住宅庭

悶として 明治末期から大正初期1にかけて造られたもので比較的

新しいものだが、縁側手洗いの手本鉢と庭にある蹄蹴の 2 か所

に水琴館が設けられているのは全国でも珍し L 、。

いにしえの人々は、雨 Ｍ 風の 音 、 Ａ ニｬＺｾの 音 、せせらぎの 音 とい

った、自然の中の音 を身近に感じながら暮らしてきたが、それ

に加 えてこの水琴加の音 、鹿威しの昔 、風鈴の音 とい った先人

の考えた知恵の音 も見逃すことはできない。

清水建設大阪支盾設計部部長

建築の眼
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日 本 建 築 協 会 ・ 会 員 作 品 特 集

本年もこの企画を迎えました。会員の皆様のこの企画に対する熱きご支

援と深きごE艶草とに編集委員並びに事務局一向、厚く御礼申し上げます。

本年は台湾カ、らの応募作品もあり 、120年前の農家のアトリ工へのリノベ

ーシ ョン作品あり 、震災復興のシンボルでもある神戸三宮アーケード作

品あり 、子供の夢を誘う空間の再現や 、病 院 ・軽工場など 、かなり広い

分野からの応募を頂きました。 r熱 っぽさ j の中に、空間に対しての醒

めた「さわやかさと明るさ J を感じます。 ここにご紹介するそれぞれの

作品を通じまして 、会員の皆様の日頃の切礎琢磨ぶりに触れて頂き 、こ

れをもとにした会員相互間の意見交換と交流の輪とが大きく広が ってい

くことを心より祈 っております。更に 、これらの作品一つひとつにこめ

られている「社会への提言J について 、一般社会の各界の方々からもこ

意見を賜り 、交流を深めることを通じて、建築設計とし、う営為が大勢の人々

に分かり易く理解されていくことをあわせてお祈りしてやみません。

次回の企画においても 、会員の皆様からの意欲的な作品が多数応募され

ることを楽しみにお待ちしております。

編集委員長 輿謝野 久

企 画 作品作風小委員会

建築と社会 ・1998.11 21 
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親近性と温もり…

歌 一洋 :欽 -r下池袋研究所

_  Ir' .  
，. fl ，!  

a  

町民の生涯学習施設である。指名コ

ンべによる当選案であるが、その趣

旨は「ガリバ タウン高島を展開し

ていることからアイルランドのイメ

ージを出し. . .J 

私がアイルランドで感じたのは、人々

は他人との壁を持たない親しみ深さ 、

陽気さ 、心の温かさを持つ国民性、

緩やかな曲面を描き延々と続く緑の

丘、深奥な抽象世界が人々に生き続

けていることであ った。これらを考

慮し 、手の痕跡、ヒュ マンスケー

ル、柔らかな形、暖かな色彩、平面

計画など 、人の心の温もりの感じら

れる建物とした。また高島町のロケ

ーションに違和感のないように、抑

制した形態でかつ町のシンボルとな

ればと考えた。

さながら「回国に浮かぶコンサート

ホールj とい った様相であるが、遠

くからは大きく 存在感があり 、近づ

くと威圧感のない優しいスチ ルの

塗物にな っている。施設全体、ホ

ルの雰囲気、特に音響効果はプロに

も好評である。

(歌 一 洋)

- ガリバータウン高島

所 在 地 滋賀県高島郡高島町大字勝野670

施 工 八田ソ華村建設工事共同企業体

敷 地 面 積 7，732.49ni  

建築面積 2，608. 27ni  

延 床 面 積 3，884.61 ni 

f荷造規模 R C、一 部S 、4 F

鍛 工 1993年 9 月

撮 影 松 村 芳 治



階 段 ホ ー ル

外 髭 東 面

外に聞く

II I j 川治彦 liii 川治彦一悠築研究所

私はいつもどこかに「外J に開いて

いる空間を創ろうと考えてます。

それは街並みに対して表情を創った

り、インテリアの広がりを求めたり

する事にも繋がるのですが、開く事

で生まれる「内」と「外」とが交互

に織りなす情景には大きな魅力を感

じております。

この建物はカバンの制作工場で、や

やもすると各部が閉鎖的な表情を持

ち、空間も分断されがちなのですが、

内部を繋ぐ動線空間をまず街角に開

き、内部の各スペースをこの内なる

外部とでも言える空間に聞くことで

シークエンスのある全体を創り出せ

ないかと考えたものです。

(前川治彦)

.1社八尾工場

所 在 地 大 阪 府 八 尾 市 太 田 新 町

施 工オーセラ工務j苫

敷 地 面 積 1，307. 85ni  

建 築 面 積 473. 24ni  

延 床 面 積 812.42ni  

4構造規模 S 、2 F

竣 工 1995年 3 月

4量 影 賀 川 憲 男 ( K P工 房)

23 



正面全景

※ 半戸外階段から2踏家族室をみる 2踏 家 飯 室

24 

開放的な、そして閉鎖的な

阿久津友嗣 阿久i ' ll } X 嗣事務所

この住宅は、収納帯と名づけた“ モ

ノ" の居場所を先に決めてしまい、

残りが居住のための領域であるとい

う考え方によ ってつくられている。

そうすることによ って、居住部は収

納から開放されると同時に、耐力壁

を収納帯に負担させることができる

ようにな った分木造ら しい開放的な

プランとなり、充分な光や風を取り

込むことができる。そういう意味に

おいて開放的な住宅である。

この住宅は、壁画に取り付けられた

アルミルーバーと乳白色の波板とに

よって覆い固まれている。ちょうど

2 つの半戸外領域にサンドイ ツチさ

れた格好である。視線が直後外部に

至らないという点に置いては 、閉鎖

的な住宅である。

この住宅は、そのような両義性によ

って支えられる。

(阿久津友嗣)

- 箕面の住宅

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市

施 工 清 水 建 築 工 房

敷 地 面 積 90. 05rrl  

建 築 面 積 40.40rrl  

延 床 面 積 107. 31  rrl 

構 造 規 模 W 、3F

鐙 工 1997年 9 月

IRl 影 宮 田 昌 彦 ( 証印は阿久i殺歯車輯所揮監)



母 屋 と 納 屋 に は さ ま れ た 切 り 通 し の ア プ ロ ー テ

納屋ヵ、らうし 小 屋 を介して 中 庭 を 見 る お く ど さ ん

新たに時を刻みはじめる

高 砂 ￏｅ 弘尚砂 悠築 Ｇｉｾ 務 所

この農家は明治23年に塗てられ約

120年の歴史をもっ。周囲にも古い

農家が点在し、美しい集落力汚支って

いる。敷地には母屋と納屋、そして

離れが庭を挟んである。そのうち納

屋と母屋の東側l半分をアトリエに再

生した。

納屋

「うし小屋j を改修した打合せ室と

階段からなる籍を入れ子にし、その

上を資料室にしている。

母屋

「おくどさんj 家の中で大切な場所

とされてきた。そこに設計室を設け

た。天井も高く、その中にある「ず

し2 階j が空間を豊かなものしてい

る。

「みそ小屋j は素材を発醇して昧噌

や漬物をつくる。考えを発展または

変化されるに相応しい場所と考えて

作業室とした。

中庭

それぞれの室は中庭を中心に配した。

当然、どこに行くにもその脇を通る

ことになる。中庭には手水鉢を設け、

水と音、光と風が空間をつなぐ仕掛

けとした。

再生にあた って は、傾いた架構を無

理に立て直そうとはせず、さらなる

進行を防ぐことにした。また素材は

長い年月に培われて仕上げられた昧

わいを生かすよう心掛けた。

(高砂正弘)

- 農家のアトリ 工

所 在 地 大 阪 府 茨 木 市 中 穂1

施 工 相 互 住 宅

敷地面積 4 9 4 m 

建築面積 2 5 9 m 

延床面積 2 7 8 m 

t荷造規模 W 、2 F

竣 工 1997年 9 月

j量 影松村芳; 台

25 



西 の 丘 陵 地 を 背 後 に し た 夕 暮 れ 時

( 南 東 面 に ) 窓 越山 を望む 鍵 は 吉 野 川 が 流 れ ている

26 

大地に暮5す空間

新居! ! 日和&ヴァサンテイ 新府建築研究所

食 を 介 し て 楽 し む 2階 広 間

敷地は、四国山地と阿賛山地の聞を

流れる大河吉野川の中流減の田園地

帯にある。敷地から南東方向に信仰

の山「高越山j を望むことができる。

吉野川中流域一帯を見守るかのよう

に存在し 、地元では昔から「おこう

つあん」と呼! ; f れ慕われてきた山で

ある。西には 、阿賛山地の麓から緑

豊かな木立が連なる丘陵地が横たわ

っている。

このような地理的特質を顕在化した

居住空間をいかにっくりえるか、そ

の映し出された空間は地域づくりの

意識に作用しないだろうかという想

いが建築のテー マとな った。過疎化

する町にも否応なく開発の波は寄せ

ており、地域のあり方がも っと問わ

れることに なるだろう 。山や谷、川

や田畑、林という地勢や自然の営み

の聞系を、建築を介して想忍させる。

シンプルでかつ多彩な内部空間を外

吉| 控間と絡ませながら出拶潤寛へと、

意識の領域を広げる関係を情築する

ことを試みた。高性能な合併浄化槽

は水循環システムとして位置づけ、

住居と水との関わりを視覚的に表現

した。i争化された家庭対t J <や雨水は、

アプローチを導くせせらぎとなり 、

通学路のそばの水生植物を青みなが

ら、自然に帰っていく 。

(新居照和)

- 脇町の家

所 在 地 徳 島 県 美 馬 郡 脇町 字 拝 原

施 工 ア ス マ建設

敷地面積 412. 00rrl  

連 築 面 積 8 7.91  rrl 

延 床 面 積 153. 75rrl  

術 造 規 模 W 、 2F

竣 工 1997年 12月



食堂から中央階段と 2階ブ 1) .. / ジを見る

人と自然の出会いを誘発する

村重保則 村屯制! 朴現代悠築設;n'll 務所

区画整理中の平坦な敷地に 、両親 ・

若夫婦 ・子供の 3棟で構成された専

用住宅である。古くからの家屋も数

多く残るこの地域のなかで、透明性

をコンセプ卜とする異質なガラスの

家は外部空間と内部空間の融合、人

間と自然の出会いを有機的に誘発す

ることを具現化している。又、浮床

にすることで設備メンテナンスを容

易にし 、バリアフリーにも配慮して

いる。

(村 童 保 則)

- 多田の家

所 在 地 山 口 県 岩 国 市 大 字 多 国

538，539，540-1，540-2，541，542，545 

施 工 中 国 建 設

敷地面積 1，553. 84ni  

建築面積 420.25ni  

延床面積 510. 53ni  

構 造 規 模 S 、一 部R C、2F

竣 工 1997年 9 月

撮 影 磯 谷 写 真 事 務 所

27 



夜景全景一生田筋側よりのぞむ

フラワーロード ・ゲートモニュメント 開 閉 屋 恨 夜 空 に 浮 か ぷ ウ ィ ン ゲ

28 

飛朔一震災復興かう未来ヘ

大野泰史+ 柴田作 I(AJI MA DESIGN K ANS Al  

当プロジェクトは阪神大震災を機に

復興事業として街づくりを行ったも

のである。震災から復興に向けては

ばたくイメージを具現化しており、

軽やかに重なりながら連続するシェ

ルタ ーは変化とリズムを生みだし、

そよ風と太陽光が降りそそく 。街を

重層する物語の舞台ととらえ、過去

の歴史を埋め込み、未来への物語を

準備することが構想のテーマ であ っ

た。演出装置としては「港の風J . r時

の風」 ・「宇宙の風j のテーマをも

っモニュメン卜や過去から未来への

ストーリーを埋め込んだメ ッセージ

ピクチュア、テフロン膜によるは l正

たく機備のシェルタ一、環境音楽、

ｒｇｂ ｾ 哲明などさまざまなしつらえ

を行った。震災を機に生まれ変わ っ

た三宮センター街。この街を舞台に

人々が集い、出逢い、新しい歴史が

また重な っていくことだろう 。

(大野泰史 ・柴 田 作)

- 神戸三宮センター街

1丁目復興街づくり

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 三 宮 町 1 丁目

施 工 鹿 島 建 設 関 西 支 庄

敷 地 面 積 3 ，0 74. 66rri  

建 築 面 積 3，074.66rri  

延 床 面 積 3 ，074. 66rri  

構 造 規 模 S 、1 F

軒 ｾ＠ 百 1 18. 05m 

幅 11 .0 0 m 

全 長 28 2.10m

竣 工 1998年3 月

影 福 漆 昭 事E



デレーチンデと ア ル ミパイ プによる河原町通り姐117 ァサ ー ド

新しい風景を創る

吉村篤ー 吉村総ー+ 建築環境研究所

京都のメインストリートの一つであ

る河原町通りの、丸太町と二条のほ

ぼなかほどにある j苫舗付共同住宅で

ある。 1階はコンビニエンスストア、

2 階はオーナーである河道屋俸松庵

分応の庖舗、 3階- 6 階はワンルー

ムの貸室とな っている。

通りに面するフ ァサードは 、京都の

町並みを繕成している 2 踏の軒線を

守りながら、アルミパイプなどを用

いてそぱ屋さんのイメ ジをそこな

わないようにした。 3階から上のバ

ルコニーにはグレーチングを使用し、

スダレが掛か ったようなイメージと

することにより 、京都の幹線道路の

新しい風景を形成できると考えた。

庖舗の内部は自然素材を多用するこ

とにより 、いわゆる和風ではなく 、

新しい感覚でしかも“ 和" の雰囲気

を感じながら 、気持ち良く飲食でき

る空間を提案している。

(吉村篤ー・奈良女子大学教綬)

- コートドール大槻

所在地京都市中京区河原町通

竹 屋 町 下 J レ指物町

施 工 ミ ラ ノ 工 務 庖

敷 地 面 積 16 7.1 5 m 

建 築 面 積 13 3.7 7 m 

延 床 面 積 797.2 9 m 

備造規模 R C、6F

銭 工 1998年2 月

j量 影 玉城俊男 (フォトアクティブ )
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北束力、ら 外 観

たた みの間 ' 3階 ダイニ ンデ ・リビ ンヴ ・2踏

30 

光と風のすまい

|同 善久 |制 持 久 建 築 設iil' lf務所

大阪市中心部、南面に大きなビルと

密集した街並みの一角に位置する住

宅である。

外観は、コンクリー卜打放しに木を

組み合わせ、落ち着きのある柔らか

い表情を表現した。

1階は駐車場、2階はリビンク・タ

イニンク・水廻り 、 3 階はたたみの

間・板の間、4 階は寝室・ウォーキ

ンククローゼ ッ 卜とした単純な積層

P凶 Nである。

リビング ・ダイニングは 、 トップラ

イトから洩れる光が心地良さをつく

り出す。また 3階は 、大きなガラス

スクリーンが内音腔間目倍腔問 (デ

ッキ) を一体とし 、開放感のあるゆ

ったりとした「問J と広がりを感じ

させる。

心地良い光に包まれることによ って、

日常の騒均しさを忘れさせる ・心痛

せる空間を創り出すことができた。

(岡崎善久)

圃天神橋の家

所 在 地 大 阪 市 天 神 橋 1 丁目 18-11

施 工 清 水 工 務 底

敷 地 面積 59.5 5 m 

建築 面 積 47.1 3 m 

延床面積 158.76ni  

( うち 駐 車 場37.6 4 m)

4荷造規模 RC、4 F

竣 工 1997年 12月

影 松 村芳;台



由公園所見の正面

充満緑意の半地下式OP E N S P A C E  

半地下式都市空間の一瞥

唐真真 ).'f !' ur

本圃書館座落於台中市街直健康公圏内、

係 属 社 匡 多 織 能 之 盤 築 物 、主 要 功 能

包括集音堂、老人娯紫活動室、阻害室、

書 庫 友 社 匡 活 動 教 室。

在 平 面 配 置 上 、 話 額 及 興 公 園 環 境 之

相融合、並考量地下室集曾堂之採光、

通 風 及 人i朝 的 疏 散 、 在 建 築 物 興 公 園

街接之西側、言宣言十了ー底下沢庭園、

利 用 階 段 式 花 台 的 嬰 化 及 緑 化 、t世加

庭園之趣味性、，成低; 世土糟之座迫感、

話 此 下 況 式 開 放 庭 園 廉 場 、 並 可 将 地

下 室 築 審 堂 的 空 間 延 伸 至 戸 外 、 増 加

空 間 之 賓 用 性 浸 繁 化 性、此 動 線 並

乗 具 避 難 疏 散 之 功 能。

建物主入口面向公園、手I j 周返総門廊

及 紅 色 採 光 天 棚 来 突 願 友 引 導 入 口 的

意象。

西 側l出 挑 的 観 景 陽 台 、 除7 可 一 覧 公

園 景 色 、 並 可i成 低 西 晒 、 陽 台 下 側 関

ー 縫 隙 並 可 増 加 針 流 通 風 的 数 果 、 以

遠 到 節 約 能 源 的 効 果。

(唐

ホール、老人娯楽活動室、図書室、寄庫、

地区活動教室等、地区の多機能埠築物。公

園の現E寛に溶吋込むこと、地下ホールの保光

通風および人の動線に配慮。建物は公園の

酋側に隣接。設計に際し 、庭園の1ヶ所を半

地下に。そこに、階段式花壇、緑を取り入れ、

庭園としての楽しさを加え 、コンヲリート

壁の圧迫感を低減した 3

半地下式の開放された庭園広場は 、地下ホ

ール空間を戸外へ延伸。空間に実用性と変

化を与え 、動線、避雌離散の上からも有効

である 。遺物の主入口は公園に面し 、奥ま

った房付近と赤い採光天窓とが入口を目立

たせるシンボルに。

西側の見晴らしバルコニーは 、公園を一望

で曹 、西日を減じることができる。バルコ

ニー下部のスリ ットカ吐、古車通風対燥を増加し、

全体として省エネルギー効果を実現する。

{十 倉 般 ・ 編 集 委 員 訳)

- 台中市南匡園書館

所 在 地 台 湾 台 中 市 南 軍 健 康 公 園

施 工 健 華 轡 造 有 限 公 司

敷 地 面 積 6 2，362. 00m 

建 築 面 積 483. 38m 

延 床 面 積 2，5 21. 84m 

構 造 規 模 R C、4 F、B 1F

媛 工 1995年 1 月

織 影 唐 真 真

3J  
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生活を包み込む景色をつくる

問中啓文 111'1' 磁文総合建築研究所

豊中市在住の被災者のために建てら

れた、 f昔上公共賃貸住宅である 。

5 0 mの長い敷地がつくる景色が、

単調にならぬ様各住戸に凹凸をつけ、

陰影を生み出した。限られた条件の

中、住まいと街の中間領域であるバ

ルコニー を低層部は建物の輪郭を形

づくるフレームとして扱い、最上階

は連続する縦ラインのスチール手摺

で軽快に構成している。

ささやかなこの建物が、被災した住

み手の自身の心の支えとなる様、願

っている。

(田中啓文)

. Habi t at' 97 

所 在 地 盤 中 市 北 桜 塚 2 丁目 2- 8

施 工 藤 木 工 務 庖

敷地面積 737. 8m 

建築面積 441. 2m 

延床面積 1，251. 7川

崎 造 規 模 R C、3 F

鐙 ヱ 1997年 12月

渇 影 中 島 崇 夫



外 観 全 景

オヒ{削テラ ス を見る

南 側 全 景

風をつかむ

森村政悦 食事 ｦ 政悦悠築 設 訓 Ｇ ｊｾ 務 所

この建物は、京都府南部、京国辺市

に位置し 、郊外型サービスショ ップ

新設の点在する環境の中で、 ，I培コ

ンビニエ ンスストアを中心に計画さ

れた。

通称郊外型コンビニと呼ばれる全て

は、現在の合理怯掛士会が生んだ、

最 も汎用性のあるスーパーマーケ y

卜であり 、アメリカンナイズされた

周辺環境をどのように捉えるかが鍵

であると考えられた。

1階と 2 階にズレを持たせて重なり

合うこの建物は 1 階R C墜構造を 、

2 階にはS造で備成され、それぞれ

の比重の重な った階層は軽快な浮遊

感と加速度をもたらすと共に、この

平板化した環境に亀裂を入れようと

試みた。

(森村政悦)

. SKY- SHIP 

所 在 地 京 都 府 京 田 辺 市 興 戸 若 宮16-1

施 工 固 定 工 務 庖

敷地面積 465.80rrl  

建 築面積 176.42 rrl 

延床面積 2 75.13rrl  

構 造 規 模 S 、一部R C 、2F

綬 工 1997年 12月

111 影 和j軍一幸
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3階 →4階 住 宅 部 階 段

3階 和 室 E量 銭 外 観
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時の流れを風景に埋めこむ

上谷重男 U悠集合pl 時

屋 外 階 段

今 回 の 設 計 は 昭 和47年頃の石油シ

ョック時に、設計した建築への地築

であ る。当時、工事を始めた頃は二

人の子供さんは小学生で、現場に来

る度に、当時のT V人気番組の仮面

ライダーごっこをして遊んでいた姿

を思いだす。 その二人が共に医師に

なり、お父様と三人で、この地で高

齢化社会における地域医療に携わる

j夫心をされ、その拠点作りの為の増

築工事である。

当時の周辺写真を眺めながら、思い

起しでも、この長居商I苫街周辺には

時聞がゆ ったりと流れ、今だ、大阪

の持っている良い意昧での庶民的な

雰囲気を町並は色こく残している。

このような風景の中で旧建築に対し

て、異質な打放しの細長いコンクリ

ート B OX をジョイン卜する事でI世

域時間苔積の表現をめざし 、20数

年間の時間ギ ャップを極だたせる事

で、地域の人々にこの建築を意識さ

せる事を意図すると同時に、こうし

て再ひ.設計の機会を得た事への私の

喜びを表現した。

(上谷重男)

- 北協クリニック( 増築)

所 在 地 大 阪 市 住 吉 区 長 居2- 9・2 5

施 工 岩 鶴 工 務 庖

敷 地 面 積 585.40ni  

建築面積 340.41  ni 

延 床 面 積 959. 08ni  

4構造規模 R C 、4 F

竣 工 1997年 7 月

織 票ｾ u建築企画室



居 間 よ りうf イニ ンゲキ y チンを見る

自然を楽しむ

塚口明洋 以I 11m 下悠築研究前

敷地は、もと屋敷があ ったところを

6 つの宅地に分割 したその 1 つであ

る。敷地は 、北側道路であるが、奥

の宅地のための回転用スペースが東

北の角に取られており 、さらに東側、

南側lにも不整形な敷地形状にな って

いた。今回の平面計画ではそれらの

形状をそのまま受け入れることから

始めた。

敷地は 、北側に箕面の山を望むこと

ができることから 、( 幸いにもこの

宅地への進入路にあたるため住宅に

眺望をさえぎられる心配がなか っ

た。) 大きな関口をもっ、ダイニン

クキ ッチンを配置し 、その上部を屋

上テラスとした。東側は 3 mほど下

がって隣家の庭があり 、大きなカエ

デの木があることから 、キッチンの

流し前に天井までの窓を設け、新緑

から紅葉までを楽しめるようにした。

また南側にも隣家の大きな庭がなだ

らかな斜面で 5 mほど下がっていく

ため、その縁を楽しむために 1階に

居間、2 階に個室群を設けた。

(縁口明洋、西川博美)

- 箕面の家

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市 箕 面8-3- 44

施 工 昭 和 工 務 庖

敷地面積 154. 56rrl  

建築面積 78. 64rrl  

延床面積 132.91 rrl 

4荷造規模 W 、2 F

竣 工 1997年 3 月

場 影 納 村 達 夫
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" 内なる自然" を求めて…

柴木康次 鈴木版次悠築・ ｬｾ 務所

2儲子供室より吹抜の光庭を見る

1陪食事室より居間起しの光庭を見る ヒメ シャ ラの成長を待つ正面外観

36 

肩が触れ合うように建つ、都会の住

宅地“ 敷地2 3坪" が、ひとつの家

族に提供された。

自閉的な空間の“ 内なる自然" を求

めて、 三膚吹抜の光庭を提案。プラ

ンは、即座に受け容れられた。

結果、光庭に面した階段や直行する

居間などの諸室は 、視点の変化や拡

がりと共に、独自の空間を得たよう

に思われる。

“ 都市型三層住宅" 中間層に居間 ・

食事室を配し、動線の効率化と将来

対応に重点、を置いたプランとした。

二年を経過 した現在、食事室や居間

の既存家具も、独自にデザインした

いと綴っている。

(量産木康次)

区
内

ロ

ス

回

ウ

世

ハ

都

一

京

ダ

東

シ

畑

地

工

透

一

柑

在

.

所

施

敷 地 面 積 77.44 m  

建 築 面 積 46. 35m 

延 床面 積 135.34 m  

4荷造 規 模 R C:B1 F、W :2F

竣 工 1996年 8 月

1畳 影 鍵 木 康 次 イ也



正 面 フ ァ サ ー ド

サンヲンガーデンとレストラン

地域固有のモードを再生

笹木 篤 述築. / l l I m設泊インタースタテeイオ

軽井沢周辺には旧中山道沿の宿場町

が多く在り 、緩勾配の切妻型大屋根

というスタイルは一般民家の中に今

でも生きている。ときろが軽井沢は

別荘建築や疑洋風建築の町という観

念が先行し 、この町の景観を混乱に

陥れている。土地本来の固有モード

を再考し、迷走する町の景観形式の

1つの指標を提示するのが、この設

計の主旨であ った。

サンクンガーデンを中心に、コの字

型に客室を配している。両翼は避難

用フリ ッジで繋がれ、これが中庭を

道路から隔てる結果をなしている。

客室 ・廊下からは、中庭やブリ ッジ

越しに浅間山の噴煙を望む。主屋は

緩勾配の切妻大屋根とし、両認は設

備樹皮の目隠しの為、半透明ガラス

スクリーンをたて 、夜には全体が照

明装置となる。

(笹 木 篤)

- 軽井沢のホテル

P!T 在 1也 長野県比佐久郡軽井沢町大字

軽井沢字中谷地1178- 1135

施 工 松 井 建 設

敷地面積 768.7 3 m 

建築面積 531 .5 6 m 

延床面積 1.529.9 5 m 

4構造規模 R C、3 F 、B1 F

竣 工 1997年 12月

渇 影 多比 良 誠
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通学路に面したフ ァサ ー ド

2階 住 戸 内 部

38 

形態と色彩を組合せる

池 上 明 ェーアイ アーキテクト スタジオ

阪急豊中駅より徒歩数分の既成住宅

地の中に位置する 3戸の小さな賃貸

共同住宅である。建物の偶成は幽面

の屋根を持つ 2 つのマスによ って形

成される。この 2 つのマスはくちな

し色とクレーにそれぞれ塗装され、

ズレを生じて配置されている。さら

に、ピロティーを支える柱や玄関ド

アにはアクセントカラーを使い、こ

の形態と色彩の組合せを視覚的によ

り強調し、軽さを表現している。駅

前へ向かう生活道路であり 、子供た

ちの通学路である通りに対して 、有

機的で親しみやすく、視覚的な広が

りをもっフ 7 サードを構成している。

また、内部空間でも形態のスレをい

かして 、高窓を配置し、壁面の色彩

の変化とともに広がりのある明るい

空間を形成している。

(池 上 明)

- ユーハウス

所 在 地 豊 中 市 本 町 5 丁目 12

施 工 松 本 工 務 庖

敷 地 面 積 161. 68m 

建 築 面 積 105. 57m 

延 床 面 積 202.40 m  

4荷造規模 S 、2F

竣 工 1998年 8 月

樋 影 平 井 美 行



2踏の回廊カ、ら西側のパティオを望む

東側lのパティオを盤む

多面体の集積

岸 ー アトリエJ I G S A W

静岡県の西、湖西市に立地する 『ア

ルカミーノ j は普通の商業施設では

なく、地元密着型の個庖がこれから

の生き残り策として共同で事業をす

るという、集落的発想より誕生した

集積施設である。

全周道路と公園に隣接し 、小高い山

を抱く敷地である為あらゆる方向に

正面性を持つフ ァサードデザインが

要求され、また嫌々な業種の集まり

であるので時間や空間の変化に伴う

人々の動きを考慮し、 『自由にそし

て安全に楽しく見て回れるj ように、

円でもなく四角でもない多面体建築

の面白さを取り入れ、回避性を持た

せて設計している。また建築そのも

のが 『アルカミーノ j の看板の役割

を果たし、夜は屋上のテント型照明

が常夜灯として演出をしている。

(岸 一)

- 商業集積B霞支「アル力ミーノ」

所 在 地 静 岡 県 湖 西 市 駕 津3387

施 工 丸 北 建設

敷地面積 1，886.67rri  

建築面積 783. 68rri  

延床面積 1，271 .5 4 m 

4荷ii 主主見+莫 R C、2 F

竣 工 1997年 10月

111 影 加 斗 タ カ オ
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竹格子戸を引き込町ぱ中庭に通ずる進が開放される

中庭ステージ

40 

開閉の作法

久保清一 アルキービ総合計画事務所

「清見台の家J は夫婦と子供ふたり

のための住宅である。敷地は大阪南

部、河内長野の丘陵を切り開いた分

譲地に位置する。北恨11角地、道路高

低差 2 m、壁面後退制限などの敷地

条件をクリアするために中庭 (ライ

トコート ) L字型プランが採用され

ト ー

，ｾ 。

中庭ステージは、リピンクダイニン

グや離れ形式の和室空間を一体化す

るだけでなく 、角地の緑化によ って

出現したオープンなアプローチ階段

を経路として北側l公道に連絡してい

る 。 いわゆる ｉｾ ブリ ッ クステージと

して活用可能になる。閉じる要素と

してのプライバシーや安全性を充分

確保しながら 、いかに住み手個々の

活動に照合した自由な空間を開放で

きるかがテーマである。

(久保清一)

- 清見台の家一装冠の建築XrI

所 在 地 大 阪 府 河 内 長 野 市

施 工 隅 田 建設

敷地面積 212. 22rri  

建築面積 8 2.40rri  

延床面積 164.42rri  

摘 造 規 模 W 、一部R C、2F 、B1 F

竣 工 1995年 6 月

;量 影 絹 巻 盤



再 越 の 新 生 活 創 造 と な っ か し さ を 呼 ぴ お こ す 外 観

豊かなコミ ュニテ ィ施綾へ の 導 入 工 ン ト ラ ン ス 部 見 上 げ

助け合い・支え合いを表現する

瀬戸本 淳 瀬戸本浮建築研究室

理不尽には屈しない再建の団結力、

精神的な結合の向心的核がテーマ。

まとめ役の人々の内に秘められた理

性と平衡感、 円満無欠な人情昧がこ

の事業の成功のカキ' だった。

大小老少一律平等にひとつの大きな

家族として住まうためのシステムと

近隣の人々との和のスペースの設定

が議論の中心となる。大きな茶室、

集会室、井戸端会議のできるエント

ランスホールのベンチ、各階エ レベ

ーター前のベンチ、リングベンチ広

場、ギャラリ 等を楽しみの場と設

定。各戸の自由なプランによる住ま

うかたちを中I[) にととのえていった。

国道 2号線に面するこの地域の歴史

性をふまえながら、大門的な堅固性

を象徴するエントランスアーチ、蝶

が舞うさまを表現した 2 つの庇と厚

い墜との「対比と調和J 、地元に親

しまれている御影公会堂のモチーフ

にも似た 「鎮魂の行燈としての光る

t蓄j などを構成要素として 、花や緑

に固まれた稿i ¥' 生活の追求を図った。

(瀬 戸 本 淳)

. 工ナ御影 ( 80戸の再建)

所 宅 地 神 戸 市 東 灘 区 御 影 中 町5-1- 2

施 工 熊 谷 組 神 戸 支 底

敷 地 面 積 1，721 肘

建 築 面 積 1，0 7 7 m 

延 床 面 積 6，7 9 7 m 

構造規模 S R C、10F、B1 F

立圭 エ 1997年 12月

4最 影 江 原 貴 志
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現代和風コートハウス

志村公夫 ，ぷ 村池 袋 ｴ 制 Ｇ ｊ ｾ 務所

タm

敷地は広島市の西部で、市内と遠く の棟領をはじめとする伝統工法の技

瀬戸内海まで見渡せる高台にある。 術者によ って、見事に竣工し 、10

敷地は東西に長く 、西側に自社の研 年経過し 、益々風格が出てきた。

修施設、東isIJ に住宅、聞に門を配置 (志村公夫)

した。住宅の西{目指E分は木造で玄関、

立礼の応接室、広間の茶室として使

用できるこ間続きの和室で公的な接

客スペースとした。住宅の各室は趣

の異なる庭に面す るコー トハウスと

して計函 した。インテ リアと一体に

設計した空調設備を備えているが、

通風と採光が十分得られる間取りと

した。屋根は一文字瓦の寄せ棟で二

階部分を最小限にし庭木と一体に鐙

えめな外観となるよう工夫した。二 国大野邸

階建ての研修棟は隣地に対し門から 所 在 地 広 島 市 西 区 三 滝 本 町 2 丁目

玄関までの目隠しを兼ねる。門や利
施 工藤木工務庖倉敷支庖

室部分は伝統建築から学んだ構成を
敷地面積 843.76ni  

ふまえながら 、現代の和風の表現を

建築面積 356.80ni  

試みた。主に木割の寸法を視覚的に

延床面積 600.75ni  

変えてみた。杉や繕等の材料にこだ

4荷造規模 RC +W 、B1F 、2F

わり時間をかけ、地元の部谷工務庖

竣 エ 1989年 5 月

I1 影 ( 有 ) 字 和 写真 井 尻 雅 之

玄関・ホール
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ーの聞から庭を見る . 1問 毎 に 栓 が 湿 っ

東南から寄ｾ棟をみる

書 院 大 玄 関 ア プ ロ ー チ 、左 が 立 札 席

日本の心を伝える

i率 良雄 アトリエサワ

小倉城の足下の勝山公園は、江戸末

期まで藩主小笠原氏の下屋敷であ っ

た。 17世紀初頭、外織の細川氏は

熊本に、譜代の小笠原氏が小倉に入

った その頃に紫川河口に位置する

潮入の庭は築庭された

計画に先立ち敷地全域の浬蔵文化財

調査が実施され、廻遊式庭園に潜水

矯、木橋、土橋、総能力ず復元された

池を中心に小倉械の見え方を重視し

て各様を配置した 隣接する 15階

建の市庁舎と小倉械天守悶からの鳥

磁を意識して屋被伏を整え 、池に張

出した懸造により軽やかな浮遊感を

意図した。

関西の妓術者を主とし 、地場の業者

が学ぷ、伝統妓術の継承と上方の技

術を地方に伝播する体制で施工され

日

~。

廻遊式庭園を尊重する言十函、伝統技

術を継5託する施工、日本の心を体験

する来館者、先人の築いた空間感覚

を受け継ぐ場としての小倉級庭園小

笠原会館である。

(還 良 雄)

- 小倉城庭園小笠原会館

所 在 地 北 九 州 市 小 倉 北 区 域 内

施 工 書 院 棟 鰐 谷 組 、 展 示 棟 ヒ ヤ ム ヲ

敷 地 面 積 10.573.05ni  

建 築 面 積 書 院 棟 515. 15ni

展 示 棟 626. 10ni

延 床 面 積 瞥 院 抑 455.48ni

展 示 棟 629. 54肘

4揖造規模 型書院棟 W 、展 示 棟 R C + W

竣 工 1998年 5 月

j畳 影 漫 良 雄
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ちくま新書161

日本の名建築をあるく

一雰囲気の美学一

相川 i告 著

80選書233

ふれあい空間のデサ"イン

清 水 忠 男 著
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街づくりの変革

一生活都市計画へ

蓑 原 敬 著

踏みはすす美術史

一私がモナ・リザになったわけー

森 村 泰 畠 著

回

O

O
穴

筑摩書房

1998. 6.20干1)

新審判 218頁

鹿島出版会

1998.6. 10干1)

四六判 212頁

学芸出版社

1998. 6. 25干1)

A5判 288頁

講談社現代新書

1998.5.20干1)

新審判 248頁

ω

↓》↓一

O

Z

本体 660円本 体 1，800円本体 2，800円

さ売台

本体 680円

• 

ルネサンス建築論の専門家による 、

日本古建築への案内書。厳島神社、

法隆寺 、東大寺 、平等院鳳恩堂 、

二条城 、妙喜庵茶室待庵 、桂離宮

古書院 ..。名建築の数々を実際に

訪れ 、そこに立 って初めて感じる

場の雰囲気を拠り所に 、著者の感

じたままが語られてゆく 。光や風、

人の気配の生み出す効果に感じ 、

史実を織り交ぜ往時の様子に思い

を馳せ 、工匠の精巧な技術や摘造

的解決の見事さに素直に驚く著者

の語り 口は臨場感にあふ れ、場の

雰囲気に身を置くその興奮がよく

伝わ ってくる 。専門分野である 西

洋建築理論はあえて脇に置き 、日

本建築の個性を際立たせるために

対比的に用いられるに過ぎない。

ともかく行 ってみなければ始まら

ない 、そんな気にさせられる 1冊

である 。 (8 .T )

普段 、私達は 、積極的に「ふれあ

い」を求めることはしない。ただ、

ひとたびこの本のように 、ふれあ

いを面とむか つて問いかけられる

と、それがもたらす様々な情景を

私達は 、とても幸せな感覚をも っ

て思い起こすことができる 。 それ

は、世代をこえて 、立場をこえて

みんなに共通する感覚であろうと

思う 。 そして 、それがとても重要

な要素であることを思い出すので

ある 。筆者は 、ふれあいの背景と

なる空間を 、現実 ・空想入りまじ

えながら考察 する。東京 ・原宿の

キャ ッ トス トリート 、台湾の騎楼

空間 、 ヒッチコックの「裏窓」 、

なぜだかは分からないが 、現実に

成功 している空間は 、その場を知

らなくても文章から伝わ ってくる 。

私達の中にあるとても明るい気持

ちが呼び起こされるのである 。ハ

ッピーエンドの映画を見た後のよ

うな本である 。 (H T)

「街j はなくなります。 ["街J は

要りますか 。 そんな問いかけに始

まり 、著者が携 った数々のプ ロジ

ェク卜を通して 、今 日までの都市

計画や住宅政策上の問題を捉え直

し、成長経済期の経済振興を 目的

と した行政主導型都市計画では 、

現代社会にふさわしい都市空間は

つくれないと指摘する 。確かに 、

成熟期を迎え 、高度情報化社会に

移行しつつある現在 、自己表現の

場を求めてさまよう個人が増え 、

新しい地域社会像に対する欲求は

高ま っているようだ 。 しかし 、暖

昧な「街づくり」に 、 しかも新し

い地域社会像の創造にどう取り組

んでいけばよいのか。著者は 、地

域が考え 、計函し 、決定し 、維持

更新する意志と実践こそが、 「街

づくり J という言葉に込められた

社会的概念に呼応し 、本来の意味

での都市計画一生活都市計画を可

能にする道ではないかと訴える 。

過去の講演や論文を 、タイムリー

なテーマごとに整理され 、様々な

手法 、提案 、試行錯誤を展開し な

が ら、 街づくりにかかわる幅広い

人々に読みやすく編集されている

のも魅力的な 一冊である 。 (Y . O)

著者の最近の活動については先 日

京都で開かれた「空装美術館J と

いう展覧会で 自にされた方も多い

と思う 。本書では 、既存のオリジ

ナルを下敷きにする彼の美術への

アプ ローチを「美術の極意」とし

て語ることで 、広〈美術に対する

視点を変え 、いかにして晃て考え

るものから 、触れて感じるものに

するかを言見いている 。

「モナ・リザ J になる過程では 、

極意の実践すべく試行錯誤を重ね

るうちやがて作品が新たな オ リジ

ナリティーを獲得し 、いわ ゆるア

ー トになる才革がよ くわかる 。

どんな 対象も特別扱いしないで、

柔軟に 見方を変えながら自分の側

に引き寄せ発展させる姿勢には 、

単に美術にとどまらない「極意J

が感じられる 。 [ " 似ている j とい

う価値観で世界全体が「柔らかく j

つながる社会をイメ ージする筆者

の活動は 、我々が思い込んでいる

美術史の枠を超えてはいるものの、

決して踏みはずしてはいないので

ある 。 (A .K )

担当 ・会員企画小委員会/ 大谷由紀子 ・川崎敦子 ・高岡伸一・ 辻川ひとみ

i量築と社会 ・1998.1144 



京都市都心再生・南部創造まちづくりプラン

( 職住 共 存 地 区 ・高 度 集 積 地 区 整 備 ガイドプ ラン)

深井敦夫

京都市都市計画局都市企画部都市づくりj佳進課担当課長

335 

法

令

コ

ー

ナ

ー

-・ーー』

〈高度集積地区〉整備誘導後の油小路通周辺の容積イメージ

文化を有する都心や伏見との近按性をも活用しつつ、ｾｙｩ ｬｬ￬ｉ ｊ ｻｦ緩和し

実験的な手法も採り入れることによって、来Ir い、京都を創造し、高

度な者 ＱＱ 市機能力 ｦ 期 Ｑｾ されるよう氏 Ｑｭ 活力を誘導していく、「元気な未

来ぞひらく新京都 ・フロントシティのれ11造」をテーマにまちづくり

に耳足り剥 lむこと t している 。

こうした阿 ｴ ｬＡＡＮ区の ｴ ｾ ｊｾ 性を浮き彫りにすることによ っ て、同地区が

相互に京都都市圏の個性的な中核とな って連携関係を形づくるとと

もに、まちづくりにあた っては、住民 ・企 業 ・行政の:&J 努力 f必婆で

あることから、パート ナーシップ型のまちづくりを基本的な考え方

として進めていく こととしている 。

このガイドプランにおいては、このような考え方に立っ て、両地

区のまちづくりの基本的方向を仰向削ヒするため、引状と説リ垣、可能

性を断まえ、将来の目棋像を lリl らかにすると t もに、これを実践す

るための考 λ 方を整理した上て二 今後 3年程度の期 IBJi 人j に取り組む

べき内容 をアクションプランとして示すものである 。

今後、この万、イドプランに沿って、市民とともに、両地区のまち

づくりの具f本化に取り組むこととしている 。

以下に、このガイドプランの概袈をご紹介する 。

(1) 京都都市圏の活力向上に向けた両地区の役割

戦t担 l<存地区1. : 1 : 、「住み続ける」ことがくらしのイi!ij fi 立のf ¥IJ 造につな

がる、者11心部再生の先導地区として、高度集積地区は、「新しい京者IIJ

を創造し、世界標準に対応できる、雨宮1lj] 11造の先導地区として、岡

地区力対111性ある都市核とな って、都市を支える活力がれl胎され、循

環する都市づくりを目指すこ t によ って、多段ーな生活様式に応え得

るまちづくりを目指す。

(2) パートナーシ ップによるまちづ くり

今後のまちづくりにあた っては、 多様なfill i値 観 ・ニー ズ、を持った

住民 ・企業が、相互に述携し Jながら役害IJ を持ち、共有する目標の実

現に向けて、それぞれが多様な活動に主体的に取り組む「パート ナ

ー シップ型」のまちづくりを進めることが必喫てある 。

このパートナー シップ型のまち づ くり の兵{ 判じlこあた っては、ま

ちづくりの Ｗ 総選に応じて、都市桃造レベノレの ｾ Ｊｬ ｭ 等 ｬ こ つ いて行戸政の

近年の都市主主fiill ・まちづくりの分野においては、市民のfilli 値観の

変化、 予想される人口減少や高齢化の進行、者11市型社会 ・成努村じ社

会への移行な c' { f 背景に、より 高度化 ・多緑化するまちづくりのニ

ーズに対] ; i 5 するため、住民や企業 t のノf ー トナー シップ( 協f!li)J)が

求められる l時代とな ってきている 。 また、者11- 心部の空洞化の進行に

対応し、活力ある者rl - c . 却を再生していくとともに、 21世紀を凡据え

た都市拠点の聖堂備が求められている 。

京都市においては、平成 3 ・4年に「まちづくり稀義会j から答

申を受け、北部保全 ・者肌明生 ・南部自IJ 造い、う都市づくりの大枠

畑め、 これを新京都i市 皆 同 亙lに位置付ける( 平成 5 年) ととも

に、施策として具体化していくため、市街地景観挫fiirH]J 1肢の大幅な

改正( 平成 7年粂例措IJ定、平成 8年施行) や、パー トー シップによ

るまちづくりを支援する五郎哉として( 財) 京都市景観 ・まちづくり

センタ ーの設立( 平成 9"' F- li五[ ) などを進めてきた。 そしてこの平

成 ＱＰ 年 Ｔ 月、者 Ｑ ＱＭ 心 部の悶後住共存地区 ｊ 及び南部の｛Ｂ，布度集［ｦ ｬｾ 地区 ｊ

について、「主主侃j方、イドプランJ を策定した。者|比辛抱三の先導地区と

しての職住共存地区及び南剖鴻11造の先導地区としての高度集積J也区

について、住民 ・企 業 ・行政が連携する バー トナー シップ型のまち

づくりを基本的な枠組みとし、岡地区の将来の目標像と取り組み方

針を示したものである 。

l総論編

I  r整備ガイドプランJ の趣旨

者11-心音1I の職住共存地区については、者| 仙としては全国でも 高 い定

住密度、中艮強い定住志向に応え、人と生活を犬切にしながら住み絞

けていたfごけることをねらいとしている 。今イ';&は、 1也区内の本* な々

地主主において、 それぞれの街区やIIJ] のイ脂性を生かしたモザ、イク模様

が椛成され、活発な交流と多様な生活文化が展開される住民主体の

まちづくりを目指してし、る 。 そして、 IIJ ]家を重要な要素とする歴史

カ号延納ーされたまちなみを、できる限り保全 ・再生しつつ、新たな建

築活動との共存を図り、魅力ある定住践す ｪｾ と特徴ある産 業 ｾＮｬｊ ｬ を確

保し、「住み続ける J ことによ ってくらしの中に来Ir しい価値が生まれ

ていく、「いきいき元気な交流者 ＱＱ 心 Ｇ ｾ｝ ｲ たな芳 ｃｬ ｉｊｔ 家街の創造 ｪ をテ ー

マにまちづくりに取り組むこととしている 。

南青1I の高度集; fl'地区については、来Ir しい都市機能期貨を進める地

域として、 実践的な提案を行うことをねらいとしている 。 このため、

その立地特性、広域利便性のポテンシヤノレを生かし、盟かな歴史 ・

45 建築と 社 会 ・1998 ，11

， ｾ置 ＱＱ Ｓ Ｑ ， イ ＷＭ Ｑ 也 ｬ 三 ・者 ＱＱ 心部 の幹線 街路沿い の街 区に同 まれた ｬ λ ｬ 部 地 区等Ｈ 而松

約130ha)

・ ＿ Ｎ ｾ 度 ＡＮｉＡ ａ ｗ 也 区 。 南 部の 卜 粂 泊以 ｉ 何 の ｩ ｬｬｩ 小路通 ｩ ｃ￬ i丘地区 ( 問。|工lili 一号、

南 宇 治川、ｾｻＺ .'R?':j 瀬川、 I耐 火約600ha)



一 卜ナーシッフOJ i " 適切に組み令わせ、過程を重視した柔軟性を持

った枠組みにより、 多様なまちづ くり の5総選への対応をj (凶主するこ

とが必要である 。

提案 を市民参加の下 で首唱を ・; A引する「広域型ノ f ー トナー シッ プj 、

身の|百|り の槻 m等 について市民の提案 を行政力安 媛する「身近型パ

〈込づくりを取り巻く社会瓦てふ

(1 ) 職住共存地区のE期犬と課題

者II{. 、苦1I はI践と 住 とカf相互 にかかわり なが ら、新 しいも のを受 け入

れつつ、刺日が共存することにより都市の出 力 的i僻してきた。定

住而では、人口減少が進んて、 、るが、他の大都市'1
'
心部と比校する

と市い定住密度を有し、者ル心者 ｉｉｊ ［￯Ｋ住者は ｾ Ｇ Ｚ ｪ い定住志向を有している 。

産業而ては、都心部のZJ" ，喋所は減少傾向にあるが、病予EなI5・動をあ:

けているベンチャー企業 も数多 く、II1T家 封印刊した者1II 'I"i型観光に対

応する τj市リもみ られる 。笠I/¥h(jj てl t . 、パフツレ経1南側のJt !lf illi 上昇、 そ

の後のマンショ ン需要 等 によ り、結物の '1
'
市用化が進行したが、引

在て。
I.:t.:l也，{nli の低下により高度利m圧力I.:t. fif:. 主任ほどではなく なっ てい

l職住共存地区編

- まちづくりに当たっての基本的な考え方

まちづくりを取り巻く社会潮流を踏まえ，多織な価

値観ニーズを持った住民，企業が，相互に関連

しながら役割を持ち. 共有する目標の実現に向け

てそれぞれが多篠なまちづくり，舌動に主体的に取

り組む.

法

令

コ

ー

ナ

ー

ると みら れる 。

(2) 職住共存のまちづくりの目標

与凶U:. ｾ ＪｩｉＱＡを踏まえ、わが岡有 数の 歴火 ・ 文化スト ック を Ｑ ， Ａ＼ Ｎｫ ｉｕ Ｎｩ ｬ

lこi丙mし、人々がL、つ までも it み続けたいと思えるような者| 比、問i 仁

をti t江主すると t もに、自 01な人材 交流、様々な技術 ・技能による fllJ

造的前力、京事| ゆ消する大 きな文化発信 力を産業振 興の基継 t して

M備 ・形成し、 交洗促進 ・文化発信機 能を支 λ 、人と 住所を犬切に

した、人々が帰属73;識を!:l，"tじ られる綾子ヤ共存空間制! 備 ・形成する 。

このため、「い きいき元気 な交j斑者|兄、 .新たな京川 蓄え街のれ11造」をテ

ーマとして、

パトナーシップの種類 まちづくり推進のための条件整備

{広i草型パートナシップ〉 - パートナ シップを推進するため

「広i謹型J と「身近型」を

の行政改革

組み合わせ，多織なまちづ

- 身近型パートナーシ ップを推進す
くり課題に柔軟に対応

るための第三者機関の笠備

{身近型パートナーシ‘ノプ〉 →(財)京都市景観・まちづくりセンター

まちづくりの基本的な考え方

- 他の大都市と比較した都心部の人口密度一市役所等がある区の人口密度一

単 位 入Ikm
2

1- ------ ----- -- ---- ----- ------- --- --- 一ーー京都市・ 4  

8，α矧ー ー・ーーー ーーーー ーーーーーーー ーーー一一一・ーーーーーーー' ーー一一一一ーー一・・. . . 園町ーーー ーー・圃・. . -ー ーーーー圃・. -- ，

;(器|J JJ E J;JJ;; JE - - - E J E E - - E EJl

札 仙 千 東 川 機 名 京 大 神 広 北 福

幌 台 葉 京 崎 浜 古 都 阪 戸 島 九 岡

市 市 市 都 市 市 屋 市 市 市 市 州 市

市 市

( 資料) 同幼調1 t i_主) J!( J;'; 間iは開irr 移転 Ij ij のT-(¥:: IIII ><:

. 進も:tls心部の事業所の減少一市全体では増加 しているのに対してー

事業所数

120αJ O 

1Z|::; 間 三i1!?jj;

ー・

- 進む都心部の人 口減少一昭和35年の人 口を100としてー

120 

T  

京都市

100 

80 

6 0  

京都市 4 %士宮
跳

一

E

ｾ＠
どちらとも

いえない ト坦京都市 H8都心 4 区

(資料) Ｇ ｉ ｾ ｬＦ，叶統計調 ＱＱｴ

550 都心 4 区

- 望まれる職住共存のまちづくり一都心部居住者の地価と土地利用に対する考え方ー

。% 2 0 % 4 0 % 

一戸惑・長屋居住者

共同住宅居住者

550 京都市

100%  60%  

cmト) J;( r.J I，!i r.J IIli JI1i1i il.. j  

( 平成 9 年実施、問答: 数- /;ill . 良

ItWHI :お259、 JI，lli li l:'-t:肘fJ 二'>;-89)

地価が高〈てビJレなど高密度の建築物が建ち並ぶま

ちであって欲しい

地価が低くて. nt 層の建築物が建ち並ぶまちであって

欲しい

適度な地価水準の中で住むこと、 働くこと‘ 棄しむこ

とがバランス良〈営めるまちであって欲しい

( ' ( ( 料) J;( 開loI i r.JIoIi J I州J..j

---一一・-"'"で? 一一一一一一一

‘、:ー‘除、

‘冶』 ‘ ー

ー...... ミ一 一

‘ 温. ‘ー 一・

¥、ごー ゅー~都心 4 区

強位 12学区 ¥ 百九 ~ご ー一 一 十 一一 ・I( 資料)

4 0
1 - ・ ・

- -一一一今ーーー- ，._ l 悶勢調1t

S35 S 40 S 45 S 50 S 55 S 60 H2  H7  

r.J 1心41><: : ＱＺ点区、 小 ｊｊｾ 院、東山区、下ボ Ｑ ＾＼Ｚ

職 !tJ '，(?J血 lim" f;区 : 初汗、柳池、本能、明倫などの J[: 12下区。

. 都心部居住者の高い定住志向

。% 20%  4 0 % 60%  

戸建・ |  

|  住み続けたい

長屋居住者l

一ーーーーーーー"=='

共同住宅l ・・・・・ I  

居住者 |  ・・・・・ ¥ 1  

1 ・ ， / 白、

住み続けたい 住み続けたい

と恩わない ができない

職住共存地区の現状
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，:':iJ 主集-I' 1';t也区を新しい者II"i機能集積の拠点とする ) j 策を検討す

るため、企業の立地立| 旬、立地決定要因などについてのアンケ

ー ト調査を行った。

［凋 ＱＱＩ 五法ー郵送による配イ ｬ￯Ｆ ぴ ｉｮｬｾ ＵｉＮ

(1997年10)J 711- 10月2411)

560社

( 京都府約30011: ' 大腕Tf 約401-' ・愛知県約3011:

， Jl i京都市J6ot l: ・点目11べ、ンチャーピシヰ、スクラ

フ'IJII' ，日出刻((.J801l: ' 外資系企業約50ネ1)

。 ＱＹＸ 社、 ｉｉｉｉｊ ｉ ＵｉＮ Ｇ ｴ ｾ ＳＵ ・ ＴＥ ( うち点目[1市|λ.J ;'LJ 也企業

14HU 

配布数

1"IJ[ 5I.数

法

令

コ

ー

ナ

ー

- 高度集積地区への進出意向

市 ｪ 主集紅白也区への逃 ｬｬ ｬｬｬｊＺ ｉ ｾｉｊ を持つ企業は、日 ｼ 一 ＳＵ 社Ｈうち Ｂ Ｍ Ｇ Ｑ 人 ｬ 企

業29t L 市以外的内企業 4社、 JH外企業 21_1:) あり、その多〈

li 京高11市に立地する企業である。

また、高度集- I ' i't.l 也区に明。味はあるが、進出するかどうかはイン

フラ主主的の進捗次第とする企業が約60% (22社) となっている。

25( 社)
。

進出したい

①多段なノt打17文化の充: : k ; により、山かなくらし: が保たれる地域社会

のｾＺｈ示＿ ・ ｽ防災

ｾｊ｛ｲＦの ￬ｴｩ 性化を支えるソフトなピジオ、スインフラ機能の維持 ・ 形成

⑪織と ｩｴ 、新と ＱＱＱ の共存するＩ［ｾｲＮｊ ｖｦｾ の複令共存空 ｉｍｊ の斜備 ・ 形成

臼 ＱＱ ＱＭ Ｑ＾ｔ 町 三 のための防知慌のｾＡＱ Ｑ 化

そまちづくりの I=J原 t し、この実践に IfHけて、 111] 家や安部干の再生手

法の強(JfI i!:: ijl せて、地区計 i阿|手法制百J l J した rli 民主体のまちづくり

を展開していく ことが必要である。

(3) 職住共存のまちづくりのアクションプラン

①倒 ＱＱ い占仙「け惟 Ｑ性生あるる Ｖｈ 行行 ｉ Ｑ 市空間 Ｑ形 ｦｾＱ 成茨枕を

② ｊ ［点別川 ［江刀川 ＧＺＱ引 ＱＱ川 ＱＱ｝Ｇ 家の新たなｻ保呆 ｦ全Ｎｾ . 十月)1ミシステムのIl Me

Q) Wjf たな WJ 淵姥替手法の導入てす; による袋路の羽子|二

任地 )J あるまちなみ景観の附米

⑤ まちに税しむ luli 佐空1mの整fJ i I!

@t;' I ' 色ある布|兄、居住の口出主

の矧><: IJ}稲等への対応、

@ 百・民兵制折や而様改{I套の仙i主など|りJ災性fiEのIf:，Jj 二

⑨ まちづくりにかかわるわ位協議会の育成など剥脱在 ・オ、ットワーク

づくり

制 11- C，. ! _ f i 2 従業の育成と立地交流必般の鮒IUJ

(1"1'1'干企業数 35m 

関心があり

ー 1 2  

詳しく卸りたい

進 ｉｾ がみえれば検討

i高度集積地区編

(1) 高度集積地区の現状と 諜題

現段附では、白度集- I ' 1';t也区のイメ ージがあいまいで、まちづくり

を. i ! 主めるための体iIJIJ も;縫っていな L 、。交i丞面でもアクセスカ河三i ! .eな

状態である
国高度集積地区の魅力

J;C行11高速道路や第 2J;(阪道路等のインフラ箆備によ って、大|仮

をはじめ同 ｼ 人Ａの ｟ ｫｾｮｲｳ Ｂ ￮ へのアクセスが良くなる こ とへの司司 ｉ ｬｉ ￭

カ市i くなっている。 また、 J也fl ll iの安さや者|兄、からのアクセスの

良さも魅力 ｴ してｾＧｖ ， Ｇ ｬｩ ｬｬ ￭ されて ｌ 、る 。

100 

98 

69 '  

(1"1符企 業政 198，11:) 
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あつお)

高度集積地区に関するアンケー卜の結果

④良質なプロシエクトな E についての立地支援

⑤ 以勾 Ｚｚｾｉ 之 ｉ ｾ 型整備など環境文化れ ｬ 随

信清， ｊ ｊＮＺＱかな ＲＲＱｦｴ 空 ｉ Ｚｬ ｊ 整備のための ＧＱＧ 核地区の ｅ［ 的ＺＧｬＡＡｾｦｊｩｬ ｈｦ 凶主

⑦地区内外とのアクセス手段の強化

CM剥ヒを十制主など防災への配J地:「

⑨グロ ーパノレな者11市機能形成

⑩fII "i づくりを繰り |二げるソフ卜展開l

(，;、かL 、

80 

〒

60 

← 

: 55 

63 

40 

しかし、 ｾｽｪ 位的に広域的な地域 ｉ Ｏ｜ｊ ｪｦ 携の可能性、 ｩ 産業立地の ｮ ｛

能性、Ｉ，ｾ盟主 ｩ を ＾ ｦｊＱ ｬｬ による利便性の ｉ ￎＧ ｉ L、! 被史、1' :1然等の資iJJ;( のi市}IJ の

ｮ ｲ ｴ￬ｾｬｴ をのしている 。 企業にふ ｉ するり 也 に ｼ 刻するアンケ ー 卜でも ＱＱＱ Ｑ

符19811: '1' 35社がfilJ らかの! 日l心を，"' ，'jJ，文集七万也区に示した。

(2) 高度集積地区整備の目標

ι ｕＭ，のＮｦ ｊｬ ｾ 犬とｾｾも也を ｚ 青まえ、 111)/;付fL准を官耐えたi百;J J ある '/'; II"j 'の形

成、Ｉ係主ｾ ・ 文化ストックを有する行 Ｑ ＱＭ心 ・ ｻλ Ｎ ｨ Ｇ ， ， 打 Ｑｴ｛ｊ 也との ￆ 鵬、ｾ辺境

呼との Ｉ Ｑ ♂ｼ 三 、災害への ＱＱ ｬＱｩえに配低しつつ、知識 ・ 技術 ・ 前半 ｉｾ の生磁

を主な機能とする先端的な従業が集制していく ことを U桁すため、

r) じれなぷ米をひらくま:)r点目11・フロントシティのれIljilJ をテーマと

して、

① 創造 ｊ｜ｾ ぽＺｊＺ［の集結するまちづくり

但渇;i .l'}z文イヒを創造するまちづくり

③多機な人材が交流するまちづくり

④ 災ブＺ ー に Ｇ［ｾｬｬ 、まちづくり

をまちづくりの日標 t し、この実践に向けては、民IHJ 前 )J 誘導主Iの

采牧性を持 っ た枠組みが必ｾである 。 このため、インセンティブの

機動的付与、実験的な手法の探川咋をよ財宝ｻこ考 λ る必ｾがある 。

(3)  高度集積地区整備のアクションプラン

①自11"1' づくりの実践の核となる1 f tilli 協議会の7出 L

@r，11市活動を支える道路網の整f J l I i

①拠点形成地区を '1' 心とした打111出・|何li制限の見直し等インセンティ

プのH' j -

20 
。

京都都心から近い

京都南 ICに近い

主要都市と結ぶ交通基盤の盤備

関空とのアクセスの建備

京セ ラピルで発展期待

用地の砥保しやすさ

地価が安〈施設の複合立地が可能

その他円 3

園田苔
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登場者 数 一洋氏( 建築家)

と き 1998i，手8月'28日

ところ 夕陽ヶE 周 辺

最寄駅 大阪市営地下鉄 u谷町九T f3" 駅

大阪 ｲｬ ｗｦｾ ｉＧ 央のやや京より、ＭＪ阿のｼ同約 Ｒ kmのi;!1元fV荷台:lU' . 。大阪

械付近から南へ約 2kmにわたって縦Ti している。標高 l O- 20m、南

するにつれて低くなり、京{ ! ! I J に緩やかにj J t : j { J ! i J{ こ急傾斜している。

坂道が多〈、谷IIIT筋と松屋1111' 筋にはさまれた寺IIITには趣のある坂が

凡 られるい、う 。 そこには天f ! r ヒ: J 反と呼ばれる坂がつらなってい

る。

今1111のデート スポットの行き先は上IIITfi 地の一角、起伏に; 伝んfご

ところ 。 遊先案内人は ｾ ｉｸ Ｍ 洋氏です 。

ヲEをJ，U .げれば、 IL，々 い、芸が{ 氏〈垂れ込め、どんより t した重々

い、 ， ｴＱｩｊｩＺ ｉｾ のあいま 。 地下鉄心斎橋駅 のホ ームて待ち合わせをして、

今 11 のデー トスポットはスタ ー トした。地問先ホームでの待ち合わ

せい、うのは、人混みと騒汗、色気もなければ風情もないと思って

いた。fごが、者11 - 心の利便性をf必t する弓t代のj旅情からいえば、tIKも

適した場所なのかと思い巡らせながら歌氏をねーった。近所にタバコ

でも nいに行くようなラフな桁好て':Ix氏は別れた。門業は歩( 11#・l.:!: iuJ

も持たな L 、J ! : . 、「火性は大変ですねJ ! : . 労りのお言葉。地下鉄を采

り継ぎ谷 ＱＱＱ ＱＧ九 ｲｵ て 』 ド Ｑ ＱＱＮ 。 雨へ歩き ｾｦ￬ める 。

アスフアル トの11fの- j 11、 8 )J には断ぷの世界祇繰り広げられる

生 日'1
'

社 (LI?国魂州全1:) 。かつて江戸時代には大変な賑わいを見せた

ところ。寺町と料; 字、そして、こ のl仮わいを平IJ Jl j してf;' ({ な々興! 1rが

{ 住され、 その '1ドl 力か盲ら米i沢j尺て彦彦叩八や j川|ド'JJ原j京日印F丙41在街似鶴t臼ば鵠(.品: } ; などがi前丙E踊限J品誕f I している。 生←J五[. 2  

手寺瑚剤r刊州111]'(にこあつ fたJ 有4才〆1な引キ炉利仰、Tい料|ドZ

てで許"J，凡L泌せてt絶色景てで、あり札、 ことに夕V防喜易;の|似眺H挑tめlはま亥IIj'r らしい。嵯仁中l'ド1 にlはま

美しいf粒粒樹I止針令t々や草花が航えられ、紅葉の名所に数えられていたそうだ。

今はそのような商影もなく、約集のかわりにホテルのオ、オンが一年

'!' Jl 長わ L 、を凡せている。

境内の ｦｩ 同 ￧ｾ 抜け、北へ下る坂道 ｬ Ｎｴ ｲｦ ｩＧ守 坂 。 坂道の両サイドには

かつて ｉａＺ 顕卜ケ寺を擁した ｦ ｩｽに Ｑ 佐 ｉｾ ，十坊が ［ ｬ￉ んて｜、たが、ｉｬｊｬ治のや Ｑ Ｇ
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舎も昔も浪花百景一夕陽ヶ. I I -

ちぎりあれば 難波の里にやどりきて

波の入り日を拝みつるかな

タド品ヶ托の地名; 1 ムこの雌bR家峰の: 仏に1&んでつけられているとL、九

つ ｅ 「 一一寸 ｲ ニｾＢ r  

仏分 ＱｾＱｾ で干 ＧＱ Ｇ ヰ ＧＺＱＺ周辺を肉 ＱＱ れた 。メ トはその ｉ 品協は大通りから垣間見るピ

ノレの谷IHJ 、鳥居までのアプローチに残っている 。真言坂を横目に西

に下る。松屋町筋からのアプローチ、，fb居に出会う 。

松屋111] 筋を挟んで西側と耳d!!I Jの11I 1J Eの追いカ 'i 面白い。西{J!i Jにはビ

ノレやマンションカ可悶々 に IJ 己1: 張 しなが ら、それて いて無愛想なm:

として述なっている。東側にはお守と ピノレ、そのI/ . ¥J の小路や坂、不

測 IJ な述なりがk怖心を U党めさせてくれる。

ffjに歩きだす。最初に 出会う; 坂の名前は傍に! &

つお寺か ら言 てし、る iJ J;B:堅守坂。事長い ね!t の坂道。

石厄、土粉、瓦屋中: N. ， Ｑ 床のある石石 ｬｪｾ 、イｴ［ｴ出宜しさ

れた堺、朽ちた姿をそのままさらされた ｊ 尻、ｾＮロ

隠しのように衣をまとった塀、金網で凶われた墓

地、そそり立つ三附池住宅。

fごれしも坂から受ける印象はiiE う。当然上り t 下りて、も違ってく

るだろう 。上りには この先何が凡えてくるかわからない、未知の部

分によt を踏み入れる トキメキがあり、下りには、徐々に変化し てい

くスケ ー ノレに 心 が ｾｊｩ｛ んて、Ｎくる 。 Ｑ 炊氏が ここ をＩ［ｎんた可 ＱＱｲｬ ｬ には、坂と

いう空間のもつ魅力にひかれたのではな いかと尋ねてみる! : . r伐は

大阪の ＱＱＱ｝ は平岡的で好きじゃない 。 Ｂｦ ｾ Ｍ この地域は紋があ って 、物

Ｒ れがあって 、 空 Ｑ Ｚ ｜Ｑがあ って 、奥，ｱ ￯Ｍｾ や広がりや窪みがあ ってそれが

いい。大阪では数少ない医、9 . : の '1' で登場している所fごし、大阪11佐ー

の沌とか、織川作之助の f木の者|リ とか 『夫ftit 噌 敬j など、たくさ

んの物語の舞台 t なっている。大阪でなかなか見られない空I i 日、坂

の! 司辺に寺や1・*- - ホテノレに・判交が点在している。

単純な都市の賑わいじゃない部分がたくさんあっ

て、伐は好きなんて、すがJ ! : . のお言葉。

ｩ ｊｊ［ ｂ 皇寺坂ｾ上り、寺 ｉ ｉｉｔ の整備され た 寺々を通り

過ぎ IJ 縦坂にさしかかったり:1、雨が降り始めた。



!  1  .  6.  r浪花百景J より

( 大阪府立中之島図書館所蔵)

1.  新清水寺王出の滝

3 .  新清水寺内

4  .  清水坂

5 . 勝 II 院

背の而J13をよく筏している坂。『くちなわj とは大阪弁でへピのこと

をさすそうだ。樹木カ戒り、坂をおおう緑の天王Eのすきまから、 f皮

;j のiif 色が見え隠れする 。 そんな坂のιI' } j 友に空き 地があった。歌氏

は明日ｾ え をひかれたようで、「この土地にはこの坂しか接点がないんだ

な」とポツリ一言。 liJt の'1' ては何カ守的かれていたのでしょうか。.+n

令傘を法服され独りで傘を求めにコンビニへ。

相から雨のしずく、自にも涼しげにふくらんでいる 。雨にmJ れた

来/rk"kは更に色地くし、互の風怖を彩る 。

大j工1- 111社の南側に愛染板。坂の途'.1' にJt:多盟院

があり、本ｾＺが愛染明王であるところからこの

名がついた。勝釦完は「見対ん」と呼ばれ、

愛訴さ宮誌は大阪の夏祭りの拡1)ト! けになり、 宝恋113

笥が ｉ ｉ ｾ て振 っ た 。 境内のかつらの木も悶の ，ｾ ，で

オレンジ色のなまめかし L 、花を咲かせていた。

多宝俗て雨宿り 。塔の三方を墓地が囲み、西の

伐採が広がる 。

「ここから見えるタ械は幼い頃、{ 業の間合で見た夕陽と違うんだ。

! 当然の夕陽、茜色の夕陽と述う 。赤や背のオ、オンと交じり合って、

鉛色の夕陽になっている、変な夕陽fご。でも而向い。w鴇な、微妙

な部分が入っていて、純粋じ ゃなく、人間的な夕陽。 自然じゃなく

て而tl い。i昆ぎり合ったタ防。鉛色の夕陽、今の大阪的で本当のJJ;、

l床で奇麗じゃないかな。現代において感動ものですよ j 。残念なが

ら、今 nはその夕陽にお目にかかる事は出来なかった。「町111音で彩と

いうより、文学官¥J な陰な苦1I分、カラッとしていない、ホテノレなども

そう 買 えるだろうし、陰の1脚少な苦|ゆが{ 業l拍子きなんだ、けど、鉛色

の夕陽い、うのは都市の陰の部分のイ℃表といえる J。

自然じゃなくて、面|守ぃ所がこの近くにもう ー箇所ある 。愛 染l反

の雨{J ! ! J、清水坂新清水守の中にある 。境内の l制J!! Jの崖には京都清水

寺の? ? 「羽の流を模して造 られ、今日も 三粂のノドを予容としている 玉，'1' ，

): t  6  

の沌がある 。本釦協からの附段、すぐ目の前に新今1さのフェスティ

パノレゲート や通天閣が見 λ る。附段を降りた。 どこからか涼しけな

水の音がIlfl こえてくる 。見過ごしてしまいそう

な所に沌があ った。10坪足らずのスペース。三

ブケを囲む石垣、樹木、草花、! ? ? 川さの '1' に響く

沌の音。 自然の地形を利川してが7かして造られ

たタイムポケットのような空間。「境内じゃなく

て、道路に接していればもっい、 L、だろうに。

そうすればfごれでも楽しめるのに。 ここにたたずんで、いるだけで、

不思議な気分にさせてくれる 。たた残念な事は多いね、石厄l立メほi

を積んであるだけだし、どう凡ても沌じゃなくて、雫が務ちている

t王子にしか見 λ なL、。安銭年l ' iなどはステンレスてやれ三られているし、

小奇麗にするだけてはダメだな。日差以: ゃ物語を瑠1角卒したよで、構成

のしかたが: : ^_ - - cりですよ J。

おＱｩｴの縁に ｉＱ 要を下ろし、 ＱＱ 寺のｪＱＡＡｊｾｻることも忘れた 。 今 日凡 ること

はできないが、鉛色のタ協を受 けて玉山の滝はどのような表情を兄

せるのか。 その' Ii ' f}去がE頃を過った。

七坂の多くが小奇麗に同じように主主怖されていたためか、坂から

受けるそれぞれの風' 情が感じられなくな っていた。 ドライブテクニ

ックを必要とする天干lド坂を上り今日の終わり t した。

『青森の回想の-Ij ーさは終わり、新しい現実が私に向き直って来た

ように忠、われた。風は木のf f ' iに激しく突っ掛かっていたj

織田作之助「木の者IIJ より

企画/ 会員企画小委員会 文 : 高橋康子

W 
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素材と技術が生み出す desi gn

チック

;畢 田 英 行 K AJ I M A  DE S I GN 

Sawada Hi deyuki  

一粒から

素材、技術の源流へ re- appr oach によって新たなる創造性に

向かうことを企画するシリーズ第 11 回は「プラスチック J につ

いて考える 。

様々な生 活形態や ニー ズに答えるべく、あらゆるカタチを提

供するプラスチック 。素材という には 余 りにも多様な姿 て、生 活

に浸透するプラスチックをいかに捉えるか。

(i 素材と技術が生み出す desi gnJ 幹事会)

物性

ニ1己主主

円 尽

プラスチックの生産に使われる石illil;): 、全使m立の 7%程度であ

る。 それを少ないと 言 うか否かは多くの論があるが、少なくともそ

のすべてを他の素材て" { ¥J ! Jするとしたら、相当の資源が必要になる

こ とは明らかであり、代m素材としてプラスチックの合理的な I凡m

性が桜めて広範凶な分野から求められている 。 また、! 発安物川! 坦の

主役として取り沙汰される ':1' 、様々な回収 ・再生技術の研究がfj われ

ている 。i!0l i された材料を回収してそのまま原材料として再似! J 1Jす

る方法、出発原料であるモノマ ー まで分解して、ポリマ ー として干Ij:

合成し新しくプラスチックにする方法、燃焼し熱エオ、ノレギー として

回収するブ Ｗ 法などがあり、生 産力 Ｓ ら ｭｰｬ そして ｾｪ ｊＮＺｦ ｉｊｊｬｊ まで、社 会 愉

造に完全に密着するノレーチンが仇築されつつある。また、以抗ホノレ

モンでもあ王いがかけられるなど、現代の生活を考絞するためには避

けて通れない「素材」である 。言 命ｾｾの的になるほど消費社会に ｩ 栄〈

|刻わるプラスチックの素材♂性とはーイ本どんなものか。

原料 1;): 石 illi 。主 として炭素と水素から成る市i分 子化作励。地主1<- 仁

で大量に存在する元素から成る こ とからも身近な素材といえる 。

plast i c Ｈ可型性 ｾｊ 質Ｉは、その名のとおり ｭ 途 ｴ それに対する種類

がきわめて12;%であり、身の阿 りからハイテク産業まてあらゆる分

町' てが欠かせない素材 t されている 。軽さ、加工性、師、; J 7 ド分、耐塩分、

屯気品鋭、品、 Iilr熱性 .. 、 その利点は数え切れず、それらの有用性に

よって到 ｾＱｾ ＨＱ ＨＩ に ｌ Ａ Ｚ［ 産 誌と ｩｬ Ｇ 般公が拡大してし、る 。 ｦ 制 ｚ ては金屑 Ｓ 同等

の 強Ａ支を持 つものから、 Ｑ 文 ｪ 内 のよう に ｈ ｾｬ らかなものまて 司王々な開発

WIJ がある 。車内製所て吉宗留された原油のうち、ナフサと l呼ばれる液体

が、プラスチックの原料。ナフサがポリマ一、ポリマーがペレツ 卜

とl呼ばれる米粒状のプラスチック原材料になり、 このペレッ 卜を成

形加工することで、プラスチック製品力百三まれる 。i制本から分史市立状

の種に、そして小さな極か ら、多様な EI (1') のために姿を変えて し、 〈。

プラスチック ＨＱ 身 Ｑ［ＩＺ 閏有の姿を持たない。その ｩ ｦｕ Ｍ Ａ ］ ｊ 性がきわめて ｉ ｾ ｉ

山てや奴えど ころのない「芽?材J なのである 。

素

材

と

技

術

@町kako S ug脚 ma
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消費の値踏み

素

材

と

技

術

特徴ヶどある可変性やi凡Jl 1性が、印刷技術や成形技術と複令化する

ことで、手経に安{iHI にホンモノ以上のらしい表情、テクスチュアが

つくられている。 しかも、ホンモノよりはるかに安定してw談合でき

る。引代の住空間では、ホンモノこそむしろ珍しい。ニセモノはど

こかし、かがわしいのであるが、 H宇メトの技術はそれさえも被い隠して

しまう 。 肥 大したプラスチックの 川 途とそのタ苅核は、 ｩ ￬ Ｇ￭ｙｾ Ｏ Ｇ Ｍ Ｑ 守主の

シンボルである。飽くなき fiX'1Lのフォロ ー としてね品は様々な努力

ｾ Ｇ［ ｾ￬ ｬ 、られ始めた 。 建築の位以ても、 リサイクノレをだ:t 定した材料の

選定、分}; 11角何本できるプランニング、単純安材としての建材 nト11eな

どｾ＼の こ とが試みられている 。 しかしさらに大がなのは、素材

のがけ生を正面に見据え、ホンモノとしての rｊ ｾ ｈｊ＠ tli'l き令う こと

ではないfごろうか。ピニノレの%っぱや F R Pの石、- +: を脱したイl 1庄

シー トがJ思いわけではな L 、。H'fJ，'ul，イヒされたモノのイT川性合、安易な

平Ij{副生にとらわれる ことなく、社会的に1dIJI1f みし、本、 ['1に必要なも

のなのか判断する能) J .こそカ1/1:1われるのである。ii 'i YHi ねに対する

官邸内み こそテ、、ザ、インの ['1'[ 発点

プラスチックが、その使利さ、久隆さを売り物に加速度的に ｩ￬ｈｾ

ｴ 生 産 を繰り返す裂ｻｊＡ ｉｊ では、その ｾＱ ｩＱ去が行き場を失って者 ＱＱ 市周辺に

オーノ f ーフロ ー し始めている。It lや産業界におけるリサイクルの動

きに我々のII :i百五ii 士克の保全ぞーイ下する前に、あらためて身の1[ ，1りや

家のtI[ を比波してみる 。 と、実にプラスチックは多種多様である。

むしろ 'ti1i 空11 ¥1 を覆い尽くしていると 常ってよい。1:J ぃ物袋から名

ｆ 血 ｊｕ ｾ 、 ｦｩｪｌｉ Ｚ 機器、生 ｩ 制改寄り Ｑ Ｇ ＱＱ
Ｑ
ＱＧ Ｂ 。外を兄iJ主せばγ) i I[や不iがプ

ラスチックだったりもする 。 どれもこれもカ ｾ￯ 分子化作抑制限主品 。

問六11寺[I[ プラスチックに触れて生前しているのである。よく凡ると

どれもこれもプラスチックそのものの姿、 らしさい、うか、をして

いるものはほとんどない。特に娃i f H しての部分は大半が別の素材

を装って L、る。石目調の現ビタイノレ、 主主主主調のピニノレクロス、木口

調の佐tJ 1日IIJ 木にイげ庄シー ト、ツト:川を被う I Hんどの1t l J f がフェイ

クである。消費者ーの [:1｛ には、ｾ、 ＢＱ の ＭＫＺ ｴＮ ごと信じて生前して い る 人 も

少なくな L、。あらゆる芸効オの-11月以二平11Jl1されるプラスチック。フェ

イクに彩られた生活空11] 1でいかなる快適性を求めようとするのか。

プラスチックの家
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建物の揺れとエレベーターの振動

木村宣仁

三菱電機鮒稲沢製作所開発部

280 6構造の頁

l強風管制運転

超高層建築ては、制 ｉｬｬｩ｜ の ｩｩｬ 知 ｆ によるエレベ ー ターの掘れ制ｾ，ｾＭＱｊｬＮで

きない。風による建物の揺れは、機器カ苛政J員するほどではないが、

采客に不安感を与える程度の括れを引き起こす。下図に示すように、

処物の揺れが、エレベーターの巻上ロープを弓なりに揺らし、この

揺れが、かごの上下動となるのである 。かご力塙速で上昇すると、

この揺れが急激に拡大する のは直感的に理解できると思う 。 これは

ち1ぷとしてはロ ープカ濡れているだけであり、機器の破損を起こす

ようなものではない。しかし、: r J l f i J ) 1 しないから大丈夫といわれでも、

橋れないエレベーターがあたりまえの釆客にとって、カ、、タガタする

エレベーターに釆るのは恐怖であろう 。だからい、って、むやみに

エレベーターを止めるわけにはゆかない。強風は地震と違って長H寺

1[¥1 * 也統するからである 。

結局、来客に不安否「与えない範囲で、できるだけ運行を絞けるこ

とが実際的であり、これが、強風管制定E転である 。t:: 1.ごし、地24骨

lIJ IJ 走E転ほど定式化されておらず、 実際的なやり方は各社まちまちで

あり、仮l々 の建物J によっても災なる 。

級浜ランドマ ークタワーの三菱製エレベーターの場合は、おおむ

ね次のようにしている 。 まず、建物の固有周期を感知する低周波ゆ

ま111¥誌に四段階のレベノレを設定する。最も 低い第一段附は、 f干戒信号

を発するだけである 。 この第一段階の感知レベノレを超す揺れが一定

H寺I¥l J拠続している状態で、第二段階以上の揺れを感知した場合にの

み強風管l I J lJ 動作を行う 。j誌は、日継ぎをしながら徐々に強くなって

ゆくので、このようにして、地震と )ffol を判別しているわけである 。

風と判断した場合の第二段階て1立、隣殺するエレベータ - ?:'2 台に

ｬ 台の割合で ｎｾｊ 引きして休止する 。第三段階では、運行している エ

レベーターの走行速度を半分以下に下げて、揺れの急拡大を事II l1J lJ す

る。第四段階は、それでも許容できないほどの揺れが発生する状態

であり、エレベーターは全面休止する 。全商休止は避けたいところ

であるが、建物カサ謡れるからには如何ともし111ft い。 もっとも、発生

頻度は二十数年に 1回以下である 。いってみれば、作I十年に 11nlあ

るかないかの続安!! な台}!i ' tu: j 直撃された場合である 。 このような時に

は、雄物の上部では、あたかも船が揺れているかのように感じられ、

市首酔 ｌ 、する人もあるといわれるが、 ｾＨ￉ も体験したことがないので其

偽は不明である。もし、それは E ならば、エレベーター休止も止む

を得ないので、はないだろうか。

( きむら のぶひ1: )

i ?と

ｾＭＧＭー，

1  I  

I  I  

L . .  J  

l揺れないエレベーター

検浜ランド、マークタワーに、ギオ、スブック公認の世界最高速のエ

レベーターがある( 三菱治機製、樹立750m/ 分) 。 このエレベータ

ーの振動は極めて少ない。 エレベーターが最下階か ら69階の展望フ

ロアまで走行する問にふ床に立てておいたコインが倒れないほど

である 。

すべてのエレベーターがこれはどに揺れないわけではなし、。 しか

ij 主に、エレベーターの振動を気にすることはまずないと思われ

いくら、エレベーターの振動が小さいい、っても、地震のl時I::t.月IJ

である 。地誌時には! &物カサ菩れる 。エレベーターの主要構造体であ

る巻上機や方、イドレーノレ( 以下レーノレと称す) は、建物に同定され

ているので、建物と同期して擦れる 。一方で釆りかごや C WT は、

巻上機からロープで吊り下げられているので、振り子のように揺れ

る。 この揺れはレーノレによって規11，1恰れるので; 揺れが弱 L、場合に

は問題て、はなし、。しかし、強L、指れの場合はかごや C WT がレーノレ

から外れるこ t があり得る。レーノレは建築躯体に支持されているの

で、レーノレ単体の強度をf目しでも、主l ! . 物が変形するかまり、レーノレ

外れを完全に防止する ことは不可能である 。

レーノレ外れの状態で走行するのが危険であるこ t は自明であろう 。

地図時には、 止ま って地震をやり過ごすのが最も安全である。しか

し、エレベーターの場合、ただ止まれば良いい、うわけではない。

来客が脱出で、きるよう、近くの釆り場までfi- って止まることり詰寄

附停止) が必要である 。 さもないと、地長後の停電てやかご内に I!f J じ

込められることになりかねな ｌ 、 。 さらには、 ｊ ｴＡｬｨＮ ｾＱ ［ゑの火災に巻き込

まれることも考えられる 。かい、って、大きな揺れの最中に走行す

ることはf立ド会である 。

こ のジレン＿を解消すべ〈考えられたのが ｐｩ 皮感知式地 ｾＱｾＺ 市 ｉ ｊ 運

転である。 地震には、 Pi 皮( 私自皮、帰れは小さい) とS 波( 級1皮、

揺れは大きし、) があり、 Pi 皮が先に来る 。 この性質を利用し、 Pi 皮

感知1総と、 Si .皮感知総とを併用して次のような管制運転をする 。 ま

ず、 Pi&: 感知器が一定レベ、ノレι Uこを!it:長IJ したl時t点て‘ 管制運転をI l f . J!l台

し、エレベ ー タ ー は最も Ｑ 滑に行き ｻｾｨｬ こ Ｈ待機Ｉする 。 その後に来る

Si 皮が所定の感知1レベノレ以上であればエレベーターは休止し、そう

でなければ通常避伝に戻る 。 ｓｩＦＺ が来てから管制運転Ｈ最寄附イ Ｇ ｾｨ ｬＺＮＩ

を始めるのに比較して、数秒一十数秒先行する t::'. けであるが、この

時間差により、安全に故寄階停止がでふる統率はぐ、つ t 高くなる 。

初期段階では、地民の強弱は判らないから早目に避難するにこした

こt はない 。 強い地誌の場合は、その早期 ｩ 邸 ｦｾ が有効になる 。 称、

地震の場合、 1分寺] E}支待機するだけであ り、 実用上問題となること

はまずな L、。

11立も → il 'k的なシステムでは、樹成室に設置 した Si .皮駄目株の到j作

レベル( ニエレベーターの休止判定レベ、ノレ) を 80Gal としている 。

建物内での揺れの地中高を勘案すると、これは民度 4の地震の大きい

方に相当する 。建物構造の被害叫披 4 から散発しているので、こ

れはほぼ妥当な判定レベソレであろう 。
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Ip波感知式地震管制運転
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る。

52 

構

造

の

頁



大阪市における高度浄水処理

280 設備の頁*) 速水義一

大阪市水道局工務部工務課長

l高度浄水処理の導入

l柴島浄水場下系の通水

水道ノドの異臭l床やトリハロメタン IJ . 全国的な問題であり、より' ム-

全で良質な水道水 ｾｩｊ ｉ［ｦＮ合するための高度浄水施設の主主的 ｉ ｊＮ、 Ｑ 創 ＱＱ を

水源とする京阪和 ＱＱ の他の水道 Ｔｾ 業体、東京者 Ｑ Ｑ 等、全国で実施されて

いる 。 また、固においても、 IEl f o 1 i 補助制度をはじめ、財政面におい

て市度浄水施設の劉illl を 卦Zーするとともに、水道樹imの長期目標の

一つ lこ盛り込む施策を以IJf. 1している 。

大阪rl iて1立、 92"1三5 川に! 半ノ佐省より認可を得た後、高度浄水施設

悠針。:J: I<; 業に若手し、 92" I'- J立から 990fJ 交にかけて、総事業費751億円て。

柴ね ・嵯 窪 ・豊町作ノドJLj にオソ〉 ・4立状活性炭処活!ll 包設からなる 2.5

1主itr/ ) c 施設を主主iiffl している 。本年 H Iには、 ますe柴，( :ji :争ノド場下系高

度i争点施設がii i Tl ' <した。

コレラの大流行や “新1
111焼" い呼ばれる大火により水道創設の世

論カヤ，，) まる中、 1895年、大阪市の水道は 1 EI当たり給水能力約 57i

111

3

の1M設を完成し、 ii i TJ cした。縦浜 ・函館 ・長崎に次( " ，わが国 4

番目の近代フド道として誕生し、現在まで100年余にわたり盟かな市

民生活 t 高度な都市活動を支える重要な者11市基盤 t して、飲料水は

もとより、生活用水、業務用水等の ｩｾ 場合を一手に担ってきた 。

このf Ml、急増する水需要に対応するため 9次にわたる拡張事業を

行い( 柴品 ・庭 窪 ・盟野の 3itrノド場あわせて 1 1二l桜当身i Tl ' <rig:;J J 243万

Iη 3) 、さらに原水水質の廷判ヒに対応、て、きるよう施設の改良を行い、呪

在の ｩｴ ｲ Ｗ ド システムであるお｛集 ｩ Ｚｕ投 ・ 急速砂ろ過方式を ｗ ｾ 築してきた 。
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- 柴島浄水場下系高度浄水制強車

R C;;i (J也上 1PrT '  J也F 3 防、縦65mX 横 115mX ルさ 11- 25m)

ｊ｜￮Ｎ Ｑｾｬｬ ｬＺｬ ｩ ＱＺ約 ＲＰ 万 ｭＧＨ うちが ＺＩＱＰＩｪ ＱＱＱ Ｇ はスーパ Ｍｴ Ｉ，ｬｾ［ｊｊ 等に有企 ＱＩ 和 ｉｊｉｉＩ

コンクリート量約 5) J m'、iJ<JVii 止。約 6千トン

棟内施設等後オソ' ン榊9! 池、制}(i 1.f j:}，kPIX-i' i池、防本ポンプ被ノドJ U国 5榊 9! 池1也

隙l付;&' i絹等 オゾン手配 ｉ Ｚ ｾ 品、 ｊｊｉ オゾン処 ｦｬｒｾ 主［丘、初ホポンプ、， ＺＮｾｉｊ ミ受 ￭ ｇＺ ｾ没ｦｉ Ａｉｔ，Ｚｊｩ ＱＱ 例 ｬ 設

(J1IT( 也

中オゾン般骨9! 池( 第 l 、第 3)- その他

柴ね下系の; i i T ドにより、刻化大IIJX市内北西部の: l tll 域に高度{ 争水処

喧J l ノ] くをお届けしているが、ノド道ノド質に|剥心のある rli民の大多数から

「ノド質が良くなったJ 1 : 好評を待ており、あるテレビq による街E頃

飲み比べて1立、市販のペットボ‘ トノレのミオ、ラノレウォ ーターよりもお

いしいと! さじる入力1 7 害l阻 く い づ 調 査 結 果 も 出 て L、る 。高度j争水

処列L導入によるコストのWllmについては、 1  111
3

当たり約10円程度

と考えている。柴，匂 ド系に 'J Ｑ きが Ｇ｣ｾ ， 9炉F度末に経窪itr
7ド場営、 99

Ｂ Ｑ 三 Ａ立末に柴島浄水場上系と ｾＱ ＡｉＡＭ ｦ 浄水場を順次通 Ｗￌ＼ する予定で各系統

の'1球々進めており、 2000
0
1イ手には大阪市内全域に高度浄水処理水

をお厄iけする予定である 。

ところで、より安全で良質な 1'，7j/支i争水処理! 水をキ11mいただくため

には、受 ｹ ド問 ｦ や同世 ｹ 同 ｬ ｩ などの給水設備の ｦｩ 託生 Ｑｾ 迎が欠かせな ｌ 、 。

大阪i I i では、給配/l'<Wの整備を進めて水圧を土井させたり、給水加l

圧ポンプを採用するなどして、受 ｹ 同 ｪｹ ゃ ＷＵ 世 Ｗ ｊ￧ｦｲ， ｾￎ がなくても給水で

きる、直結方式の範間拡人- も進めている 。

これまで、大阪の水道はまずいとか、力、ぴ央がするとか言 われて

きたが、高度i1' r水処理水のj迫ノドにより、これらの問題が一挙に鮮がL

し、大阪の水道のイメージが180度転換されるものと期待している 。

大阪市の水源である琵皆自，}Iてのは、 1981年以降毎年のように地物性

プランク卜ンによるかび尖が先生し、資謹治JJ • i出 l体系よりI ! : ol ' <す

る水道に奥臭味がつく原因となっている 。 また、浄水処理過程で使

用される塩素と水道原水11'の有機物の一部が反応、して生成され発が

ん'性が疑われている卜リハロメタンについては、市内給水位水にお

ける総トリハロメタンt改正月叫度が、ノド質基準値以下であるものの、

より安全な水道水の ｩｾ Ｑ［ｦＮ台のためにはそのｻ出戚が必要となっている 。

これらの問題を解決するには、ノドi原の水質保全が何よりも基本で

あるが、原水水質の重)1向をみると、水imヤド質の早急な改者ニは>7. 込め

ない状況にある 。 またtが丘てl J . 、水質分中市支術の急速な進歩に伴い、

j A薬をはじめとして様々なi腿it有般物がj可) 11
1
いこ存在することが町]

らかになってきているが、これらの物質は、濁り成分の除去を主体

とする{ 争水処理対法て.I J . 十分な除去が困難な状況である 。

このため、大阪市ては、水道事業の基本的な使命である「より安

全で良質な水 ｪ を ｴｾ 合するため、災央 Ｑ ，Ｊの除去及びトリハロメタン

の1LC ; i ，成を含む総合的な水道水質の改善を目的として、オソε ン及び粒

状i丙性炭処理による高度浄水処理の導入を図る こ ととした。

オソ' ン処理の目的は、オソr ンのij1!L 、酸化力により、かび失物質を

はじめ、広い範囲の有機物を分解する ことにあり、砂ろ過前の仁l' オ

〆ン処理、砂ろ過後の後オゾン処理の二段オソV 処理を行う 。

後オゾン処理に統〈粒状活出災処理てな、ノド11' の様々な有機仰を

l吸着すると同時に、オソ♂ンとの接触によって、生物化学的な分解が

可能となった有機物が、本立状活性炭の表面に付着した微生物の働き

によって分解除去される複合的な処宅倒J巣も利用している 。

この前度浄水処理の導入により、かび失は完全に除去でき、 トリ

ハロメタンについても大幅に低減可能となり、さらに、オソε ンによ

る1)11力な殺菌力によりクリプトスポリジウムな E の病原性微生物に

対する安全性が向上するほか、以来の除，: } : 持を含めた総令的な水道

水質の向上を図る ことが可能となる 。
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大阪市の高度浄水処理フロー
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建 築 電 気 設 備 編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

建築現場の電気安全の向上 谷本敏和

附きんでん妓術本部 F M'B MI佳進部部長

建設業は現場作業によって、始めて利益が生まれてきます。

一方、現場の安全に対する社会の目 には厳し いものがあります。

現場て'l J : 、次のような ことがいわれていると想像します。

管理者[ " 屯気安全には、 どのような ことをすればいいのかj

作業員 ・ 「なぜ こんな ことをしなければいけないのか」

私たちはものごとをやる場合、なぜ ｐ やらねばならないのかを和ｾ得す

るとやる気が出てきます。

現場に おける事故で多いのは、墜落、落下物及び感電事l吹い、わ

れています。今回は感屯防止につき記述します。

l接地

電気は* と問機、電位の高い方より低い方に流れる↑ 生質があり、

'，"1.!:路の正針2♂= 良による漏i史';w荒I;J:.桜:tl!!).$lを j迅じて、大地 に流出させ、

危険防止をしております。

法的には、人間 と電気設備の保設をするために、次のような桜地

が翻先づけられています。

表 1 接地の種別と目的

干0iIl ))1) 日的 の 概 要

A 種接地工事 ZJJ 圧部分に施し、 ru圧部分の絶縁不良より人 )U) と機器+を保

( 旧第 Hilll 設する。

B秘接地工事 日圧または特別市圧を低圧に降圧する変圧器の低圧{ J ! I); G:

( 旧第 2 種) 路に施し、高圧倒と低圧fW) が辺倒! した場合! こ、人) / 1) と機器4

の保護をする。

C程核地工事 低圧{J!I) ( 400V )ii) 路) の絶縁不良より人! 日iと機器を保護す

( Ir I 特別第 3 筏) る。

D .fJ[接地工事 低圧倒1) (l OOV 及び2 0 0 V 阿路) の絶縁不良より人1::) と機

(111第3 種) 総をi呆殺する。

l低圧回路の漏電遮断器

先般、 r';r1流と人体感応」のテ、、ータを記述しましたが、人間は倣到来

状態にもよりますが、 20- 30mA の屯流がごく細則的に拠句しして流

れると感屯死します。 また桜地工事が施されていても、 図 1 のよう

に危険な場合もあります。

したがって、水気のある場合では人聞の低抗のみになり危険なた

め、法的には漏屯遮断器の設置が4釘先づけられています。しかし図

2 のように D 接地工事がないと危険性もありますので、 図 3 のよう

な設備をすれば、安全性は刊，1M深されます。

l二重絶縁構造の電動工異の活用

労働安全術生法( J j J J第333粂) ては、二重*:e獄抑I造の機，y，ff { f 採用す

ると漏電遮幽向性は省略できるとあり ますが、 図 3 の現場でも、二重

品 色 給油 ｉｾ ｆ 造のＧ，ｬＮＱｦｦｩＩ ｊ 工具を 使 用すると、さらに安全生が向上します 。 安

全については、自ら身を守る姿勢を111"'1呆して欲しいものです。

l電動工具の絶縁の良否の判定

図 4 では⑪までのt色縁がiWJ 定できますが、 図 5 のように停屯状態

では MCT T が開放して、 C 点でiWJ 定てふない ことがあります。

したがって現場て s の持ち込み工具のチェックには、上記の点も考

慮して、 *e議誌が惑いと 必ずi. f f i 決定流が流れる原理! を手l聞して、使用

状態での D 点における漏洩屯流iWJ定による再チェックが必要です。
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Rm=500- 2000 2  

変圧器 MC C 8  

A  

100V 

lg =一一一一一一一一= 5 A

102+102  

50V __ .  1  ・漏電しても、 MC C8 が作動しないため、人簡は

ｉｭｾ 一一一一 ］ＵＰｭａＢ "'1 

10002 - J V o o  ' "  1  感包死するケースもある.

( R
m

= 10002 で計算)

図 1 漏電遮断器 ( E L B) がなく D のある場合
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• E L 8 が設置されていても， 0 がなければ、漏

電は継続したままである.

・人聞が接触し、人体を通して電流が流れて始

めて EL 8 が動作する.

• E L 8 が設置されていても. 条件により、人聞

が死亡するケースもある.

図 2 漏電遮断器 ( EL B) があり D のない場合

Rm=500- 2000 2  

A  

"  

j ← ι i  

ＩＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ ［ ・ー ・・ＮＮ Ｎ Ｎｾ・

← 1m 

100V ｾｃ～＠ 1  ・0 があれば. 漏電時点で EL8 が動作してい

ｧ ｾ 一一一一一一司 ａ ..... 1  

102+102 ._.. るため、人間には被害はない.

( R
m
=1000Qで計算)

'm=日

図 3 漏電遮断器 ( E L B) とD がある場合

電源

図 4 絶縁抵抗計で機器の良否判定が可能な場合

クランプメータによる

ｄｾＯ 漏洩電涜測定

I  ｾ＠ ｾ＠ I  C)点 )L.. I  II旦立目

1 "  ｂ 有 ＱＭ 二 ζ 付 ｉ ，， ｾ I  

電源 一一一Ｋ｣ｲ 、 一一Ｋ ニ ιｾ Ｓ ート Ｔ 斗ＫＭｬＭＭｊ 、ＭＭＰて ｾ ｉ 旦
いACC8 I  :- - ¥、グ MC C 8 M c n  lM)  I慢

アース 一一一 ト一一一 一一. ( >ーー イ. . " I  で- I話

図 5 絶縁抵抗計で機器の良否判定が不可能な場合

( たにも1: 1: しかず)



[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

友田多恵子展一紙の軌跡・原初の風景一 「ル・コルビ‘ユジ、工版画展」

見て、触って、ザラザラする、ひっかかる・・・。そんな

忘れられてしまった感覚 ・感情を呼び起こそうと、造

形作家 ・友田多恵子さんは「触覚J をテーマに作品を

発表してきた。

; 留め漉き( 手漉法の一つ。パルフ1犬にとかした車跡ヰを

貨ですくい上げ紙をつくる) で、紙を素材に* 新たな

秩序と切り捨てられている生命感を表現する。その作

品は、メタリックな屋内空間で存在を主張する。

大阪市在住の友田さんは、 1990年の国際花と緑の博覧

会に作品を出展し、ギャラリ ーてイ固展、グループ展を

重ね、 1996年には竹中工務庖( 大阪) 西本町インテス

でも個展を開いている。

11 月に予定8 れている個展では、手口車氏パルプを素材

に; 留め漉きて遁形し墨てて加彩された作品も出品される。

. 友田多恵子展- - > 1 %の軌跡 ・原初の風景一

日時 1998年11 月23 日伺ト11 月28 日出

1  1  :  01r- 19 :  00 ( 最終日は 5時まで)

建築家倶楽部のフォーラム

建築家や建築業界に携わる有志で 1991年 2 月に結成

された‘ 建築家倶楽部砂による大阪での催し。

園大阪作品展( 入場無料)

期日 ＱＹＹＸ 年 ＱＱ 月 ＱＶ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ ＱＱ 月 ＳＰ 日開 ＹＺＰＰｾＱＸＺＰＰ

ル ・コルヒ'ュジエが70歳前後に告IJ f 乍したこつの版画集

「小さな告白H パニュルジュ」が日本初公開される。

いずれの作品も大成建設コレクシヨン。入場無料。

v ギャラリー自に出品予定 黒地に白抜きの線で欝見されているこの二つの版画集

.... 西本町インテス個展での作品一

段ボールをとかして漉きょげ、鉄サ

ピで加彩する

会場キ' ャラリー白( 老松通り) TEL06引 3-0493

大阪市北区西天満4ーか 14 千福ピル

山本理顕講演会

ひろしま 2045ピース& クリエイトの平成 10年度講演会

を下記のとおり開催。主催は広島市都市計画局都市デ

ザイン室。

テーマ 向日市と公共建築J

から、ル ・コルピュジエが後期の造形活動の中で、線

だけの面白さで若手見することに強い興味を示していた

ことが介かるのではないか・-。

会 期 1998年11 月 9 日(月ト 1999年 1 月22日掛

10 :  Ol r- I  7  :  00 土日祝日 ・正月休みは休廊

会 場 ギ ャ ル リ ー ・タイセイ TEL03- 538 1-551 0  

東京都新宿区西新宿 l 新宿センターピル 17 F  

展 示 「小さな告白J 1957年時肘下、 1960年発表

ーリトグラフ、 125剖限定制作、ムルロ一社( パ

リ) 版、表紙目次 + 1 0枚( モノクロ)

「パ二ュルジュJ 1961年制作、 1962年発表

ーリ卜グラフ、 150部限定制作、ムル口一社(パ

リ) 版、樹氏+ 5枚( モノクロ)

A R T  B OX  NA G OY  A  '98 

竹中工務広名古屋支庖設計昔日員の作品を集めて、今年

も rART BOX NAGOY Aj が開催される。入場無事+。

日時 ＱＹＹＸ 年 ＱＱ 月 ＲＴ 日 ωｾ Ｒｂ 日 ωＱＰ :  00 ｾ＠ 19 :  00 

場所名古屋 ａｔ ピル ・ 特設会場 Ｈｉｆｾｂ ｉｆ Ｉ

会士号 ユニオンギャラリ ー (土日祝日休み) 日 時 1998年11 月26 日閥 ＱＳ ・ ＳＰｾＱＶ ・ ＳＰ 名古屋市中区錦卜 18- 22

大阪市西区南堀江2- 13- 22 TEL06-532- 373 1  会場広島国際会議場「ヒマワリ」 テーマ あるがままのかたち あるがままの生き方

それはすべてのはじまり- フォーラム( 会費2000円・ユニオ ンギャラリーにて)

日時 1998年11 月20日樹 ＱＸ ・ ＳＰｾＲＱ :  30 

詩号，寅 「非二元でみた建築イ町直J

詩，寅者/ 柏木浩一氏( 竹中工務后設計部長)

司会/ 近江栄氏( 日本大学名誉事蝦)

予約竹中工務庖設計部 DDG西村・田中まで ( FAX06

- 538- 5506.， TEL06- 252- 120 1) 。

rBEYOND THE CAT ASTROPHEJ  

神戸大学建築系同窓会「木商会」会員の都市 ・建築設

計作品( 図面 ・模型等) を集めて都市 ・建築展 '98が神

戸三宮のさんちかホ ー ルで川月 ＱＹ 日 ｾＲＴ 日に開催さ

れるのに因み、シンポジウム f BEYOND THE CATAS-

TROPHEj が開催されるカえこのほどその内容が具体化

しTこ。

日時: 1998年11 月21 日出 15 ・0ト 17: 00 

会場: 兵庫県教育会館グランホール

神戸市中央区中山手通4- 10- 8

TEL078- 29 卜0891、参加無料、申込不要

出席高橋銑一氏( 第一工房)

藤森ｾＡｬ信氏Ｈ東京大学孝対受Ｉ

狩野，' i ! ; - . i E天( 神戸大学専対受) 一司会一

問い合わせは、神戸大学木南都市 ・建築展実行委員会

事務局 ( TEL078- 803-1008) へ。

広島市中区中島町 1-5 TEL082- 242- 7777 

定 員 500人( 入場無料・当日受付)

内 容 q清，寅山材顕氏( 建築家)

いま「索 S Oj なるものとの対話がもとめら

れている

② f ネルディスカッション「都市と公共建築J

パネラ 一 山本瑠賊/ 大井健次氏( 広島市

立大学芸術岸部耕受) / 池本良子氏( さわやか

ネットワーク代表)

内 容 (A) ART BOX- - 3伽前ここめる「ものづくり」の

想い

(B)  MASS ART- -諒 部 員200名の集合作品。

古新聞を「かたちJ として再生させる

老人保健福祉施設の建設に関する総合講座

介護f果険を見据えた施設運営の実際、最新の事例紹介 設建設マニュアJ レ作成部会委員)

の講座制紛シルパーサービス振興会の主催で開かれる。 ・施設計画/ 萩回秋雄氏( 筑皮技術f短期大学耕受)

会場安田火災海上f将剣悌耕土ビJレ・2階大会議室 ・事業運営/ 山崎敏氏( シルパーサービス振興会主

東京者| 務庁宿区西新宿卜26-1 定員200名 席研究員)

会費 一般30000円( 消費干弘テキス卜代含仁) ・1998年11 月27日悩 9: 3ト 16: 50 

自治体関係者20000円 ・措置制度から介護{ 呆険へ/ 岩田克夫氏( 社会福祉j去

申込 11 月16日までに所要事項を記入した申込書を 人聖徳会王里事長)

郵送または FAX で、 (紛、ンルノ fーサービス振興会 ・ターミナルケア括支の計画/ 松本啓俊氏( 東北工業

老人倒建領才的信鋭意合講座事務局( 干 102- 0083 大学教授)

東京都千代田区麹町4- 5- 21ぺ卜口ノ、ウス 4F 、 ・痴呆性高齢者グループホームの計画/ 外山義氏

TEL03- 5276- 155忌 FAX03- 5276- 1556) へ。 ( 京都大学大学院教授)

. 1998年11月26日附 9  :  ＲＰｾ＠ 17:  00 ・デイサービスセンタ ーの計画/ 上野淳氏( 東京都

・介 護 僻 餅IJ 度について/ 辺見総氏( 厚生省老人福 立大学大学院耕受)

ネ止j辰興課課長補佐) ・老人{ 呆健福祉施設の事例紹介/ 野村 童文氏( 日本大

・事業企画 ・建設企画/ 糸山 剛氏( 老人イ剰崩冨祉施 学事局受)

建築と社会 ・l蜘 11 55 



月間の動き
【平成10年 8月分】

議 事 ( 1) 9 月号「建築への証言'98J 特集広告経過報

理 事 会 告 |  建 築 ク ラ ブ

第 3 固定仔IJ ! 里事会 (2) 10月号「ゆれをとめる」特集広告経過報告 第 316回 朝 食 会

2 6日 Ｔ 時 ｾＵ 時・於本会会議室 (3) 11 月号「医療施設J 特集広告車五島報告 4 日 Ｘ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 介・於リーガグランドホテル

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 28名 (4) 12月号 rJ R西日本」特集広告経過報告 演 題 旧 本 の 未 来 の ウ.ィジョンJ

(5触自特集企画経過報告 講 師 安 田 喜 憲 氏議 事 ( 1)入 ・退会者承認の件

(2){圭援名勤ijx認 の 件 (6)(乍品作風関係報告 ( 国際日本文化研究センタ一事対受)

(3):1事業報告 (7)平 成 10年度新建築調査の方法について 参 加 者 44名

(4)その他

第 4 回会努主里事会

2 6日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 銭 高 倫 理塩脇) 両副会長ほか 5 名

オフ'ザーノ てー/ 甫川会長、三品副会長

議 事 ( 1)入 ・退会状況報告

(2)今後の進め方

編 集 委 員 会

第 5 回紫材と技術が生み出すデザイン幹事会

3 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 砂 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ＹｾＱＲ 月号テーマの内容検討

第 4 回施工ヰ4料 介 科 会

4 日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出席者 小宇佐八重委員ほか 3 名

議 事 ( 1施工材革特寺集の企画

(2)  r施工材事初〉頁J の 企 画

第 5 回会員企画小委員会

4 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2凍庁しい企画案について

第 5 回構造介科会

5 日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 松 村 委 員 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 10月号「ゆれをとめるJ 特集結晶報告と検

言寸

(2)  r，概 畠 の 頁J の 企 画

第 3 回大阪市都市整備局営繕剖玲寺集会議

5 日 Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出席者里子上氏ほか 2 名

議 事 特 集 企 画 の 検 討

第 5 回編集委員会

6 日 Ｖ 時 ｾＸ 持 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 8 名

議 事 ( 1) 9 月号「建築への証言' 98J 特集経過報告

(8) 1 &支状況報告

第 2 回計画系介科会一計画系

17日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ＳＰ 介・於本会会議室

出 席 者 小 浦 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1) r建 築 の 、 ら し さ つ 特 集 企 画 報 告

(2) 2 月号計画特集の企画

第 5 固法令介手話量

19日 Ｒ 時 ｾＳ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出席者炭崎幹事[ まか 5 名

議 事 ( 1) r法令コーナーJ の 企 画

(2凍年の法令特集の企画

第 5 図作品作風小委員会

19日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介・於本会会 ｚ 教室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)f乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2) 1 乍品の選定

(3)  r g剖 leryJ r S KE T CH BOOKJ 掲 載 報 告 ・予

F 晶 、

Aと

(4 ) 11 月号会員作品特集号

第 5 回 設 備 併 捨

2 6日 Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 谷 津 委 員 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r設備の頁」の企画

(2)  r基礎講座j 継 続

(3漉庁シリーズの企画

(4編 集 委 員 会 報 告

第 4 回大阪市都市笠備局営繕剖1特 集 会 議

27日 Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 野 上 氏 ほ か 2 名

議 事 特 集 企 画 の 検 討

事 業 委 員 会

情報小委員会写真研究会

5 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会殺室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 発 足 発 起 人 会 打 合

(2) 10月号「ゆれをとめる たえる技術からか |  建 材 委 員 会

わす技術へ」特集経過報告 第 5 回建材委員会

(3) 11 月号「会員作品J r医療施設」特集組晶報 2 0日 Ｓ 時 ＳＰ 分ｾＵ 時 ＳＰ 介・於本会会議室

告 出 席 者 元 木 副 委 員 長 ほ か 5 名

(4) 12月号「第4 5回青年技制措J rJ R 西 日 本 建 説 明 会 防 水 層 再 生 工 法/ 側アクアテ y ク

築 作 品J 特集経過報告 議 事 今 後 の 検 討 建 材

(5)シリース頁経過報告、ほか

(6崩氏改訂について

第 4 回広告企画小委員会

6 日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 回 委 員 長 代 行 ほ か 6 名
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80年 史 編 纂 委 員 会

24日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 笥1委員長ほか 4 名

殺 事 80年史編纂について

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 l 名〕

旭 興 側

〔個人会員 17名〕

児{自王彊股肘}

謙

国{代日直位錆計}彦

阿(阿久久J議宰Z友E嗣嗣司区暗 所 } 井 上( 開谷組利}美

太(住田宅田市盤亘情公団} (伊川直瞳本聾段肘直・義4 所)

郎{賞選興撞勇聾4師票3腰掛 所 ) (瞳軍笹副木タ市デ股イ針才イ}篤ンタ ー

T件(竹中寸工輔庖晃)  中谷 s浩! ) 之

( 大林

務{白田木世計哲) 也 (白宮土圏本構ひ股計ろ移み輯所}

山 本( 臼瞳股啓計史)  

阪石府瞳塚担な割ぎさ

(* 市圏)

木 下{ 久米位卓計主}主

竹 島( 血島瞳腔剛}  

イ中田(鹿島雅理股j羊}  



特集

2001年の医療施設

作 品 事 丘 竣 工 し た 病 院 …… ………. ..… … … … … …… 県立延岡病院

和歌山県立医科大学附属病院

序論医療福祉の建築に観る … … … … ・…… …… … … … ・… 池 田 有 隣

各論医療をとりまく環境の変化・… … … … … ・・辻野 純徳/ 西井美彦

外来が変わっ てい く … … … … … … ・… … … … ・・・松村 孝治

バーチャルテクノ ロジーは病院を変えるか … … …… 細入 誠 一

事 丘の病棟の流れ … … ・……… … … … … … … … … 羽生 克 彦

昼夜を過ごすベッ ドまわりの改善 … … … … … … …… 藤記 真

おいしくなる病院の食事…… … … … ……… ……… … 三 浦 満 雄

いざと言うとき頼りになる「病院」 … … J … … …… 一大 久 保 進

院内感染と感染症及び感染症患者医療法をめぐってー辻 野 純 徳

痛みを超えて … … … ー… …… … … …… … … … …… ・犬 飼 直 樹

今、「病院建築J が面白い … … ……… … … …… …… 久保田秀男

プロジェクト 2001年に向けて一一これからの病院 一… … …… … …… 15作品

本主デ科別編集車料1

池l羽有隣( ' ! t : 家造形芸事f.D-.--"l.=<樹受)

辻町 ｾ ｉｴｲ 徳 Ｈｕｒ 設 計 ＩＯ 羽 生克 彦 Ｈ 安 井建築設計事 務所Ｉ

松村 孝治 Ｈ来知陛 築 ｾ ｬ も 務所 Ｉ Ｏ 細入誠 一 Ｈ竹中 工務応ＩＯ久 保田秀男Ｈ日 建設計 Ｉ
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正 面 玄 関

全 景

58 建築と社会 ・1998. 11



県立延岡病院

設言十 日建 設 計 ・日 新建 築 共同 企業 体

監 理 宮 崎県

日建 設 計 ・日 新建 築 共 同 企 業 体

施 工 C  1期 ) 戸 田 建 設 ・銭 高 組 ・上 田 工業 ・松 本

建 設 特 定 建 設工 事 共 同 企業 体

Cll 期 ) 西 松 建 設 ・戸 田 建 設 ・上 田 工業

特 定 建 設 工事 共 同 企 業 体

｡ρ ｲ［ ｬ｢ 制 ｌ 北昔 ｉｬ のｴｩＧｾ 3 次医僚を担う 地域 '1' 核病院で、迎用しながらの約

5
1
1:. 1l¥J 3  ｊ 切にわたるｾｪｬｊ也処替え工 ｾ ｊ ｾ によ っ て改築された 。

，: 石川の病棟の形にゆるやかな l且l線ぞ採JTJ して、 とかく fJ lI まった形の

多い病院の外観に、やさしさとアイデンティティを求めるとともに、

ＱＱＱ Ｑ おド完にも Ｑ ｬｬＮＧわれていたアースカラーのタ ｰｬｾ タイルにより、 ｉ ｌｩ々に

凶まれた延岡市の自然E21境になじませた。

また水平線を強制した、避難とメンテナンスのパノレコニーや r-Il 、日

除け の コンクリー卜ノレーノ ｦ ーが、雨問符 ｉｾ 奇の強い ｮ ｻ，ｊ・ ｴ しを 受 けて ｩ 架

L 、陰JJ 診を務とし、*，' f - i ' J &ある外物t とな っている 。

ノドのせせ らぐ、池に囚われた玄i具l ロビーは、行き先カリ.!. il主せる大きな

吹き抜けとし、病棟の形に合わせた I.UI 線の受付カウンターが、ステ

ンドグ ラスや陶版画、 ']，庭の彫刻とともに、 j心者さんをやさしく迎

える。

1 ・2 附には、外来音IlI" J と検査音Il 門をわかりやすく配置し、特 に 外

来昔Il 門は、 玄関ホーノレから中庭で下品てることにより、 玄|民l廻りの11立

操か ら ｴｾｭ れた静かなゾ ー ンとした 。 各附 Ｒ 右護持 Ｑ 位よりなる病棟で

は、忠字i に近い肴設のためにナースステーションを各単位の小心に

［設け、また Ｓ Ｑｬｽ｜Ｇには手術古 ｉ ｬｉＢｾ 、 ｉ ｃｕ 、救急病棟、循環総病棟、アン

ギオ材 ｬｬｩｪ ＨＳＮ ｾ 主ーなどの高度救急医療膏日 門 を集約した 。

インテリアは、 これまでの白くて殺風対な病院のイメージを一掃 す

るために、内装や手倒りなどに木質系の材料を多用し、 ｉ ｌ ｬ ｬ 、ｾや 天

Ｉ Ｑ Ｇ をＡＡＨｾらす間接照明と併せてやわらか ｌ 、雰囲気とした 。 またｉｩｲＮ別に

バステノレ色のやさしいテ ーマカラーを決めて、エレベーターホーノレ

の壁やナースステー ションのカウンタ 一、サインなどにポイン卜色

として純して L 、る 。

そのf也、病室 トイレの扉の舗に設けた手術りやエレベーター篭内の

II i l : c J 卦け、男女トイレ共に設けたベヒ、‘ ーチェア一、自重) ] 7]<栓の手洗い、

各病棟にも設けた，.11: 話ブー スなど、必者や家族に関白志し た。

所 在 地 宮 崎 県 延 岡 市 新 小 路2 卜 10

敷 地 面 積 28 ，382m'  

建 築 面 積 8，141 m'  ( 伝染病棟を除く)

延 床 面 積 30 ，947m'  (  グ )  

構 造 規 模 S R C、BI F、7 F、P 2

病 床 数 460床 ( 伝 染 病 棟 を 除 く )

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾＱＹＹＸ 年 Ｗ 月

最 寄 駅 J  R 日 豊 本 線 ・延 岡 駅

撮 影 S  S 九州、アイオイ ・プロフオー ト

( 拠長除飲/ 日建設計)

玄関ア プローチ



④ 

配 置 図 I  :  30∞ 
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和歌山県立医科大学

附属病院

設 計 教 育 施 設 研 究 所

監 理 和 歌 山 県

教 育 施 設 研 究 所

施 工 大 林 組 ・戸 田 建 設 ・銭 高 組

特 定 建 設工 事 共 同 企 業 体

和歌山城の北隣にあ った旧敷地から、ここ平n:fxのIlnの地 に新たに移

転し分校とも統合された。 この地はT引にから Ilij と大刻矧府系L 、場所

である 。

附属病院は医科大学の教育病院としてだけでなく、県内や大阪泉南

地区の椴々な拠点病院としてのf. i L 置付けがなされて仁、る 。病院は 8

万m'ぞi也える大きなボリュームになるためおMI析や低用断て、総々な

分節化が試みられている 。 病棟階でのＱ［Ｚ全ｾＺ・ＺＰ Ｑ や省 エ オ、対策などで

会周にパノレコニ ー を設け、低 ｪ 荷ｉ￭ＧｩＺｾの届 ｼ 二 も ， ｉ ｐ ， 来る ｼ 浪り緑化を西以Ｆし

ている 。 ｬ￯ｌ ｉＺ ｊｬ［ｾ には外来 ・ ＱＱ ［削 Ｑ 食堂を、 ｦ 南京 ｔ 釘 ｻｗ ｝ｬこは デイノレームを

設けているので眼 下に和歌のli I ' f や紀淡湖吹 ・紀三井寺等の美し L 、う;t

観を楽しむことが出来る 。

デザ、インテーマは全学にわた って iilij や森 ・生 命j とな っていて、

病院で. はf邸朽のバノレコニーや 2 附外米ホーノレの吹抜け天井や受付カ

ウンター背I ( ij 1i;i に波のテーマが使われている 。外来や病棟のエレベ

ータ扉には生命のうねりを感じさせるデザインが、病院正而織の避

難階段外ぽには DN A の 2 霊妙技がテザ、インされて t 、る 。

病院は来年 Ｕ 月の開院となるが、今 Ｎ ｬｬｽＺＺ 後の滋備にあわせて ｗｾ ＱＧｆの

工事力消品t されている。

伏 河 原 宏 夫 ・政 LI:I 俊 夫/ 教 育 施 設f目的り斤)

所 在 地 和 歌 山 市 紀 三 井 寺81 ト l

敷 地 面 積 88 ，215m'  

建 築 面 積 IO，993m'  

延 床 面 積 84 ，531 m'  

構 造 規 模 R  C 、 S 、S R C、日 I F、 14 F、P 2

病 床 数 800床

工期 ＱＹＹＴ 年 ＱＲ 月 ｾ Ｑ ＹＹＸ 年 Ｗ 月

最 寄 駅 J  R紀 勢 本 線 ・ 紀 三 井 寺 駅

撮 影 島 修 ー ほ か

4車準階病棟平面図 1  14∞ 

外 来 ホ J レ吹抜け

E 亙亙E

2 1皆平面図 l ・1400
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序論

医療福祉の建築に観る

池 田 有 隣

宝塚造形芸術大学教授

T 県Ti l i 、唯一の県立中: 9 B 丙院がある 。 2:J1Ji に分りて全面的に建

て替えられ、 Ｒ 年前に 完成 した 。 地上 ＱＰ 階、地下 Ｑ 階、延府間 Ｑｾ 約

65 ，700m'、800床を有する 。施設内容は、総合病院に加えて癌、 {. 峡

忠、脳血管疾患、数命救急、母子医球、和漢診療、緩和ケア医療な

ど幅広く奥j架い各種のセンタ 一特 |生を持っている 。今こ こでこれら

の機能や計画を詳述するのではなく、造形の概略を眺めてみたいと

l週 ζ

d也、ノ 。

全体は、平面でL 型の病棟と、中央診療棟、外来診療棟の大きな

3 ブロックから成り、ホスピタノレストリ ー卜てや南北にllil hを取って、

. それぞれの棟のサブストリ ー卜 に結ばれている 。縦交通の配置とも

にわかりやすく、また〆ーニングと各種のアプローチも明快である 。

特に中央診療棟と外来診療棟との間にある吹き抜けのホーノレは 「病

院の中の公園」と称し て、緑豊かなイメ ージの演出i を試みた。 この

ホーノレはロビ- 1 : して外からの主玄関に対応する 。

主玄関の外相IJは方、ラス壁面が上まで立ち上がり、左手の病根汐持見

と右手の外来椋ブロックの聞に、透明感のある 心地よい コンポジ‘ シ

ヨンを形づくった。 この導入部分は来院する人々に温かな深みを感

じさせてくれる 。 よくまとめられた集約度の高い建築であり、その

上現庄駐車場となっている周辺地 には、なおゆとりがあって、将来

の拡張も可能である 。大j見棋ながら威圧的てないのは、敷地に余絡

があるからであろう 。

さてその院内の設計は、木質系の家庭的なインテリアデザ、インに

より、ディテ ーノレの隅々 まで神経カ苛子き届いている。公共施設であ

って人間味のあるデザ、インは卜分可能だと実感する女子例であ った。

S 県 SI II T、小さな老人施設、テ1 サービスセンタ ー と地域集会施

設を合築した建物がある。延床面積約1，300m'、R C造 l 層、近年竣

工した。管理事務室を抜合点として左の翼にデイサービス、右の翼

にふれあいセンターが配置される 。テ1 サービスの機能内容は普通

一散と 差 はないが、この建築の特色はインテリアとエクステリアの

全体が、極めて洗練された優れたデザ、インによる ことである 。

周辺は山と糊に接する美しし、自然環岐の中にあり、古くからの民

家の集落と隣合う。その中て著しく自己主張する ことなく、違和感

を与えず、 しかし一味違う風絡をさり 気 なく醸し出すのに成功した。

町並みに溶け込んで、 しかもリ ー ドする f鰭 IJ 制] _ っている 。

インテリアは木と土のねくもりが伝わる材料で1:t. 仁げられ、思い

のほかカラフノレて、、ある 。お年寄りの賑わいが実にI1)' J るい。庭はt札

白樫、池、流れい、った部材が巧みに使われ、イ止し、塀に沿って玄関

へのアプローチがある 。屋根のいぶし銀と、白 ・赤 ・グレーの 3色
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に塗 り分けられた漆11食とが美しい色彩構成を見せる 。小規模 t はい

え、コミュ ニティに根差 した、まちづくりに生きる建築のあり方を

示していた。

五U二、スケーノレと機能ともに全〈異なる 二つの建築物を見た。一

方は地域中心の大矧指志創丙院であり、 一方は地区中心の小力廿英老

人テY サービスセンタ ーである 。 目的と内容は違うが、共通して言

えるのは、人の身体と心を癒すための場であり、自然の環境をうまく

取り込み、あるいはそ こに溶け込んだヒューマ ニティ豊かな空間づ

くりというあたりであろう 。いずれもデザインが建築に生きて反映

し成果をもたらした医療欄吐系の施設の優れた対照的な事例と見る 。

中高層の建物を一見すれば、病院は病院らしく、すぐそれとわか

る。 どうしても病棟の立ち上がりがホテルやマンションの類と違う

からである 。理念的に商業建築とは別の存在だろうが、 しかし魅力

をも って人を引きつける建築ではありたい。建築作品を様式や主義

主張で型分けし、論理づけたがるのは建築学の通例だが、医療樹止

系の施設には定ま ったパタ ーン化はなじまなし、。基本的なコンセプ

卜は、これらの建築が人の一生にかかわる生活環境施設であり、さ

まざまなインテリジユン 卜機能を持ち、それらを複雑に総合化した

性能力f求められるという点である 。単なるモニュメントとしての建

築ではすまされない厳 しい条件の下に置かれている 。

極限の状態にある患者に対応て王るスペースづくりを第一義とす

れば、次はそれをいかに構成し、デザインするかである 。 これまで

機能的な施設計画lの研究は長年にわたって蓄積が重ねられて来た。

医療技術の進歩に伴う変化はあるが、建築計画の方法論としては一

定のレベノレに達したと見てよい。 これか らは、 ここ から生じるもの

が造形の上で類型化しないように、何らかの殻を破って抜きんでた

デザ、インになるかどうかにかかる 。デザイン上の可能性はまだまだ

引 き出されると ころがある のではないか。見掛け倒しの建築物では

ない本質的なデザインを求めたし、と願っている 。

近年いろいろな建築仁アトリウムなる吹き抜けと万ラス屋根がは

や っ てきた。病院も ｦｾｐ 多分にもれない 。 ホスピタノレプラザ、ホスピ

タノレストリ ート、 ギャラリ ー、ア ーケードの名で、病院各部をつな

ぐための軸として全体の骨組みに利用するのに好都合である 。先例

の病院の中の公固といった優れた設計も数多い。外来者や長期慢性

・高齢者向きのアメ ニティ空IM-J としては有効だろうが、急性の短期

入院には直結しないし、患者はそれど ころでなし、。光庭 ・中庭の歴



史は古い。少なくとも病院のデザ、インの特色がアトリウムにありま

すとは言ってほしくない。

また商業的な空間や駅タ ー ミナノレ、集会施設に見るような形のゆ

がんだもの、オフージ、エのようなもの、モニュメン卜としておもしろ

そうな医療施設にもお目にかかるようになった。しかし病いを持っ

てヨ!とている 人I[¥J の原点の感党に立って桜する空間としては、まずふ

さわしくない。t:.t ，ごてーさえ平衡感覚が不安になっている患者が、ふ

と見上げた壁や柱が斜めに立っていたり、天井が傾いていたりする

のは祝Tι 上、 心理的に L、かがなも のか。 これは医師か らも指摘され

ている 。垂直 ・水平 ・円弧といった基準的なスペース感覚が、 この

際には大切な因子となる。患者には余計なことに気を使わせてはい

けない。てらうことのない自然休が望ましい。公共的な所てや既に一

般化し たエスカレーターでも無理な条件の人は多 L、。; 平; にこまやか

な回目I，¥I ! : が必要である 。

自称「忠者学J の古いキャリアと私は自認している 。ふだん予約

して外来へ行って長時間待たされたら、その間に人の流れ、溜まり

具合、スタッフの動きなどを眺めて研究に資する 心境にある 。待ち

は忍耐力の養成を兼ねて貴重な観察制究の時r : ，r J となり、普通の統計

的な調査とは別の、忠者の立場から極めて経験則的な知識を得る の

に 衡 の。

私は住んで‘ し、る K 市の二つの公立病院に 6週間に 1 回くらいのさIJ

で通院している 。両病院はその性格や目的が泣い、また建物の来}r lFI

があって同列には言 えないが、診てもらって検査を受けて会計 t 薬

局に至る行程について、忠者としては共通の感触でコメントして良

いだろう 。 まず両者の最大の違いはカルテの保管方法、そして診察

券カ ー ドによる情報システム化の有無にある 。 自動受付機は便利だ

川崎間帯によって行列ができるし、予約制でも待ちは生じる 。特に

会計地理は、スタッフの動員数と樹成の台数に応じ て限度がある の

か、両方とも同じくらいの時間がかかる 。担当別に患者 11乎び出しの

アナウンスをうまくソ矛ーニ ングして流しているが、居場所がちょっ

とずれると聞こえないから油断できなし、。カー ドによるシステム化

で効率は良くなったが、スタッフ聞の連絡不十分は残る 。最終的に

は人間的要素が伴わなければうまく行かない。

ベッド周りの粂件は大変向上した。生活環境の質と量の点てい国際

的レベノレにあと一歩である 。何となくゆとりがほしいのは、ぜいた

くだろうか。装置備品も工夫されているし、木の香りと温かみのあ

るのは好ましいが、ど こか今の住宅辛|背に似たような感なきにしも

あらずである 。

身体の不快な時に集団生活が脱なのは私だけではあるま L、。佃室

が望まれるのはプライパシーの要求から当然だろう 。伊| 室以外は 2

床 4床あるいは 3床 6 床の単位となるが、詰め込まれた 3 床の中央:

B席はもちろん不評、気分的に宿る蔭なく領域不安定で、ある。私な

らロッカ ーのそばでナースにも近い廊下i!ll JC席を選ぶ。

横臥して気づくのは天井の相である 。上向きに寝て毎 日付き令う

のは、 j末の柄ではなく、天)1
0

材の貼り方、そ この器具の位置、汚れ

具令の類で、どうも設言怖があまり気にしないですます部分ではな

いか。天井画を描けとは言わないが、インテリアて''1:1. 天:) 11J 斗こげに

もうちょっとの何かがほしし、。

老人保似包設など高齢者の生泊施設では、孤独感を避けるよう、

ある干呈度のグノレー ピングを保って付かず離れず、個室でなくて個室

に近い状態にあるのが望まし L、。後数床ならキューピクルカ ーテン

だけでなく、家具ゃf$t ; ! 子風のII ¥J 仕切りてι 時泉を遮ってやるとよい。

全員集合の大食堂もうれしくなし、。 とにかく住居司の延長続L ! : J こある

心遣いが大切である 。

阪キ11
1・淡路大震災によって防災拠点のあり方が再認識された。医

療施設が最も頼りにされる公共的使命を持つ ことも、よくわかった。

不幸な ことだが、 1nf カ主Fが起って初めて建築物の性能剖刊ill Iが論じら

れるように思う 。 これまで多くの調査分析カ言行われ、問題点が|切ら

かになったが、病院施設では、いわゆるライフラインのｻｉ ＧＨｲｾ 保、多重

阿路によるその保証、 とりわけ木についてキ合7ド初球の問題が第ー と

された。

4- FI、検査機器や医療技術の進歩は目党ましいものがあり、 円帰

りの手術すら可能となった。医療施設の設計iJ!i Hま常に柔秋な対応、を

必要とする 。 5年単位10年単位、否もっと細かく何らかのリニュー

アノレカ f求められる 。 そのサイクノレを十分考慮してなお、より碓間た

る連築物てある こし これはデザ、イン以前の基本的条件である 。

現在、医療ネ酎止の考え方は大きく変りつつある 。その巾て市齢者 ・

老人のための施設は、需要と i;! 1 J . 合のバランスを見せて増加している 。

これか らは、多分に病院施設とのA携、チームプレーが必要となる

だろう 。中央北、 共同化て3 る部分と、分散化して扱える昔11分とを

効率良〈組み合わせるな E、医療福祉系の施設全体の複令化、体系

イヒを併せて計画されるかもしれなし、。 目まぐるしく変動する医療福

祉の分野の中で、多様な方策に対応する新しい優れた建築デザ、イン

の出現に期待したい。

(l 、けた. ゅうりん)
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各 論

医療をとりまく環境の変化一一保健・医療 ・福祉施設が変わる

辻野純徳/ 西井美彦

ユー ・アール設計

医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 の 流 れ

厚生向型平成10年版は“ 新しい時代の医療サービス" の一つ、 4

月1 Rより施行された第 3次医療法改正の要点を次のようにまとめ

てｾ， 6 。①医掠を提供するに当り、適切な説明と受旅側の理解( イ

ンフォーノレド ・コンセント) 、 ② ( 有床) 診療所の療養型病問洋の設

世( 移行への道) 、③かかりつけ医等の支援として、地域医療支援病

院の位置つV 、 ⑩也域医療ヨ捜病院や療養型病床群の整備数を二次

医療圏毎にがLtlJ lJ 、等々。さらに医療サービスとして、 ④医療におけ

る情報提供の行副主としての診療幸胸抑l紺I ( レセプ卜) の開示と、 J21

者へのｾｾポ録ＨカノレテＩの提供、｀第三者機関による病院機能評 仰 ｉｪ 、

の医療技術の司令! 日等をあげている 。

1948年医療法が設定されて以来、国民皆保健 ('58)、老人医療費無

事|化 ('73) 等、高齢者も含めて高度経済成長期のばら色の道を歩ん

で来た。1963年老人福祉法が1j I 1 ! 行され、特別養護老人ホームなど今

迄の生活援助から必要な介謎を提供て3 る施設づくりがはじまった。

国民医療官の増大に対する抑制策、長寿' 1 : 少子化も含めての高齢

化 率の増大への対策は目前のｾＡｲｵ，垣だが、抜本策もないまま、 ＱＹＷＲ 年

老人保制措が設定された。 その頃、臨沫の先進国に比べ病床数も多

く、入院JtJ JII ¥J も長〈、機能分化もないわが国の病院実態を分析した

病院の新しし、展開に関する研究( 橋本芳三 男 病院管理研究所々長)

が示された。わが国の病院が、 コア病院からホテル ・アパートに ま

で分類できる実態まで示された。

1985年、地域医療計画ぞ核と して 医療法の改正が行われ、二次医

療圏の設定と医療圏毎の必要病床数の設定と規制がはじまった。 ま

た、病院 t 家庭をむすぶ社会入院問題等から、 It l
間施設に対する検

討が行われ、 '8併F には老人保健胞設が発足した。そして急激に ニー

ズ 問4 した高歯緒対策 t して Y ーノレドプランの策定" ('89) が、翌

年には老人福祉法等 8法の改正カ f行われてきた。更に '92年には特定

機能病院や療養型病床群など病院の機能を分矧する第 2次医療法の

改正が、翌 '93年には精神科医療の大改革とされるお抑11保健法の改

正、 '94年のゴーノレドプランの凡直し、そして今、第 3次医療法の改

正と ，矧吐医療の枠組を変える介護保険法の設定がなされた。

表 l は、 医療施設の機能分化の過程と今後の予ill l比二松田朗氏( 匡l

f L 医療 ・病院管理研究所々長) による 。 10年前には病院 t 診涜所し

かなかった医療施設と、特別養護老人ホームで看護や介殻をうけて

いた高齢者が、 ＲＰＰＰ 年には医協保健てや ｊｦ 有われる急性 ｾｴｮ 病院 ・ 世 ｉ ｾ ｅＡ切

病院 ・地域医療支援病院 ・特定機能病院( 病院 ・診療所の) 療養型

剰刺洋の入院施設し介護保険でJ l 伝われる( 病院 ・診療所の) 介護

療養型病問作、老人側連施設、特別養設老人ホーム などの介制J包設

にふるい分けられ、 こぼれた 11 . 1 端緒は、デ、イケアセンタ ーやデイサ

ービスセンタ ーなどの通所施設し訪問看殻ステーションやへノレパ

ーステーションか らの在宅介護に振り替えることになる 。耳なれな

い新しし、呼称、の施設が続々誕生する 。

多様化した施設とは

このように病院や介殻施設の機能分化で、“ 建築設計資料集成"な

どにある病院のかL院計画や部J"J 月IJ 而積配分のi標準型論は通用しなく

表 1 医療施設の機能分化

1 9 4 8 Y  1 9 9 2 Y  1 9 9 7 Y  2 0 0 0 Y  

( 松I l J !'!}I) 
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なる 。 それだけではなく、分化 された機能それぞれで、その目 的に

添った郡安や看殻 ・介護が、形態 も異り、ハード もソフ トも形を変

えた提供が必要 となる 。病室 (居室) を見てみる 。表 2 は、宅腕:施

行されている病院や{呆健福11:11: 施設の病室又は居室廻りの基準である 。

同 じ老人を扱いながら施設によ って病室の面杭も、廊下幅 も、 付属

施設も大幅に契っている 。

病室面積については医療法 (1948) の基準は低すぎるため、加算

や補助をつけ 8.0m'/床に誘導しようとして い る。老人保健施設の

8.0m'/床、特別養護老人ホームの10 .65m'!床 ('95までは8. 25m'/床)

と比べると( 便所、浴槽を含むこともあるので) 低L 、都住である 。

病院の廊下幅員 1. 6 m、1. 2 mは、ベッドやストレツチャの移動に

は狭すぎて使用できな L、寸法である 。療養型病関非・老人保健施設・

特別養護老人ホームの中廊下| 隔の 2.7 mは、両側 の病院や居室等に

車椅子で出入する高齢者がもたついても、 中央は通れる 帽である 。

既存の病院では比べようもな し、。

患者又は入居者のための附属施設は医療法で広さの規定はない。

言幼 静 闘川の食堂加算の 0.5m'/床があるが、療養型病床; j t - r ニでも 50床 1

看護単位 t すると 1. 8，げ/! . 末、老人保f出i包設の痴呆朝ヨ守棟の4.5m'/ 人

と表 2 のように格差 は大きし、。介護保険導入後、 この格差は改めら

れるか、 幸|調1格差 になるも の と見込まれる 。

多様な施設内での食事のとり方も大幅に変るはずてある。 一散 病

院の食堂加算が0.5m'/床j ;J J こなので、食堂の席数は病F庇患者数の比

一% で、あとは食事カf とれないか、病床上での食事 という ことにな

る。患者の食事の50%五L 七を占める治療食は、中央 阻l善して栄養士

のチェックをうけ温冷蔵間!普車で運I!' れその忠者に間違いなく届け

る必要がある 。中央面白揺は、老人{制定jj包設や特月 IJ去を殻老人ホームてや

も一般化 しているが、よいのだろうか。

長期療養や、痴呆性高齢者となると 、食事の盛付や 阻l善も生活の

習慣を崩さぬ機能縦断に必要な行為である 。梢千I j 刷病棟ていの病棟キ

ッチンの試み( 松山記念病院) や l 病棟 2 キッチンを常に使う試み

( 浅香山病院) 、特別養護老人ホームてゆ小クツレープ (8床) 毎の食

堂、キッチン( 自ら持込んだ食器引先う食若出先i和機をもっ) の試み

( カリタス 21) 等々 、中央自白l普の枠を こえたそれぞれの機能にあわ

せた食事の提供が要求される時代である 。

病院が変る、福祉施設が変る

2000年、新コ、、ーノレドプラン達成のとき、次の数が見込まれている。

特別養殻老人ホーム 29万床

老人保健施設 28万床

介護療養型医療施設 19万床

65歳以よ の人 口 17.2 % (21，870千人)

平成 7年現在1，256千床とも し、われる 一般病棟 (有床診療所は含

まず) 、 362千床い、われる柏村昨|病棟、 33千床といわれる梢判l病棟

はどの様に姿 ・数に変貌を遂げているのであろうか。 もうすで1こl

万床の伝染病棟は 1，700床に質を上げて転換する ことにな ってし、る 。

病院が変る、介殻福初茄設が変る、医療け酌止の仕切がとれ再編

成され、やがては競合のH寺が来る 。21世紀は病院や介殻福祉jj 包設の

設計も型を変えるにつカ f いない。 ( つじの よしのり) ( にい、 よしひこ)

表 2 医療福祉施 設の病 室面積

病室蘭積

廊下阿
その他必者 ・入居者

中廊下 J i 廊下
のための 附属施設

ｼ 去￬ｊ，ｾ法
4.3m'/床 l. 6m以 l二 1.2m 以上

( 病院最低基準)

ｼ 互依 環境加 ｉ ｴￎｾ 6. 4m'/床かつ 8 m'/ l末全病室

"  

11 

食笠力 ｵ ｚｩｬｾ の 場合

( 保険診僚報酬) (病室 内の使所 ・浴室を合む) 0. 5m'/床

|窒旅近代化務制u
11 11 11 11 

( 一般病棟有| 川I} J 器準)

療養型病床ｾｩＭ下
6.4m'/ 床

2. 7m以上 1. 8m以上

食堂 l. Om'/ 床

(病室 内の便 所 ・浴室を含む) 機能訓練40m' /棟

柏村1際主主病棟 5.8，げ/ 床かつ病棟iiii 'fJ'i

l . 6m以上 l. 2m以上

作業療法 ・生活機能

( 前件'1'不1.) 18m'/ 床 談 話 ・食堂必要

老人性痴呆疾忠治仮病 6.0，げ/ 床かつ病煉面積

2.7m以上 1. 8m以上 機 能 l! ! l 復訓練4. 0m'/ 床

t点 ( 幸市 23m' /床

老 人性張fi よfk! 英忠療養病

11 11 11 

デイルーム 2m'/ 床

ｴｾＨ＠ (杵i干'1' 科) 生前機能 維持60m'/棟

老 人保健施設 8. 0m'/床

11 11 

食堂 ・談話2. 5m'/床

痴呆専門機 ( 療養室内の洗面 ・収納を含む) デイルーム2.0m' /床

老 人保健施設 11 11 11 

食堂 ・談 話2.5m'/床

機能訓練l . Om' /床

特 別養護老 人ホーム

10.65m'/床

11 11 

食堂 ・機能回復訓練

( 居室内のi先而 ・収納を合む) 必要
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外来が変わってしく一外から来る人のために

松 村 孝 治

東畑建築事務所

10年前のある日の日記より

病院へ行〈 。痛みはあるあが、 この痛み、何不| に行ってし、いか分

からない。朝の 8 11寺というのに受付の順番待ち。立ったまま待つ。

“病人を立たせたまま、ど ーするの。" 811寺30分を過ぎ、てやっと受付

開始。やっと受付の番になって、 「イ百周; ュ|を受けられますか? J “分カ、っ

ていりゃ苦労しない"。症状を話すと、 「とりあえず内科て見てもらい

ますかJ だって。「とりあえずj とは1i1Jなんだ。イやってくれたカルテ

を自分て判ーって、“ ど こだろう" とサインをたどりながら、やっと内

科の受付へ。カ。ラスの向 こうから ri=IIiでお待ち下さ L 、。順番が来た

らH乎びますから。」との言葉。温かみも何もあったもんじゃなし、。待

合いては、 もう何十人も待っていて、自分が何| 寺に呼んでもらえる

やら分からなし、。痛みを こらえながら、ベンチ式の椅子に。先に座

っている人に会釈して、械に座り込む。皆、押しだまって、自分の

名前が呼び出されるのをただひたすら待っている この空気。痛みが

さらに増す ・・ 。

誰でもが経験した ことのあるこの光景。 これがつい この閉までの

病院の 「外来」と呼ばれる場所て由行われていた こと。

ところが、今病院が変わって来ている 。玄関を入ると広い|次抜が

ある病院が増えた ことを言っているのではない。外から来る人への

本当のサービスに対する永年の研究や努力が実を結び始めているの

である 。 これらは、数々の新しし、運営方法やシステムを生む ことと

なる 。 ここ では、今日の変わりつつある外来を支えるこれら運営方

法やシステムの一端を紹介してみる こととする 。

総合案内一一ベテラン看護婦がにこやかに

品 丘の病院では外来の玄関を入ると目に付き跡、位置に総合案内

が設けられている 。中には院内案内のボランティアだけの場合もあ

るが、多くはベテランの看制1がに こやかに迎えてくれて、症状を

しっかりと聞き、 f百降4に行けば良いかを指示し、書まRの書き方や受

付の仕方まで教えてくれる 。各科をたらい廻しにされることも少な

くなるし、何より、不安だらけの忠者が安心 して受診できる雰囲気

にしてくれる ことが有り難い。 さらに医療費や福祉関辿の説明、他

の医療機関との辿給、各種の相談窓口い、った様々な機能を合わせ

持った総令案内を搬する病院も 出来てきて し、る。

予約制一一待合いが変わった

ほとんどの病院、ほとんどの科て守' 約制が実行され始めている 。

30分単位であったり、 1時間単位であったりする 。例えば30?t 単位

の予約制の場合、 一般的には診察待ち時間も 30分以内となる 。予約

68 建築と社会 ・1998. 11

制によって、いわゆるピークがなくなり、自動的に単位当たりの外

来待ち数を減ずる ことが出来る 。 したがって、今までと同じスペー

スでも椅子数を減らせる( 結果的に広〈感じられる) 。ベンチ椅子で

はなく、ゆったりとした個椅子が可能 t なる 。 これが豊かなインテ

リア計画をもった病院の出現にもつなカ f っている 。当然、会計待ち

ゃ薬待ちの椅子数やその形にも同様のii 弘幸Fがあり、 これが病院の待

合い ホーノレでもホテノレの ロビー的雰囲気が表現できるようになった

大きな要因の一つである。

オーダリングシステム・搬送システム

一一患者は手ぶらで、待ち時間が短くなった

病院では、診察医から放射線開射や血液 ・尿の検査、 心電図や超

音協検査、薬の処方 ・処置い、った様々な指示が出る 。 この指示を

コンピュータによって画面上でリアノレタイムに伝達するシステムが、

オーダー リングシステムである 。 したがって、今まて11者が診察室

て受け取って放射線科や杉芝翫 ｾ ｉ へｊｬｬｩんて｜、た伝架は不要となり、 忠

者凶は手ぶらてや行って各科の受付に到者を告げれば、既に受け入れイJ!IJ

の準備は完了しており、ほとんど待ち時間なく、放射線開射や各種

の検査が受けられる こt となる 。則 撤 フ ィ ル ム や 枕 酎 楳 はts脳

機や画面によって、診察室に届けられるので、診察室へも手ぶらで

帰る こ とカＧｦ Ｑｾ Ｑ 来る 。 検査や ｢ 文射線 ・ 薬には 必 ず ｉｄ 番号や名前の書

き込みが必要であるが、 これもオ ーダリングシステムの周辺機器に

よって、オ ーダー と同時に各科て官、要な枚数のシーノレプリン トが可

能て¥待ち時|ii 問縮に一性質っている 。薬や会計の待ち時間が少な

いのも このオ ーダー リングシステム導入があればこそてある。

再来機・自動会計機一一窓口が増えて速い

外来ては、初診外来忠者と将官会外来忠者( 再来忠者) の二通りがあ

る。初診の場合は、カルテの作成が必要で必ず受付を通らねばなら

ないが、一般的には外来患者数の 10%- 20%である 。残りの大多数

の再来.. ｾｾ者に対して再来機を設けている病院は数多い 。

この再来械をカノレテ検索機やオ ーダリングシステム ・11乎び出 しシ

ステムと連動させると、再来機で発券された受付番号のもと、整然

とした外来運営が可能となる。自動会音「械も 同様の意味を持ち、い

ずれも私財制じによって窓口を地やし、業務の効率化だけでなく、忠

者の待ち時間の短縮というサービス向上に役立ってし、る 。

外来診察受付のブロック化

一一オープンな受付・対面式でやさし く、親切

全ての診察室が窓に面していたH寺代から、診察室の配置プランの



変化により、複樹将一つのフーロックとした診察受付が可能となり 、

全ての受付をメインの廊下( 到線) に而して設ける こt が一散 的 に

なっている( 下図参照) 。 この場合の受付ーはL Hんどがオ ープンカウ

ンター形式で、職員も集約化して配置できる ことから忠者への応対

は対面式で、相手の犠守をしっかりと兄聞きした上で、説lリJ. 案内

ができる体制をとる ことがで3 る。忠者にとっては、ガラス越しの

Ji' 跡、! と違って非常にやさしく親切だと! 惑じられるし、いつでも人が

いるので安心 して聞 くことがで3 る。 また、このプランの場令は通

常、職員並j腕と忠者到j線が分離されて し、て、職員に とっても、，也ti ー

にとっても使い易〈、分かり易し、。

待 ち 順 予 知 ・ 患 者 呼 び 出 し シ ス テ ム ー ー ど こ で も 待 て る

予約制てあっても、あと何人で自分が診てもらえるのか l式市に女n

りたいものである 。 その数によっては、 トイレにも安心 して行ける

し、￹Ｇずかる子イｾ Ｎ ｾにジ、ユ ー スも飲ませられる 。

このような ことを可能にするため、待ち )1回予知システムが診察室

への呼び込みシステムと令わせて開発されている 。 もちろん、知間B

者 ・弱視者 ・高齢者への回目@: として音声 ・文字 ・点j威光などの伝達

手段をii t-HJ している 。 さらには、待令いを離れて院内の喫茶1. 5や本

屋 ・5匂占て1時聞を過ごしていても 、)1回番を子告するポケットベノレ方

式のl呼び出 し機やテレビj i ] T1商てや全館にれ不|の診察の進み具令ぞ矢11 ら

せるといったブア法も実施されつつある 。

プ ラ イ パ シ ー の 確 保

一 一診察室にあった中待ちスペースがなくなった

大きな戸で話をする先生と 忠者。カーテン l 枚向 こうの紘子が手

にl [Xるように分かる 。ある意味ではほほえましい この光景も、その

出状が重大な場合はi栄刻てある 。聞かせたくない ことも、反対に聞

きたくない こともある 。

tlが丘やっと この診察室でのプライパイシーをli ijj 垣にしはじめ、そ

の元1)(1てあった診察室内の '1' 待ちスペースを排除した診察室プラン

が多〈兄られるようになってきた。では、 '1
1
待ちはど こへ行ったの

ブロ ック受付伊l

( 関西労災病院)

オープンな受付ー

(大阪市立総合医療センター)

か。l:j-1t寺ちは予約ffi 1j と待ち )1回予知システムのl' l f . l 発によって 、いわゆ

る診察室前の待ちスペースだけで済むようになってきている 。病院

によっては、診察の効率化 t 忠者の安心感への菌防Eの両面から、 一

両生待ちと「面白寺ち( 従来の '1
1
待ちに当たる) をソーーンて一分けて対応

している例もある 。診察室内の更衣スペースもプライパシーの椛保

の聞から ドアて、完全に仕切るプランが工夫されてきている。

お知らせの電子化一一院内行事案内やニュースまで、

コンピュータに接対しされた屯光収や CR T . i夜1'，IIi市|市を使って、

院内行事案内やニュースを次々と流し、掲示板への張り紙やポスタ

ーの情報盆と は比ぺものにならない程の情報を、来院者に伝える こ

とも多くの病院で行われてきてし、る 。待合いだけでなく院内のl鰐長

やレストランにも設置されはじめている 。 この方式の採j ' J : J は、張り

紙がなくなる ことで院内の壁が美しく保て、絵匝l等を掛けるスペー

スの作保にも役立つている 。

喫 茶 ・ レ ス ト ラ ン 一 一 こ こ は 本 当 に 病 院 つ

病院のH鰐長スペースや食堂( レストランとは言い草( f :L 、) は、今ま

で】也下階の一隅というのが定番であった。 ところが、五対立はほとん

どの病院で 1階、 もしくは主附に配置されている ことが多い。51と院

者がIlJ J るく気持ちの良い場所て、ちょっとくつろげる場所主? というな

昧と、病院が集人機能をもっ都市施設の l っとして認識されはじめ

た証であろうか。いずれにしても玄関や待令いの近くに、こ れらの

スペースをもつ ことで病院の芥同気に明るさ ・楽しき ・親しみやす

きが加|床された ことは事実である 。

10年前に比べると外来は このように大いに変化 してきている 。 し

かし、 ここ 数年来の保険制度の変化 ( 初診料や紹介料 ・薬料の負担

増等) や病院の体系化カf雌定する方向によっては、さらに変化 を強

いられる可能性を苧んでし、る 。 また、カルテの屯子化はその問辺の

屯子' i i ' i報化 とも合わせて、次の11寺代の大きな変化への起傑的要素と

なりうるだけに、その到11旬にも j主1:: 1しておきたし、。

ゆったりとした待合ホール

( 大阪市立総合医療センター)

(まつむら こうじ)

待ち I1頂予知システム
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各 論

バーチャルテクノロジーは病院を変えるか

細 入 誠 一

竹中工務広

tfぶ1I て" は病院の中での携帯・1E話の使月 lは制限されている 。到E行機

の11' てやの制限と同じで、精1密機器への)j :協j平を懸念している 。心臓の

ためのペースメ ーカー ・IC Uの精密機器 ・遠隔診療 ・MRI などをは

じめとして、病院の中にはコンピューターが溢れている 。

外 に 向 か う病 院一地域医療に連携する医療情報

加古川地I洲本側! 医康情報センタ ーのホームページに見るごとく、

地域の ｦ 剥ｾ Ｎ 医療 ・ 樹 ｾｉＺ の辿携は大きく動き出している 。今 、「述隔

医療j のキーワー ドてインタ ーオ、ッ卜をサーチすると関A ホームペ

ージは多数あり、医宏明IJ の動きは若ー実に進展している。

いつでもどこでも同じ医療水準

一 一地域の中でネットワーク化する病院

人が生まれてか らその一生を全うするまで¥病院 ・{斜地 ・4尉:t IJM

設 t の関わりは様々 に変化してし、〈 。仕事でもレジ. ヤ ーて、もその所

副 ｉ ｝ￍ ｾ￟ 聞が大きな変化をするようになった珍説主では、忠者としては、

どこへい っても安心して、同じようなレベルて二福祉と医療の恩恵

を受けられる こt が望まれる 。地勝陪差、行政対応、の違いを別にす

れば、これは辺論的には可能で‘ あろう 。 そこでは、 一人の忠者につ

いて、セキュリティの問題はあるが、必要なときに必要な情報が制

られるのが悲本となる。

現実には、 11i'i 1々 の病院での対応には限界がある 。変化しあい7る様々

な要求に応えるためには、 一つの病院を大きくしていくのでは限界

があるため、作機能を持った病院、または胞設をえ、ットワークによ

りつなけていかなければならないであろう 。 コンピューターの考え

と同じように、大型の C P Uを1-1-
1
うたに置くのではなく、分散配置さ

れた日性能のコンピューターをオ、ット化して行〈必要がある 。

JU省力、らすれば、高度な医械を必要とする刻印丙・奇病であっても、

. t f ヂ』宇

横筆者F 歩

合鑓鴫

その辿繋機能の中から、 ;J&いを求めることが可能となる 。 また、地

域のかかりつけ診療所で、最初Jは診てもらい、更に高度な病院への

紹介を受けられることになる 。 また、 4由来診断の履歴を凡て、診療

所の医師がアドバイスを行い、予防的な運動、食事その他の手を打

つことも可能であり、そのための施設の紹介も可能となる 。

また、急! Dt I ' Jはもちろん、長期治療が必要になったときは、病院・

診療所 ・福祉がーイ本となる必要が出てくる 。平成10年医療法改正に

よれば、病院の地域への貢献は付梓業務の追加( 第 2極社会福祉卒

業) に兄 られるように、かなり広い範囲ぞ持つ ことができるように

なっている 。 また末期ケアについても、社会の要請は大きくなる 。

在宅医療 ・ 訪問肴誰 ・ も耽ｾｉＺｉ禁ｉＺｩ卓 ｊｪ 包 設との 連携へ の対応 、が必要である 。

情報化技術の革新

一進歩は秒進分歩 「ネッ トワーク J rグラフ イツク J r使い勝手J

今まで述べた忠者 t 病院を取り巻〈様々な環境に対処するに、情

幸 ｉｾ 化技術の革新は高 度 化してし、る 。

情幸Ix化技術のコストパフォーマンスは飛躍的に向上してし、る 。一

つには、ダウンサイジ‘ ングにより、 j凡用機はパソ コン小心の技術と

なってきている 。装置の小型化により専用の部屋が不要となった。

また、専門要員不要の誰にでも使えるコンピュータ ー となり、ホス

ト集111方式か ら分1i娘 E理方式そしてクライアントサーバ方式へと変

イヒしている

オ、ットワ ークの先述は市速化、大宗主化している 。さらに、五抵

では、セキュリティの向上をはかる、 I D、パスワ ー ド、 l!f'r，J-化、 IC

カード等の開発も急速に進展している 。

ハードウエア ・基本 os ・オ、ッ卜ワ ーク 等 砂 同11分て壮界的な標準

イヒが考え られて いる 。 そして、ワ ールドワイドなデファクトスタン

ダードが出現している 。 これらは、独自のしかも基準の述うコンピ

加古川地袋保健医療センターホ ームページより

UR L  http: / /www. kakogawa. or .j p/pamphl et / zoom/page4 .html  
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ユーターを結びつける上てい明るい方向を示す動きとなっている 。

画像のデジタノレ化と共に、絵、写真、音声、動画、等との融合が

li ヵ、れるようになってきた。GUI ( Graphi cal  User  Int erface) 等

の採J : I : J により、絵+ マウス中心のマンマシーン ・インタフェースが

様々に考えられる ':1-'で、使い勝手の向上は到樹t的に良くなってきた。

統 合 さ れ る 個 人 情 報 一 一電子力ルテとネ ッ トワーク

情報開示、情報の公|剣が不可欠である 。たとえば、医燥機関情報

の公開( 診ダ元寺中情報 ・応訴情報 ・病院雑能書判l川' 情報) 、インフォ ーム

ドコンセントに見られる忠者への積極的な情報提供、更には病院経

営実態の開示などまでが必要とされる。

また、末期ケアに対しては、さらに病院から福祉へと小心li 移る

が、 .. ｊｩｾ 者 の ｑｏｌ ( 生活・生命の質) 的| 備するためには病院時代の

情報、さらに云えば、その人の生まれたときからの履歴が犬切にな

る。

ここ にみられるように一人の人の情報は、庖躍を? 持ったー繋がり

の作待 ｉｾ となる こ とが要求される 。 そ こ には、専門家が、ｼ品Ａわりを持

った t きに書き加え、次に| 剥わりを持つ人が、前の情報を参照して

深い考察制T うとし、う意味がIJ 同 くる 。医療側には、包括的な、し

かも各機関が連携を持った対応ができる ことが求められる 。

[病院の 目指す方向]

①診療情報の有効宕用

- 患者個別情報の管理活用

-患者サーヒ λ 満足度の充実を支媛

・オーダ立高来の機能慌充

-ビジュアル化表示機能

.画像遠浅

・DI ，定例、電子教科書等の参照

.インフォームドコンセントの，舌用

・看護支媛分野のシステム化

-看護計画一オーダ連動「サマリ

.看該部内管理業務

・新メディアの，舌用

・音声、デシヲ jし力行函像、i Vf PE G力メう( 動函)

・医学教育、医学研究と連携

③電子力ルテシス矛ム

・診療情報デーヲベースシステム

・へ.ーハ.ーレλ / フィルムレλ

・診療情報の共有化(ハー子ヤ J [，ホスピヲ J [， )

・医療リソースの効率的運用

下 ｉｾ ｉ に示す ご とく、基本的には医僚情報の有効活刑に始まる。そ

こへオ、ットワ ークの網をかぶせたのが、医療 ・保健 ・福祉をサポー

卜する地域医療システムであり、また、 全体を流れる考え方は、 fE

子カノレテイヒてやある 。

バーチャルホスピタルの出現と建築の役割

一 一効率と人の心の共存

情報システムの目的は単に処理の効率化 にとどまらず、医放の質

の向上と情幸脳車携による地域医療への貢献に向けられるぺきである。

また、病院情報システムは人を対象とする社会システムである こと

そ原点 t しなければならな L、。

病院は各々得意分野を持ち、オ、ッ卜で結ばれた病院同士が繋がる

こ ｴ になるであろう 。 これは、専門 診療部 門 ｬｩｾ 、ッ卜上に分散配置

されており、すほのような給付丙院は、それこそ オ、ッ卜上にあると

いえる 。バーチヤノレホスピタノレの/i' ，現である 。

建築は人生の喜怒哀楽を包み込むものでありたし、。病 い づ 人 生

の句読点を過ごす場として、人の心を包み、人の生活を支える 空II¥"J

t しての建築でありたし、。忠者、働〈人、関係する人の安心を包み

込む病院でありたい。

②医療 ・保健 f 福祉逮践を

サホ. ー卜する地域医療支援シス予ム矢

.i也主主医療情報才、ットワーウソλ テム

・病診遠浅( かかりつけ医支浸)

-i也域医療支浸病院サホ. 一トソλ子ム

・高度医療支援システムー遠隔医療、病病連携

・テレラソオロン. 一、子レハ. ソロシー一、テレカノ77レンλ

・福祉連携γλ テム

・介護保険、在宅医療対応

-訪問看護λテーソヨン、在宅介護セント遠浅

・T V電話、健康現'1定端末( 在宅)

. rc力一ドシステム

-保険証、健康情報、病歴情報

( 1) 筏術的課題

・力ル子機造

・診療プロセスモデル

・標準化

・セキュリティ

・マンマ・ノンインわェーλ

一多機能化

( 2 ) 社会的課題

・法制1&の整備

・価値観の共有

(各病院/ 医師)

・費用負担

(Ii そいり せL' L 、ち)

統合される個人情報
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各論

最 近の 病 棟 の 流 れ 一 一患者に近い看護を目指す

羽 生 克 彦

安井建築設計事務所

病気て、、数 nll ¥J を病院で過ごし退院してきた人の話ぞ聞いていると、

よく肴護婦の話がでてくる 。 そこはかとない看護虫最への信頼! 惑が表

れていて、不安定な気持ちて‘ 過ごす忠者にとって、入院生活におけ

る「肴殻耐との| 羽わりの犬切さを感じさせられる 。

ここでは「忠者との関わり」をテ ーマに、看護体制について考え

てみる 。 このことは、看制初業務環境として大切てあると同時に、

より Uょに、忠者の療養環境 lことって大切な立l床を持つ。

多様な平面型の展開一一口6 0

病棟の平而杭成については， ｦ Ｇｩ ｾ廊下型 ｊ に始まり、「複式廊下型」

が考案され、 f 'i
l
廊下・複式廊下折衷型」や、 fH 型J fL 型J へと版

|別し、更には「凹角形型( ロの字型 )J f三角形型J f円形型J 等、区|

に示すように様々に展開され、それぞれに計問的な特徴を持つ。 こ

れらはその時々の、病院サイドの考え方や川地の粂{ 牛等の計画粂'( LI:

t 、者殻環境 ・療養環境等への思い入れやデザインの考え方等の設

言悼 iサイドの姿勢によるものである 。

一般的な病棟構成とその問題点

病掠の平面構成は様々てあるが、ナースステーションの位置に注

戸Ef1ョ句

神鋼病院 ( 1994年) NS .  NC  

岨・ I  I  

目すると、病室との近按性を重視して看殻単位の中心に配置する例

と、 E V ホーノレとの連給性を重視して看護単位の入り口に配置する

例に分かれる ことがわかる( 医|参照) 。

ナースステ ーションの業務ついては、本来の看設業務の他に、付

随業務として、運営に闘わる業務( 他部門との連絡、物品の受け渡

し、外来者の管理・案内等) がある 。 この ことを考え合わすと、ナー

スステーションを看殻単位の中心に配置した場合には運営に関わる

業務に問題を残し、看護単位の入りに|・ E V ホーノレに面して配置した

場合には本来の看設業務に問題を残す ことになる 。つまり、運用上

それをf可とかカノ f ー しながら、 というのが現実であろう 。

また、 t両立の病棟の計画においては、療養環境の改善が説かれ、

佃室的 4 床室等の病室計画や、共用施設の拡充が図られるようにな

ったことは喜ばしし、ことであるが、その反面、看護到蹴1が長くなっ

ている ことも事実てある 。

更に、肴設業務の実際は、チームリ ーダ一以下の数名の肴殻チー

ムによって、受け持ち忠者を決めて行われているわけで、これら複

数の看護チームの肴譲活動が、ナースステ ーション t 言 う一つの看

護拠点によっていることは、希謎到腕の上からも、患者との近按性

の上からも、不合理であると 言 える 。

市立池田病院 ( 1997年) NS  

U  圃亡二コｾ三 Ｓｅ
大阪市立総合医療センター ( 1993年) NS .  NC 

f  I N 唖二コ圃 11 

三田市民病院 ( 1995年) NS  

富 山県立中央病院 ( 1996年) NS  

北九州市立医療センター ( 1991 年) NS  西神戸医療セ ンター ( 1994年) NS .  NC  けいゅう病院 ( 1995年) NS  

多機な平面型の展開に N S の 位置、 N C の 設置 を見る ( 凡 例 _ NS .  NC  Lコ 病 室 匡 ヨ エ レ ベ ー タ 一 国 圃 ラ イ ト コ ー ト )
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患者の求める看護一一看護婦が常に身近にいること

入院療養 ｴ 言 う不安定なお守 ＱＱ Ｑ 状態での生活計愈いられる Ａｬｾ 者にと

って、肴目立法最の存在はある種の柏村1的な支えである 。 L、くら古1坊もて

あっても看護婦が遠くのナースステーションにいるよりも、看護主最

が身近にあって立ち働き 、看設のために多ゲ防音をたてようと、話

声が聞 こえて こようと、あまり気にはならず、むしろ安心感を持っ

と言 うことである 。患者の立場にたてば、理想的には、看護拠点は

全ての忠者の身近に数多く配置したいと ころである 。

以上述べてきた ことから、現状の看護体制の見直しについての要

件は、 一つにはナースステ ーションでの業務を分担して、本来の看

護業務に専念出来る体制を整備するこ t であり、一つには忠者に身

近な宥謎拠点を整備する ことである 。

ナースステ ーションの業務のうち、付随的な運営に|虫lわる業務の

多くは、看殻単位毎に対応する必要はなく、 二つの看護単位をまと

めてこれらに対応する病棟管理単位の考えを生む。 この病棟管理単

位の運営の仕方は二つ考えられる 。二つの看護単位を当討産管理する

病棟管理センタ ーを作って宇陀主的業務を処理し、各ナースステ ーシ

ヨンはその下に設置するナースコ ーナ- 1 : . 連携して本来の看護業務

りんくう 総合医療センタ ー 市立泉佐野病院 ( 1997年) NS .  NC 

に専念する、 t 言 う考え方がーって、業務の分担が明快である 。 ま

た、 二つあるナースステーションの一方をメインセンターとし、他

方のサブセンタ ー と連携して病棟管理を行い、各ナースステーショ

ンの下にはナースコ ーナーを設置して、ナースステーションとナー

スコ ーナーが連株して看設業務を行うと 言 う考え方が二つ目てある 。

この考え方においては、メインとサブの各ナースステーションて¥

イサ槌的業務と看融業務をこなす ことになり、業務分担に不明快さを

残すが、現状の体1 I l lJ に近いぶんだけ現実的で、ある 。

t記E竣工した病院では、ナースコ ーナーを設置した事例が少なか

らず見受けられる( 函参!!mo ｾ＠ 、ずれも患者に近い看護の重要性や看

護業務の合理化を品起するもので、様々な諜週を抱えた看殻環境の

将来を見据えた、 12重なステップである 。

しかし、新しい病院の多くはなお従来の看護休lIJ IJ によるものであ

り、 [也者に近い肴殻J への引きは、まだまだ緒についたばかりであ

る。看護体制の見直しついては、実現可能な看殻体制への明確なビ

ジョンの確立が必要である 。それは看護勤新木制への酒崎、や、 S PD

や院内情報システムとの: i ! Rj持等、病院全体の管理運営体制の一環と

して捉えておく必要があり、長期に渡る課題 t して、' 慎重に、ねば

り強〈、草剤量的な姿勢て、、対処していくべき性質のものである 。

( はぶ かっひこ)

総合病院 熊本中央病院 ( 1997年) NS  

大牟回市立総合病院 ( 1995年) NS .  NC  

新渇県立中央病院 ( 1997年) NS  

国立長崎中央病院 (2003年) NS  

秋田県厚生農業協同組合連合会

由利組合総合病院 ( 1994年) NS  

市立長浜病院 ( 1996年) NS  

市立岸和田市民病院( 1995年) NS  
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各 論

昼夜を過ごすベッドまわりの改善一一患者さんにやさしし病室

藤 記 真

日建設計

病室は、入院忠者にとって畳( 刷1¥]) と夜( 寝室) の一日 中を過

ごす生活の場として、病院の療養環境の基本的な場てあり、プライ

パシーや居住性の向上 L 使いやすさへの工夫が進んでいる 。

病室を広く一一療養環境への診療報酬の加算

医出法て万L定された病室面積4. 3m' /JAe以上は、 ー最低基準であり、

実際にはもっと大きい而和が必要である 。1992年には、 8 m'/ 床以

上の病室に対して、療養環境加算が認められるようになり、また、

個室などに限られていた差額徴収が、 4J .末室においても 一定の範|羽

( 全体の50%) て可能となり 、病室の環境改善を後押ししている 。

しかし、 トイレイ寸 4床室の場令は、 8 m'/ 床ではまだベッドまわり

のスペースの改普とは言 えず、少なくとも、水まわりを除いた部分

で 8 m'/ 床欲しいと ころである 。この場令て¥ベッ ド間隔が1. 5m程

度となり、まずはお互いに気にならない距肉uであろう 。

プ ラ イ バ シ ー へ の 配 慮 一 一 B床室から 4床室へ、個室の増加

これまでは、看護のしやすさや面積の貧しさから、 6床室や 8床

宣言が多〈、特に民間の老人病棟などでは、 20人近い忠者さんが大き

な部屋に収総されている病室が今も存在する 。

多J末室の代表ーであるナイチンゲーノレ病棟は、室内に肴設のための

詰所もある大部屋て¥十分なベッド11¥ 1I i雨もあり、 日本のそれとは基

本的に梨なる 。今でもイギリスなどでその流れを汲むものがあるが、

廊下

図 1

3 5Z  
4 床病室( 秋田赤十字病院)

自に慢しい問銭照明

洗面化粧台

トイレを窓側lに設け

配J+I では、 6 ・3床室から今、 4 .  2 ・1床室に、そして、米凶で

は伊l室が{ - t ; 表的である 。 ライフスタイノレにも関係し、プライパシー

を重視する米国の例に対して、多床室てやもベッドを囲むカ ーテンの

ないドイツの病室との違いに7慢し円本でも、今、個人のプライパ

シーへの関心が高まり、両側 を忠者さんに挟まれる 6床病室から、

部屋の凹附がそれぞれの佃人空II¥J となる 4床室化ヵマ凶主され、療養

型の施設諸国主でも 4床室以下 {6. 4m' /!末以よ) となって L、る 。

相|室も、個室率の上限が、 50%まで緩和され、忠者のニーズに1:)1

せて増加傾向にある 。 しかし、イ|百|室が増えると、看護業務が増え、

看殻到腕も長くなる ことから、者説単位の大きさや看殻体制t 1Jj せ

て検討する 必要がある 。 また、 円本の場令は、 イ同室は寂しいい、う

忠者さんも多〈、聖路加国際病院( 1992年/ 円建設計) のような全

個室病院は特異な例として、→j止の病院では、診療上の必要性や、

地法性による需要の検討が必要である 。

全 て の 病 室 に ト イ レ を 一 一患者の尊厳と早期離床のために

建設費や管理止の問題、青、臭気の心配から、 これまでは集中?

のトイレが主流であ ったが、今、判明献や痴呆化防止、そして何

よりも 、できるだけ自分でとしづ 忠者さんのために、多床室にもト

イレを設けた病室カ1' : J ¥f1えて し、る 。 11本医療福主l凶E築|励会の. T二]";; '1 1 t  

設計 11-
1
の病院の部iJ1l' (1996:'. :1三) ては、 62%の病院が分散 トイレて、設

計されて おり 、前述の 8 m'/ 床への診療幸胸川加算が、 この流れに拍

図 2

中央の大型ピヲチャーウインドウ

絵の飾れる盛

全てのべy ドサイドiこ

プライベートウインドウを段置

ベッド廻りの個別性を向よ

蓄(デ尿ータ接U鑑ナースステーションヘ電送)

4 床病室( 北野病院)

- ハイ J 可 y クチェア

川 M - 開 0 < 回

目 叫 1 : 7 ' .) - : '

シ ヲＢｬＧｬＡｾ

病室面積を合理化しながら

ベ y ドサイドに余裕を

事ト(デイ尿一レ装歩にはも置ナ自ー然ス保ス光テー冶ンヘ電革)

こも然保光自然換気

廊下

m・灯

盟副棚

揖 副 円軸 ｕｉ ｾ

洗面所

トイレ ン ヤ

ワーユニ y ト

w  . .  ，・・η.. ・，..

入ロドア町

円形窓

町 時 Ｂ 帽Ｍｊ ｾａ :) 

ゐ ミ ｬ［Ｎｉｉ ＢｃｴＡｾ

図 3 1床病室( 聖路加国際病院)
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患者スタ ｾ Ｗ それぞれに
使いやすい縦型メディカル

コンソールとナイトパネル

組込床頭台

収納ロ・ノカー

(下部には冷蔵庫)

廊下

図 4

新しいライフス合イJ レに合わせた

トイレ・シャワーユニット

洗面台(鋭の後ろに小物入れ)

壁にアートを

看看トイ護護レの動を外視線壁線を短姐が11縮通に設り、け

1 床病室( 北野病院)



ヰi をかけたと 言 える 。結身巣占的にも、分散卜イレによりi 、退院カがu平許〈

なつたり札、 看謎業業-務ののl陸断i減成成、 l向当分j述主の卜イレい、う ことててで許清、

たれるなどの五刻効3カj 来カ湾H告されている 。

全てのベッドに窓のある 4床 病 室 一 一 個 室 的 多 床 病 室

同1，111戸医療センター (1994年/ 共同住築設計事務所) 仁科ベッド

に窓のある 41氷室が登場したが、併せて、それぞれのベッドにアノレ

コープ的な空11刊をもたせてフ。ライパシーを向上させたものである 。

その後も色々な発展形守生んでおり、奥の窓の開放感を上け、るため

にベッドの向きを変えたもの (1ヌ11 / 秋凹赤十字病院1998年/ II !建

設R・1') や、窓の開欣J訟を噌ゃしながら、廊下も短くする こ とができ

る欣射状の病室( 1 ヌ12/ 北!J!-r病 院2001年/ 11姥設計7 などがある 。

トイレを窓側にした l 床 病 室 一 一 見守 ら れている安心感

型i協力IJ 国際病院のシャワ ート イレイJ きの病室( 凶 3) ては、人 11

からＯ ｡ｅｾ 者さんの顔がよく兄えるように工夫されているが、通常のホ

テノレのようにトイレを廊下{ ! l IJ に設けるブ剤三では、入口から忠者ーさん

の顔が見える t ころまでが長くなり、数mあるものもある 。工 事11'1

の京大附属病院( 長器研究室) や北野病院( 図 4) てやは、看護副長島

の短縮や廊下からの見通し、ベッド搬送への回目邑や、将来の安易な

改修のために、窓側にトイレを設けた病室が計同されている 。

また、パスよりもシャワ ー を? という {t如何がある 。 シャワ ーを{史 え

ない、使ってはし、けない忠者さんも多いが、シャワ ーの方が清掃が

作易であり、また平らな! 末てn楠子にl生ってシャワ ー を浴びたり、そ

そうをした11寺に i陸< i 先ったり、 ;EをI先ったりする こと もできる 。

昼と夜の生活のためのベッドまわり

一 一 市 立 泉 佐 野 病 院 で の 工 夫

今、病室のインテリアや装備の改梓が』がんである。 1997年に完成

したi I i 立泉{担問' 病院 ( 11処設計) では、以下の工夫をした。

女木質の材料や、附子を使ったilrt もりのあるインテリア( 写/ ，0 )

写真 1 4 床 室 ( 市立泉佐野病院) 写真 2 床 頭 台

特に、| 母子は、来い冬の夜に窓からの冷気を! 坊くや こ ともできる 。

* 仰向けの忠者に配慮したシンフ。ノレな天井( 写其 1)  

直接光源が凡えない間接照明は既に 一 般化しているが、 ＮＧｾ￬ｾｪν ー

ノレを間接照明のエッジに設けて、更に天井をシンプノレにした。

甲骨窓{JlI Jの忠者ヵ tf ! : て砕いl音くできる窓( 写ヲミ 1 )  

窓側の忠者さんが気兼ねなく昼でも暗くできるよ うに、イ1]; 1人の窓、

t 共J f lの窓にわけた。窓と窓の山の壁には絵がかかる 。

女寝ーたままで操作できる床頭台のスイッチ等( 写其 2)

スイッチやラジオを、ベッドから使いやすい床頭台にII)(Hけた。

* 使う人のiZさに回目世、した縦型のメテV カノレコンソ ーノレ( 写辺'U )

立って使う設備とベッドから使う設備をロッカ ー にピノレトインし

た。*ti 型のためそれぞれを品直な高さに設ける こと ができる 。

* 多目的な利川ができる家具( : 写其 4 ， 5)  

ベンチと仮l出ベッド収納を兼ねたカウチや、椅子カ tt:併l竹できる円

形のテーブルを置いた。

その{ 也、液品テレビのための将来対応をした。 テレビの兄やすい

置き場が制垣て、聖路加| 到際病院 (1:R13 ) のように、対而の壁に設

けた例もあるが、 i夜品テレビの普及が待たれる 。

患者の状態に合った病室づ、くりと、将来への備え

分散トイレの病室は、人口からベッドまでの釧; 勅浸〈凡通しも

必くなることや、 I 同奇子の多 い病十京での問題、 また寝たきりの，也者ー

さんの多い病棟で‘ はトイレよりも汚物室が必要であるなど、全ての

病棟への1而|一的な適)11には一考含要する 。 その他、急性、世性、痴

呆症、精神病快など、それぞれの a也者ーさんに令った病室づくりが必

要である 。

また、病室は、 milli に増築できないころから、将・来を兄越した而

版制作保しておきたし、。病室を大きくする こと は、主! E 共や設備工事

の百用は殆ど変わらず、尋問t によると、病室の而和を 10%広げるこ

とによる五ゴ本工事官に止すする唱。は 1%に留まる 。 ( ふじた まこと)

写真 3 メディカルコンソール 写真 4 カウチ
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各 論

おいしくなる病院の食事一一食事サービスの現状と将来

j甫 j前 雄

日建設計

夕方 5時、夏だったらまだ明るいうちに夕食を食べる。プラスチ

ックのトレイにのった味気ない食事。その後は、長い夜を到阪です

ごす。病院給食は、まずくてサー ビスの悪い食事の代名詞のようで

もあったが、今病院給食は、 「適11占池iJ¥¥U給食から 「選択メ ニュー」

等のサービス向上、また、 0 157事件に端を発した大量調理の衛生管

理と業務委書日包囲の拡大により大きく変わろうとしている 。

改 善 さ れ る 食 事 サ ー ビ ス一一 病 院 給 食 改 善 の 経過

1950年の病院給食の実施以来、病院給食の質的向上と改善カ切子わ

れてきた。 19581:f には新医療体系が導入されて基準給食が、また

1978年には医療用食品加算が実施 さ れ た。 1988年の特別注文給食

は、 忠 孝［の希望てか食事を追加提供した場合に、，Ｇ ｊＮ ｾ者から費用を徴収

て3 るようにしたものであり、また、 1992年の特別管理給食加算は

アメ ニ ティ 加算とも 言 われ、 6 時四日降、適ilil実施の 「適時過温サー

ビスJ や「管理栄養士設置」が診民科附Hとして詞刊ill iされた。更に、

1996年には、 これまでい院内調理が! 京J ! iJ てあったものが、「院外調理j

が認められる こ とになり、調理作業の効率化や食事の質の向上に対

して、大きな期待が寄せられている 。

腰 か い 食 事 の 提供 一 一日本 型 の 冷 温 蔵 配 膳 車

適iJs. 給食をJE者 サー ビスとしてのみとらえがちであるが、本来は、

食事のも1，i' J主管理により、衛生的な 品質を保証するブ万去としても考え

表 1 病院給食 に関する診療報酬等の経緯

1948年| 迎合軍の要約で病院給食指導体11日lが実施される

1950{ f- 1完全給食品IJJ 支

1958
1
1'- 1新医旅費体系が導入され、病院給食の質的向上のために基

準給食) J IIZi - が設けられた。ホ認: 基準 li 、医療機関が 1'1ら実

施すること、必要な必ず; には適切な特別食が与えられてい

ること、必者の病状に応じて: 必要とする栄養立が与 λ られ

ていること 。

1961年| 特別食加算。医師の発行する食事せんに基づいて特別に調

l ] l された治療食の提供。

1972年| 給食料が入院料に対する) J n算であ ったものが、入院料にか

わって室料、看護料、給食料が新設された。

1978年 | 医旅丹l食品}J[I ti- 。医吹川1食品は、調J i ll 後の栄養水準が実 illll

11立によ って 保証された加I_[ 食品で、給食の質的向上のため

の促進。

1986!of- I給食の業務委託が保険 j品? の通知lでぷし支えないとされ

る。

1988{ 1三l 村 5)IJI .:I二文給食。.'.t'，ぞ; の希望で基準給食に追加して給食を従

供した JJ)j 令、必者ーから賀川を徴収で きる

1988
1
1三| 栄養食事指導料 |窒(:Wの指示に基づいて栄養士 による献立

(1992年に管理栄養士の折導が要件 t なる)

ＱＹＹＲ 年ｼ特別管理給食加算 。通ｩＱｮ ｾ迎 ＱＱ ［ ｜ Ｇ 給 食を評 ＱＱＱＱｩ

1993年| 給食の業務委託が法的に位置づけられた。

1994年| 給食料の忠者一部負担

ＱＹＹＶ 年 ｼ病院 外て Ｎの調理業務が許可。医療月 ｬ 食品力 ｉｉｾ を廃止 。
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られるべきものである。病院のように大量の食事を、食事毎にその

者11度調現するブ法は、所要時間が長くかかる こ とから、常温での時

間経過に伴う微生物の汚染繁殖に対する f住主面の品質管理カ明日しい、

臥沫てやは、食品の Ｑｾ 民主物管理を最重点として 、 ｌｚ 食では ｷ｣ 以上、

冷食てやはアC 以下の協度管理そ厳しく規制 してし、る 。しかし、 H本 で

は、 1989年の基準給食での適温提供には、温度基準は示されていな

い、また、 1992年には、通 脳 血l執 行 食 が 翻 静 脚H( 200円/ ]=1) とし

て詔守則された こ とから、病院の関心が ｾｊ くなっているが、食べ、頃 ｴ

しての主観的な適温概念として解されている向きがあり、衛生管理

面から理l解されていると は言 L、難い。

迎 l奇2適iR給食を実施するブア法( 表 2) の中では保討剖呆冷面白l持率方

式が最も |共l心が市い。 しかし、保担保冷間l善車は、色々工夫はされ

ているものの、 ｴ ｾ ［繕重立 ＨＵＰ 飼呈度て ＢＲ ｌ ｸｏ Ｎ 8W x 1.  7H、450kg)

が重〈、また コス ト而でも答IJ 高である 。 また、 盛 りつけの後にその

まま長H寺間放置て百るからと い う安易な発想てや終わる こ ともあり、

臥= * ていの利用度が後退していることにも留意すべきであろう 。

食 堂 で 食 事 を 一一温か いう ど ん を 食 べ られ る 病 棟キ ッ チ ン

0. 5m' / 床以上の食堂( テ1 ノレー ム兼用可) 設置に対する診器砕胸H

加算の実施てや、多くの病院で忠者食堂を設けるようになった。

各階毎に 1 ヶ所が一般的てあるが、全体てや l カ所に集中させる こ

ともある 。忠者さんにとっては気分転換で食事を楽しむことができ、

他 の忠者さんとのコミ ニュケ ー ションが図れる。しかし、適i14迎 時

表 2 適温給食の提供手段

通i日L手法 概 要

{呆?ML トレイ ウレタン断熱材を挟み込んだプラスチックのトレイとカ

パ ー で構成 。 内部が区間されていて、それぞれに ｩｾｬ￬ 令状

態の料理J l を胤りつりした IIll を入れる 。

保協保冷配 保温および似} 令室をf I I I iえた両日脇工11。電iii があるため、駆

l陪111 動月! のバッテリ ーを政んた千1ぇEJ ' . ' ¥もある 。搬送 "''1ii 必¥[!:

がないためその11日の出度管理はできない。

{ 利益食器 断熱材を挟み込んだプラスチック製の食器。安11Ui て、はあ

るが、食23のバリエーションが少なく、保温トレイと比

べると断熱性が劣る 。iMd. 立管理II に算IE点があるため臥・米で

は一般に使J 1J きれない。

ペレットシ l底部仁子半金を入れたペレットを約200'Cて、帯熱し、その」ー

ステム にJI I l を釆せて保温する 。 'JZJ 日l に適するため欧米では J: 流

だのま、腕釘i を? 使うある " * では不| 台l きか。

表 3 病棟食堂での配膳方法

タ。ベニング 調理 ・雌十l ・洗浄は" ，央で行い、食堂ては喫食のみで、

ノレーム型 食事の品質は従来の '1' 火両日lほと同等。

ｾ￪ Ｉｪ善ノ ｦ ン卜 調理 ・i先i争は 'I ':!R: て‘ 行い、 11E付、サービスを食堂1)1設の

リー型 パン トリーで行う 。

病棟キァチ 調理 ｉｉ ・ ｾｾｈｊ ・ 洗浄の全 ｩ 程を行える厨 ｷ が付属した食堂 。

ン型 設備費、述 ');'.;Pl が大となる 。



サービスや衛生管理面での有利性、栄養士による食写Z指導のしやす

さ、Ａｾ切離床の効果などの多くの長所がある 。一 方で、歩けなくて

ベットでなべる患者さんに隔絶J惑を与えることや、設備面のコスト

アップや管理の煩雑さを伴う面もある 。

病棟食堂にもいくつかのの方法( 表 3) があり、日本では現庇「ダ

イニングノレーム型J が一一先生的であるが、 i昆食サービスや対面サービ

スを可能とする「百四善パントリー型J や「病冷束キッチンJ 型も、今

後、その可能性を探りたい方式である 。

食 事 を 美 昧 く す る ? 外 部委 託 一 「 選 択 メ ニ ューJ への対応

病院内厨房ての委託業者による調理は、 1986年に許可されて以来

航極的に推進され、現在約 2剖の病院が実施しているが、 1996iF-に

は、院タH合食胞設での調理が可能となった。院外調理の方法は表 4

に示す方法がある 。が、病院へは冷蔵または冷凍状態て1般入する必

要があり、喫食直前の再加熱、自白l善などは病院内で行う必要がある 。

川みて、、選べる「遊択メ ニュー」の: t i凶主するためには、院内調却で

は効率や術生管理面てゆ士融fgさを伴って難しし、が院外調理ては専門

業者としての食事の質や術生管理の向上への努力や、大量調理によ

る効率化で人件費や食材費の削減カワ切符て3 対応しやすし、。 しかし、

当初の期待通りに院外調理は進んでいない のは、院内での郭加熱が

迎出給食として認められず、特別管理食加算の適用外となっている

ことに一因がある。低1昆保存が術空(I{ ｊ￬ ，ｾＮＧｊＧ ＮＺｬＮ管理を重視したものでーあ

るのにも係わらず、それに伴う再加熱を屯子レンジ‘ による l暖め直し

と問手掛t として認識されて L、ることに 11:1: 国があり、今後の改弘治宝l

まれる 。

安 全 な 食 事 の 提 供 一 一 新 し い 衛 生 管 理 i HACCpJ

n-I ACCP (ハセ ップと読む。 Hazar d Anal ysi s < 危害分析> Cri ti-

表 4 院外調E里における調理方法

調理法 内 容

クックサー 従来方式。調理直後に l喫食する場合は、調理加工施設が

ブ 近接していることが必要

クックフリ 調理後冷凍 (18

0

C以下) 保存する方法。長期保管が可能。

ーズ 料理によっては品質の劣化をきたすことがある。

クックチル 食材の中心温度を管理し、加熱後90分以内に冷風( プラ

ストチラーＩや冷水Ｈタンブ ｊ レチラーＩを使って ＰｾＳ Ｐ ｃ

に急速冷却してチ/ レド ( 0 ｾ＠ 3

0

C) 保存する。プラスト

チラーは 5 日、タンプルチラーは 1 ヶ月の保存が可能で、

l契食時に再加熱する 。

真空調理 真空パックして低温調理を行う。 1J 日熱のコントロールで

素材の味を引き出し、やわらかく、少しの調味料でしっ

かり味付けできる。調理後、急速冷却してチルド保存さ

れ、加熱後の 2次感染を防ぐ。ホテル等で普及。

cal  Control  Poi nt  inspect i on < 重要管理長監視〉の略)J は、衛生

的に安全な材料を前提として、衛生的な製造工程仁日目二の危害発

生を防除、監視を行うシステムであるが、 1960年代の米国アポロ計

画の際に宇宙食の街生安全有制呆のために開発され、その後、米国内

て法的に導入された他、 1989年には W H O (世界保制撤| 到) らによ

って、世界的に適用する方針が提唱されて L、る 。 日本でも、 1996年

より食品製造分野での適月 J を始めとして、 1997年には、 300食/ 日以

上の集団給食を対象 t して「大量調理施設衛生管理マニュアノけが

作成、指導され、また、院外調理の運営指針ーとしてもその導入が規

定されてし、る。その{ 也、給食胞設にも下記のような近代化カ f3}<めら

れている 。

①厨房の作業環境の快適性のため天井高は 3 mを基ii f 1とする 。

②厨房の床は速乾性。エリアごいこ制球干しを1i i制呆。

③ 下処理工程での野菜、，Ｈ，ｾ｜、ｼ去 ｬ 類の交差汚染防止 。

④調理機器1;1: 1時間管理、 iJilJ支管迎機能に適切な省力型;樹重。

⑤大型調理機器1; 1 : 壁掛けか、ベースのシーノレ。

⑫盛り付け工程の効率イじコンベアの採用と食品適楓管理。

d沼田l善車の温度管理機能の具備。

(f 病院給食シ ステム設計管理指針J ( 日本病院設備協会) 参照)

食事サービスの新しい試み一一クックチル方式への期待

選択メ ニューなどによる食事の質の改善と衛生管理が今後のポイ

ン卜であるが、そ の両方を実現する ことができるク ックチノレ方式に

期待がかかる 。低温保存による計画的な作業 t 楳辺倒ヒによる令理化、

食事時間帯のピークの軽訴え科学的な微生物管理による安全性管理

によるサービス の向上のf也、ルnm式のカフェ テリアブj 式など、病院

給食の新 しい変革の可能性を秘めている。

松山記念病院 (1997年/ Il !建設青りでは、うどんや揚け物などに

一部 「病棟キッチン型」を保刑したが、人14ニ費がアップしたにもか

かわらず、温かいう E んをすする忠者の嬉しい跡、は、何よりも代え

出 ｦｾｾ 、と非＿古に好評である 。Ｈみうら みつお)

対面式の病棟キッチン ( 松山記念病院)
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各 論

いざと言うとき頼りになる「病院」

大久保 進

竹 中工務 庖

安全には、 地i芸 ・火災 ・院内感染、また| 豆蹴機器からのX 線 ・屯

樹皮 ・ ｲ ｬ ｾＧ Ｑ 全子線 ・ 放射線等からの忠者 ・ 医起訴追 ｚ ｊ ＾［ 者の安全 等 が考え

られる。医療機関院内の安全については別の機会に譲り、今回は阪

州炎路大EUt の 耕¥) 11をもとに長災を中心として安全を考えてみたい。

ど こ ま で や れ ば 安 全 か ? 一 一安全性のグレード

地長への対策については、各機関 ・企業て鴻々な対応、がなされて

いるが、基準がまちまちである 。 まとまった形になっている ーっ と

して、現冶:設言 |者の聞で使われてし、る官庁施設の「総合同: 殴計l直l基

準」にもとづく施設の安全性のグレー ド設定がある 。

この内界は、良災の経験からもうなずける内界である。したがっ

て、今回その内特に沿って考察する こととする 。「総合同: 践計同基準」

の対浜安全性の分知から言えば、病院は II 知 (村I造体の耐震性能の

向上問るべき施設Ｉ、また、 ｂｾｊｻ ｇ 邸 Ｈｦ ｾ慨に 必 要な胞設Ｉとなっ

ている

ま さ か 病 院 が つ ぶ れ る な ん て一一 防災拠点

防災拠点として、病院は耐震性能の向上が重要諜題であるが、機

fiEを全うするには、その什総備品の安全性も考慮しなければならな

II 類( 構造体の耐震性能の向上を図るべき施設)

耐震安全性の目標 ・防災拠点としての機能確保

白人命の安全権保

保有すべき性能 ・構造体は、震災後大きな補修をすること無 く、

建物を使用できる

・大地震勤時における周間変形角は、 1/ 100 以下とする

B 類( 避難、救援に必要な施被)

耐震安全性の回線 ・人命の安全確保

.  2 次災警の防 It

防災拠点としての機能確保

保有すべき性能 ・主要機苦言が移動 ・転倒しない

主要配管が破煩しない

.  2 次災害防止に必要な最小限の防災機能を健保する

通信、連絡機能が地震後も確保される

- 震災後の活動に必要な水、電気が確保される

「総合耐震計画基準」

内陸地震の主な震源断層 _._. ・A・L

図 1 地 震 動 予 測 { 大阪府防災会" 誼の資料より)
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い。 それには免震化 . flJ lJ 振化 も当然の動きとなってきている 。現在、

病院に対する免民 ・ ｪｾｉ ｊ 振の対応はいくつか実現している 。

大阪の主な震源断層は表- 1 のごとく考えられ、それによる大阪

市q"1央部付近の予想震度は、 V 弱- YII となっている 。 この-f' 也l R度

に対して、市ず長グレー ドを表ー 2 のように設定すると、 l陸微から

1淡までの範囲になる 。

病 院 で 怪 我 し た く な い 一 一 免震 ・制振

免震は低層でかつある干' ! i l . J 支のI D. : 誌がある建築物のほうが効栄は大

きい。一般的には基礎または地下部分しU音階を分離する ことで上

肝階Ｈ病開制ｾＩへの 地 主主力の ｬｪＨ 弾陀少なくする ｩ 構造である 。 した

がってその免尉許の部分とその他の部分には挙動を l吸収する樹荷が

必要となり、様々な工夫がされて L ' O。

制 振はどちらかい、うと 川 百感染に適 ｪ 刊されている 。 Ｑｉｉ ｉｊ 振 ｉ ｾＺｴ￬ｾ を

持つ部材をメンテて、ちる こ とが必要となる 。 病院の場合は， ｉ Ｚｴ ｾ 1?j 'ーを抱

えたままでのメンテ t なり、場令によっては部材の入れ稔えが必要

て" ある 。 したがって、 *IJ 振部材の配置は病ド掛幾能を損なわないよう

な工夫が必要である。

安全性を建築そのものの，知性率を考えたものとすると、ムｾ築の機

遺物耐力の割増

主な憎遺体の仕織

特に耐語性的 |  耐震性的向よを 111措基準注に晶づ〈

向上を図った出物 i  図った団柑 l 耐震性を持つ11柑

経微または無被害 ;

1属 領

出害が社会に大き 111 一般の也抑

ｾ曜を与える ＱＱ 柑など

1. 0  

耐

震

塩li 費に14するコスト泊骨 {知 1+3- 1 φ0- 3 

図 2 竹中工務庖耐震 グレード表



能性 ・居住性は力[ 1 迎Ij{ . 層間変位角を代JH特性として考えられる 。

加速度を考えれば、→主には、地長入力を 3分の l 程度に押さえる

免辰は有効であると考えられる 。 しかし、性能ア ップを考え るち二此

の多くの病院では、入力減を図った制振も嫌々に工夫を凝らし、リ

ニューアノレの一手法としても採用される可能性ぞ持つ。

病院機能を考えた時には、免震( 部分的な免長も合め) ・Iljl J振の特

徴をうまく使い分けることが重要である

五U_、構造安全面から病院建築につきその概要を述べた。今後の

性能設計を踏まえ、社会ストックの巾でも重要な部分をになう病院

建築については、発注者 ・設計者 ・施王者 ・医療従事者そして樹: 冬

使用者の患者まで、様々な面から議論を広げたいと考える 。

水が出ない一一ライフライン代替機能

2ζ 足における被害状況と I:ru也点を要約すると、 「被害は軽微・小{政

て而す力上問題なく 、補修てすむものが大多数てあ ったが、ゆれによ

る家具 ・設耐iF機器の転倒により盛物の機能力 f停止し復旧に時間がか

かったJ 側面; 眠造問主により設計された建物に関するデータによる)

といえる 。

建築物カ'1i 'fg保された後、すぐに問題となるのは設備機能の体保と

医療設備のMff呆である 。

ノド道は経験から、官場合はなくなると考える 。 したカf って水備蓄タ

ンク ・井戸 ・水リサイクノレシステム ・il i } . ノド淡水化装置 ・受7]q<1¥iへの

直接品 合 Ｗ ｊｾ などが、 実際の局 面で必要となる 。

このとき、機株と配管 t の接続については、建築内外においてフ

レキシプノレジョイン卜が必要である 。 また、カース Lt . 危険回避のため、

直後からfjL給が止まるため、プロパン飾帯 ・器具のプロノ f ン対応、が

効果を上げている 。

Ｇｾ気は、 比 ｾ ｉ 交的早〈復 旧 したが、 当 面の自家発屯 ・ オイノレのｦｊ￬￮ ｪ 蓄

が考えられる 。

その他、手術室 ・I C U ・人工透析等重要機能室のパックアップ

強化も重要である 。

病 室 が い っ ぱ い で 患 者 の 居 場 所 が な い

一 一緊急医療活動スペース

災害H寺、集中的に大立に発生する忠者に対j必できるスペースを確

保する必要があるが、忠者のアメ ニティ向上のために、またウ ェイ

ファインテ河ングのために考えられたアトリウム空間がそのスペー

スとして効果的である 。ある病院のアトリウムでは、現正Eもボラン

ティアによるピアノ演奏が行われている。民災後の 「治療j から現

在は「癒し」の空間として役立っている 。重11線としてのみになりが

ちな通路空間も、少し広〈設計する ことで有効に利用できる ことを

考えたし、。病室のゆとり、忠者1 仮谷スペースを考えた諸室の設備も

大切である。

医薬品 ・食品 ・テント 等を備蓄できる緊急倉庫の設置は、備蓄の

存立の算定と共に重要な要素となる。

電 話 が 繋 が ら な い 一 一緊急通信回線

病院 t の述絡は、民災初 !二l はー背生の電話回線が繋がったが、次第

仁回線の混雑のため、辿絡が困難になり、最後li 殆ど不通 t なり、

携幣電話の確保に手WJ 取った。今では、他病院 ・瞥察など公的機関

をつなぐ専用回線や衛星通信の活用などを含めた通信手段の引制呆と

その操作のための1故11教育が必要となると考えられて L' 6。

また、遠隔地にある安全な病院との病状照会、応 関 ぬR等コンピ

ューターて棋の情報交換ノレート の雌保も重要である 。五組Zではインタ

ーオ、ッ卜を利則した述陥診断装置も実現に|合l けて |刻発中である 。

道 路 が 混 ん で 救 急 車 が 動 け な い

一 一患者移送ネットワークと移送手段

被災地の病院では、状況により高度な治慌が困難になる ことがあ

る。 その場合、 J21者の移送を考えるが、ヘリ コプタ ーなE はその飛

行ノレー ト制限、若陸|時の周辺状況の制限などがあり 、簡単には忠者

の移送が実現ていきなし、。 したがって、ノド・陸 ・空のノレー トと寄り付

き胞設( 船着き場 ・緊急出入り口 ・ヘリポー トなど) が常に確保で

きる状態にある Zl}: が重要であり、それらの検討は平常時にも必要で、

ある 。

医 者 は ? 看 護 婦 は ? ど こ ? 一 一 医 療 従 事 者 の 確 保

歩 い て行ける ｒ ｉ ｾｲｴｩｬｴ に者説姉宿舎があったために、初期の対ｊ， ι から、

長期にわたる緊急事態への対処ができたケースのように、病院への

交通が辿噺されても、 Ｇ ｉｾｉ Ｚ［ 時 一定の 人員確保ができる環境が必要と考

えられる 。 職員宿舎 ・ 肴殻婦宿舎 ・ 医 師 住宅 ・ 外部応嵯対応 ｬｾｩ 合等

計画当初から視! l fyに入れたい。

み ん な で 力 を 合 わ そ う 一 一 地 域 と 医療従事者のネ ッ ト

病院が建築 ・機能と安全になった t き更に人的資源の活用が重要

である 。いざ t 言 うとき、医者 ・肴設ftilf をはじめとする医昔前}E]. ，作者

カヨ丘くの医慌施設へ駆けつけるオ、ッ卜ワ ークが必要となる。社会的

に仰i値観を共有することがチて切にな ってくる 。

( おおく IJ.' すすむ)
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各 論

院内感染と感染症及び感染症患者医療法をめぐって

辻 野 純 徳

ユー ・アール設計

l明治30年以来、 100年にわたった片仮名の「伝染病予防法」に代る

「感話設定予防及び感染症の忠者に対する医療に関する法律J ( 以下

「感染症予防沼ミJ) が平成10年10月 2 日公布され、来年 4 月か ら施行

される 。本法の可決が当初より半年も遅れたのは、伝染病法のもと

での 医 療的 ・ Ｊｾ切交的時代遅れの強制隔離など人権者 ｉＮｾ 視の誤りを正し

たことは当然の こt 、医学的に l立証されなが らもなお永〈正す こと

のなかったハンセン病や、後天性免疫不全症候群等に対する差月 IJ と

偏見への対応の遅れを探〈 受け止めた前文の付加にあ った。

感染症予防法の概要

感染症予防法では、感訴曜を 5 つの類型に分け、それに対応すぺ

き医療機関や体制を定めている。“ 新感謀説" とは、現庇てやは知見で

きないもので、感染経路も、治療ブ地も不明なも ので、強い感染力

と空気感染もあるものとして、施設的には万全を期すもので、 全国

に 2 - 3 ヶ所指定される特定感染症指定医弦撤闘で対応する 。

都道府県てやーヶ戸府呈度の整備をめざしてし、る第 l 面 脳 症 指 定 医

療機関て" は、感染経路も判明しているが、強い感染力と高い致死率

のエボラ等 ワイノレス性出血熱やペストなど l 類感訴曜に対応する 。

これらのイ云格方式はヲAi 末感染( 肺ペストを空気感染とする意見もあ

る) と桜ffJ 1! 感染であるが、新感認誼とそれからの移行の可能性も考

え、空気感染対応も翻努つV てし、る 。 これ ら新J蹴 境 及 び l 類感染

症は入院を版f!l J としているが、細菌性赤痢やコレラ、 JJ 揚チフスなど

倍長の法定伝染病の代表例を包括する 2類! 制捜は感染源も伝播方

式も明 らかで、 j台i奈法も確定しており、 今後は二次医療固に l ヶ所

の第 2種感話器指定医療機関に入院又は自宅てゆ対応も選択て3 る。

一般病床での対応を想定している H i ' i 感染症にはJJ 易管出血性大腸

菌感染症 (0 - 157) が、 4知感染症にはインフノレエンザ、 ウイ ノレス

性Jl干炎、後天性免疫不全症修司洋( エイズ〕、 MR S A等が含まれてお

り、これらは通常の医療で行われるべき才; 主準的感染予防策を用いれ

ば伝播は防げる t してし、る 。

表 1 感 染 症 類 型 と医療 体 制 の 再整 理

新感染症 主な対応、 医 療 体 制 医療費負担

特定感染症指定医僚機関 全額公費

新感染症 ( l 習が指定 、全作lに数か所) ( 医療保険の

Jj百JlI Jとして 適用なし)

un感染 症 入院
第 l 種感染症指定医療機|剥

( ペスト、エポ
( 打 伽 州

医i旋保険適川

ラ，II_I，J臥熱等) 各都道府県に I か所
残告f1 i は公費で

2 釘l感染 必

状況に応じ
第 2即 脱 出i:: tIT:iE1:&吋 負担

( コレラ: 制II I:fi ( 都道府県長W州 ( 入院について)

性 亦I，itJ等)

入院

件 2 次医披l羽に 1 か所

HJ i感染症 特 定 業務へ

( 0- 157感染症) の就業ililJ 限

医療保 険 迎JTJ

4  ｾ ｩ 感 染注
一般の医線機|民l

( 自己負担あり)

( インフルエンザ、エ

先生動向の

イズ、 C型肝提等)

把 援 ・提 供

1 - 3 暫l感染症以外で緊:2，、の対応の必要が1ミじた感染症についてら、「指定感染症j と

して、政令で指定 l . 1  I1三限りで 1 - 3 鎖の感染徒に継じた対応、を行う 。
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感染予防対策の考え方

これ ら感話誼を受入れる病室や施設の整備基準の検討に当り、感

染伝搭に対する正確かつ適切な対応の検討が必要となった。わが国

てゆ感染防止策は、相手かまわず到臓を断ち( 隔離) 、更衣、履替やl帽

子 ・マスク ・手袋の使用など一律の手JI隠し 消毒薬や紫外線殺菌灯

の多用、空気の流れの コントロ ーノレ( 陽圧と陰圧) し留高性能フィノレ

ターのイ却羽て万全としてきた。特に消毒剤 と空調設備は院内感染防

止の伝家の宝万として、 MRS A( メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感

語読) 伝播防止のための各病室への消毒剤の設置による院内感染防

止対賀訪日算や、 IC Uや C C Uなどで、のバイオクリ ーンルームを粂件

に特定集中治療室管理加算を診抗粋| 掛Hで認めてきた。 しかしこれら

は局制l切枚目提法てや、系統だった感染管理に基づくもので。なかった。

感染症病室の基準づくりには、伝染性疾患の把握と、医学的予防

対策を知る必要があり、米公衆怖生協会の“ 伝染性疾患予防の原理"

第10版 (1965) を基にした“ 伝染病予防:附与一第 4版補訂版" 1995 

を参考とした。 また施設基準や運用のソフトには HI CPAC (the 

Hospi tal  Infecti on Control  Practi ces Advi sory C o mmittee病

院感染対策法諮問委員会) の助言により改められた C DC ( Center 

for Di sease Control  and Prevent i on米公言相街生局防疫センタ ー)

の“ 病院における隔g : 1t : 予防策のための C DC方、イドライン 1995" と

“医療施設における結核菌感染対策のための ( CDC) 方、イドライン

1994" を参考とした。共に多くのデータで裏付け られた信頼性の高

いもので、これに代るカ1 ドラインは作らないいづ医療専門班の

言判削の上ていある 。なお、結核については、結核予防法との関連から

感染症予防法の対象外とされたが、近年多剤耐性結核菌の出現や

3000人を越える年間死亡数の現欣と合併症への対応も考慮して、第

2語感染症指定機関でも 一昔11に空3( ''t[l¥.lli 染予防策対応の病室を設ける

ことが望ま しいとした。

C DCの隔離予防策は、すべての入院患者のケアーのために作成

された標準予防策 St andardPrecal l ti ons と、特妹な忠者のケアー

のための感謝担制l斤 防 策 Transmi ssi on- based Precal l ti ons の

2段階の対応である 。

標準予防策は、( 1 ) 血液、(2) “ 目に見える血液" を含む含まないに

かかわらず、すべての体液、汗を除〈分 Ｑ 必物、相ｼ者佐助、 ＨＳｲｩｾ るのある

皮府、 (4沖訓莫に適用され、これ らに触れたあとはゴム手袋の者用の

有無にかかわらず手洗いの実行し処置時など必要に応じてマスク、

ガウン、ゴーグノレ等の使用 t マニュアノレて、、定めている 。

感染経路別予防策は、空気感染予防策( 空気中の 5 ミクロン以下

の飛沫核によって伝播される麻疹・水痘・結核) 、飛沫感染予防策( 空

気中の 5 ミクロンをこえる飛沫核で、 l咳噺 ・くしゃみ、会話、 l吸引



などでイぷf訴されるインフノレエンザ、ジフテリア、 11mペスト等 )々 、娘

細! 感染 rl 坊策( 手指やj支j丙!:.Jxl 市の接触、あるいは忠者周辺の物品

や環境1(Ii 1:のIIi J接的接触による伝帰される赤州、 0 - 1 5 7、ウイノレス

LI'dfJ l熱等々) に区分している 。 それぞれの防策の手段として、手洗、

手袋、マスク、カ万ン、保共、リオ、ン、隔離 ({Ilil 室、空気管理の必

ｾｴ ｬ ＺＺ 咋Ｉ、 必 ず＿移送 ｈ 寺の対策等も示してし 、 る 。

第 l 種及び第 2種感染症指定医療機関の基準について

}M?oV凶創立義務規定( 合ボ) と努力規定( 折iJ+ ・通貨n) となると

忠われるが、そ の主旨の:DJl fl併をボめて具体的な施設づくりと運JII の

ためのガイドラインが示される ｲ 定である 。 それはかつて ｍｴ､Ｚ る ｪｾ

Ｑ ， Ｑ けもなく、おそれや疑いで主ねてきた過剰な 設備や収吸 い、ｾＡ県内 ・

1!1，[ ; ，¥・駄をなくするためで、施設|師のハードだけでなく 、隔離の連川、

病宅等の消印 ・消毒法にまで以ぶ f定である 。

新しし、 ｊ 凶さの特長 ｬ 立、人 ｾｬｊｴｲ ｬｬ ｬ｜ ｬ ｬｬＧ の人ｲＺ ｜ｬ性 の尊重にある 。 医療の

進歩1 : 1 守護の令理性に支えられた感染症へのいたずらな差別をなく

することでもある 。. 1; 1; ' ，: ; 奇は伝染( 性のある) 期11¥1に限ってであるが、

病手:1人lに隔離される 。 この11¥1の治療 ・有殻行為はもとより、 11 常生

活カヲＧＺＱＱポ ｦ て引きる環境づくりが必ｾーである 。 また第 Ｑ 極 ・ 第 Ｒ 種とも

l 機II1，J 2- 41，末( 全|玉|て 1m木ーから 1700床へ) とすると看護単位の

形成はむつかしく 、一般病棟の一角に設ける 必要がある 。多砲の感

染1J' I:: の発' 1三を考えると伊l室化される のは当然である 。

ｾ ｩ 持Ｇ令Ｎに Ｑ ［ｊＺＧム Ｚ￭ 特 ・ 就寝のためのベッド、食 ｃＧ ｝Ｇ［ Ｎ 、 ［ＱＱ ＱＧ持、Ｇム Ｚ 楽のための机 ・

柿 f 、{山州立汐j 論、 シヤワ 一、， i先わI[耐U1イ化ヒは%1佐t台の設b航i市白、 ↑υ快j

必止民ZなJIIH'f者剖部IS仰SI山!!川!(照HI町明リ列J、特にIl 雨mU0Ull1¥I'I' にも外界の'Iuf l 劫 'lli lJllNされないた

めの屯話( コンピュータ通信を合む) やテレヒeを設置した 15m'以_I -.

( 前宅を合めて 18m') の広さを求めている 。ホテノレのノレーム同様、バ

ストイレを廊下{J! IJ に配置すると踏込部分がノ|ミじるが、第 l 種て"1;J:病

宅{)lI Jにも扉を設け、廊下iJ! IJ と同様に聞かねようにして 、廊下→前室

州宅とそれぞ、れ 2 mmAq程度の l削E 差を設けて空気千|坊策とし、

Ijij 主msは治療 t 手守護のためのスペースとしている 。宅気子防策を考

えない節 2砲ては、踏込者ISと病室の川には扉を設けず、ifiJ J.t ・有識

のスペースとするなどは万、イドラインと示す( - 定てある 。空気i - J i .β

策を宅- えない第 2種病室では、ファインコイルを11J  l 、ての再循環も

WI される ことになるであろう 。 - ) ; 、給水給湯系のj主流等による汚

染を|坊 11:: する対策のため、逆j荒防ーu二弁、バキュームブレーカ の使川

や、シャワ ーヘッドは床に刷かない長さ、洗而、手j先設Wl 等はノドの

泊められない構造とし、ノド怜は手fRを使わず操作て3 る等を粂1 ' 1ーと

した。-t)I:;]-，系に ついては、第 I 何のウイノレス性1'l'dlJ l熱を除いて、直

J安ノドi直に放流してよいとする CDC等を参考にした芯凡もあったが、

おI'EI柄も 45・え、すべての- tJloノドは処m仰を経て放流することとした。
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窓面の遮光は、当初j二重ガラスの巾にブラインドを内放させて汚

染から守るつもりが、; 紺: l 者ti 判哲管; 翌理瑚J ! . する立場カか3 らフブa ラインドの

f  つカか、し Lい、 こ1:，、 カ一テンなら i洗先i濯握する ことててで.許刊、R日的カがf果せる こと等カが

J行J摘i向均され、逆にブライ ンドぞ J ｉｾ＠ l 、る時は二重ガラスの '11
に内臓を、

それも取外して市帰て Ｓ る こ とを求めた 。 ｍ 師寺ｾ ｾＺＺｾ ｊＡＮ の実際と ｩ￼ｬ てゆ

考えのギャップであった。

感染症病室の運用と維持管理

隔離の基本 t して守るべき標準-f 防策 t 伝f併記路川予防策をとり

CDCの隔離予防策を器本としている 。 ここ では、桜触感染の場令

て l(ILi 夜. i村夜が! 末に飛散していないかぎり、版物の交換は不要で

あり、 忠者の使J IJ したリオ、ン類の処理! もビニールのランドリ ーバッ

グに入れJ先催、 血液や{ ポ液の付着した場合は、 ビニール又は熱/J，で

依けるタイプの袋に街|射し、洗濯 (8ぴC 10分J ; ) J : . の洗浄) 念行えば

充分 t している 。 また伐飯や、食告持Hの処理も、 iN夜等て。汚染され

ないかまり 、i断 f; 1: 1司じ扱い( 食指先浄機経Ijl ) てよいとして l ' O 。

多川されたパスボ、ツクスや紫外Ｊｾｊｴ的ボ、ツクス等は不要として追欣

された。カ、、ウンやマスクの者fli は原nlJ 1: して、. ulLi 夜・体i夜・-1M佐秒J

に触れないかぎり不安であるが、 ＷＱｾ￬ 末感染 ｊｚ ｉ 字 ｩ の Ｑ m 以F'; J ( こ近づく

ときは外科的マスクを、空気イー防策を必要とする( / 惑染性結絞又は

その疑いの) 忠名の病冷: に入室する場令は HE PA フィノレタ ーなど

を装行した iJ . . J j : 過マスクを必要としている 。

感染症病室の前十日ーは、十i'J--l .. aJ ，J象同に I(U液やf本j夜・排汚物で11 に比

える汚染のある場合を除いて ii'i 訪問IJは不要としている 。血i液夜乍のf十刊什、J十J-
.  

Jぷ1カがZあればば、紙等てでで‘ 0守‘ 子状f拭式 き収り札、 f め桁定 2さ予れていた=諸梨楽i自総!5i 斉剤lリJ U多与〈の場令

|州d叫叶E庁，性巴主界而活伯性i斉拘剤lリl一j逆主剖4↑性|

るfだJご、 lけ1てて、ある 。名高! のi i ' i 市来の多用はし、たずらに耐性菌の存ギ「ーを附

すし、 アノレ コー ノレ系の ￬ ￬Ｇ ￍｔＺｾ 斉 ｉｊ は塩ヒ守系の床材を促す 。 床の ｊｉ 二 しい ､ｲ

1-d

J

j と、表面のワックスヤグIJl はMf判官: 坦L ヒ重要な課題で、ガイドライ

ンて。示される f 定である 。

感染症病室の胞設恭i¥主の検討と| 古JII寺JUI にn本病院設備|励会J ;) H行

“病院空調設備の設計 ・作.fl li -l行事1- " の1998年J支改訂がすすめ られて

いたが、 最終段|併で笠 U，';J 設備による院内感染防止の建築設備iWJ の過

信と、隣JiilJ 状況での手術室てゆ手仰市rsでの汗ri 柿!討寺カヲ命議された。

また、 n本手仲間i医学総会を機会にまとめられた“ 手術主のハウス

キーピンク寸" では! 告訴油E手f1I :r を除いて 11 々の市十市ての消毒剤!の使JIJ

はなくなった 。 多 川された吸 ｯｲＧｦ ｪ Ｇ マットやｾ液マットはすでに姿を ｭ

した。CDCのガ‘ イドラインに学んで ICU等ての更ぷや)1引きえを不

安とする施設も 比 られるようになった。今後 CDCの方、イドライン

を 小 心に、令ｊＱ Ｑ Ａ｟￭ Ｑ ｾ ) な院|人l感染防止対策に拍平がカヨかると忠われる。

( つじの よしのり)
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痛みを超えて一一緩和ケア病棟の姿

犬 飼 直 樹

東畑建築事務所

l五i副L、いろいろなメテデ、V アててで、、¥、 カがf ん忠手ず名Pペfやエイズ

にスポヅ卜を 当て、その生き方を紹介した事例に出会うことが多い。

新聞等によ っては、シリ ーズイヒをしているものもあったように記憶

している 。

病院は本来、病をもっ忠者を治療し、 1千iI，1自させて、家庭や社会に

返す ことを伺的としている 。 しかし、いわゆる末期がん忠者やエイ

ズ¥也者に対しては、患者が伐された命を最良の人生とするため、人

IIJJ として、人間らしく生き終えるため、積極的に これをE日愛 ・支援

することを目的とした医療が必要で、これを実践する場が「緩和ケ

ア病棟J である 。

ＱＹＹＰ 年 Ｔ 月 の樹氏幸 ｬ 掛 ｈ 改 定では じめて「緩和ケア病株 ｪ カ ｾｴｾｉｊ 度化さ

れた。「平 6 . 3  .16 厚生省告示61J ・「平 6 . 8  . 5  保健発99J によ

る胞税制主によれば 「緩和ケア病棟」は、

1 . 主として末期の悪性腫筋( がん) ，1.L¥者又は後天性免佼不全症候

昨( エイズ〕に躍忠している忠者を入院させ、緩和ケアを行う

病t東を1j 1.i 立として行う。

2. 看護婦が、当該病棟の入院忠者 1. 5人に l 人の割合で当該病棟

内に勤務している 。

Ｓ Ｎ 当該病院時 ｾｔ 看護又は基当 ｩ 三看護を行って いる 。

4. 夜間において、看護女帝が枚数配置されてし、る 。

5. 当該病院の医師の員数は、医療法に定める標準を満たしている 。

Ｖ Ｎ 当該病棟内に緩 和ケアを担 当する医 ｛Ｚｉｖ が Ｇｲｾｦ［ 勤している 。

7. 当該病棟に係る病棟面積は、 忠者 l 人に つき内法による i!¥l J定て二

30平方メートノレιλ 上てあり、病室床I而砧は、 JIt 者 l 人当りにつ

き内法による illiJ 定で、 8平方メ ー トノレι uである 。

8 . 当該病棟内に忠者家族の控室、 J21者早j[ 川の台所、商談室、一定

のj去さを有する談話室を備えている 。

9 . 当該病棟 L; J : 全室佃室であ って差 し支えないが、特別の療養環境

の提供に係る病室( ，、わゆる差額ベヅド病室) の数が、 5割以

、である 。

10. 当該病棟の病室のおおむね 5害IJ j;J J 二がイ岡室である 。

11. 入退棟についての判定委員会が設世されている 。

ことが要件とな っている。

治療から癒しへ一一キユアからケアへ

ω ょの五回 ｾ￯￩ 受けて「全国ホスピス ・ 緩 和 ケア病 ｦ 応封制あ議会Ｈ会

長= 柏木哲夫淀川キリスト教病院名誉ホスピス長)J ては「緩和ケア

病棟承認施設におけるホスピス ・緩和ケアプログラムの基準」

(1997.  1  .16) を次のように定めている 。
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ホスピス・緩和ケアの基本的な考え方

ホスピス ・緩和ケアは、治癒不可能な疾患の終末期にある忠者お

よび家族のクオリティ ー オブライフ ( QOL) 向上のために、さま

ざまな専門家が協力して作ったチームによって行われるケアを意味

する 。 そのケアは、: : t ¥者と家族が可能な|浪り 人間 らしく快適な生活

を送れるように提供される。ケアの要件は以下の 5項目てある 。

1  ) 人が生きることを尊重し、誰にも例外なく 訪れ る伊Eへの地平到

に 脚Eをはらう 。

2) 死を早める ことも死を遅らせる こともしない。

3) 痛みやその他の不快な身体症状を緩和する。

4) 精神的 ・社会的な援助を行い、忠者に死が訪れるまで、生きて

いることに意味を見いだせるようなケア( 霊的ケ ア) を行う。

5  ) 家族が困難を抱えて、それに対処しようとするとき、忠者の治

療中ヵ、ら死別したあとまで家族を支える。

施設におけるホスピス・緩和ケアプログラムの基準

施設におけるホスピス ・緩和ケアプログラムは、固または地方自

治団体の定める法待噂を遵守し、忠者と家族に提供される 。

I . J Il者と家族について

1  ) ホスピス ・緩和ケア病棟のケアは、忠者とその家族とを一つ

の単位として提供される 。

2  ) いずれの忠者や家族もそれぞれ独自の価値観と信念営持って

いる こと を認識し遵守する 。

II. 入院の条件について

1  ) 医師が治癒を望めないと判断した悪性1重傷またはエイズの忠

者ーを対象とする。

2) 忠者と家族またはその何れかが入院を希望している ことが原

則である。

3) 入院時に病名 ・病状について理解している ことが望ましし、。

理解していないときには、 JZI者の求めに応じて、適切な病名 ・

病状の説明がなされる 。

4) 家族がL、ないこと、収入が乏い、 こと 、特定の宗教を信仰し

ている ことな E 、社会的、経済的、宗教的な理由て差別しな

し、。

IlI. ケア言十画について

1  ) ケア計画は、 Jむ者 ・家族の求めに応じ相談の上立案する。

2) 提供 したケ アに関する適切な記録がなされ、チームメンバー

が共有する 。

3) 症状緩和やケアに関するインフォ ームド ・コンセントを得る 。

4) 忠者との死別前から、家族や大切な人々に対するケア計画を



たてる 。

IV. 痛みなどの症状緩和について

1  ) 適切な治癒法によって、痛みなどの不快な症状を緩和する 。

2) 症状緩和は、患者と家族が持つ身体的 ・精神的 ・社会的な要

求を確かめ、 それに対応する こと含双方が認識し、実行する 。

3)  (聞各)

v. チームについ て

1) チームは患者 とそ の家族を 中心とし、医師、看護女晶、ソ ーシ

ヤルワ ーカーなどの専門職とボランティアが参加す る。

2  )、 3) (聞各)

VI . ボ、ランティアについ て ( 略)

VIL 死別後のケアについて

1  ) 死別後のケアは患者の療養中力、ら始まり、家族と、患者にと

って犬切な人々を支える 。

2) 病的な悲嘆の中にある と判断される とき には、適切 な専門家

主? 紹介する。

VlI l 質の確保と活動の評価に ついて( 四谷)

IX. 基準の改定 t 委員会の設置について( 略)

具体的な施設内容

病棟は何より患者 ・家族が 「円常生活」を営める ことが肝心で‘ あ

り、限りなく「住宅」に近いことが求められる 。病室やナースステ

ーション、及び管理諸室の他に談話室 ・談話コーナー・ 面談室 ・家

族室 ・キッチン ・和室 ・眠想室 ・介助浴室 といった諸室が必要であ

る。

これらの諸室では、音楽や T V ・ビデオはもちろん日常行事 ・季

節行事やコンサー 卜・誕生会い、った多様な生活が展開される こと

を考慮しておく 必要がある 。

独立型例

( 例ライフプランニングセンター ピースハウス病院)

病室で考えたいこと

病室は可能な限り個室としたし、。死を迎えた; 場合の家族の泣き戸

や忠者自身の泣き声をシャッ卜するために、各室毎の遮音が望まれ

る 。 ｂｇｍ 、電話、 ｉｾ 尚子対応のトイレ、家族が付言添える少し広

めの部屋を計画したし 、。

24時間面会可

病棟の運営は、何時でも誰でもが忠者と 面会て3 る体制をとる 。

従って、病棟へど のようなノレー トて来るかも考えておく必要がある 。

また、犬や猫との面会も可。植物や小重力物を育てる ことも忠者の癒

しとなる 。

家族・遺族のケア

JB者と共に生きる家族の苦労も並大抵のものでな い。家族へのケ

アも犬切で施設的に も充分な配慮が必要である 。逃族は、忠者が亡

くなった後、ポッカリと心に穴があく 。最期のH寺“ 笹J l 家族も頑張ら

れましたオ、" /:.いう 主治医の言葉に勝る遺族へのなぐ、さめはないら

しし、 。 私達は、 こ の病棟が、毎 円忠 者や家族と接する者説州や Ｇ ｉｾ［ ［ に

JIt者の最期に立ち会う 主治医，にと って、厳しい職場てあることも忘

れではならな い。

定額制

医療報酬は3800点/ 人 ・円である 。

一般病床における在院円数の短縮化が推進されて L、< rl 吋 ¥ 療 養

型病症群と共に緩和ケア病棟は、今後多〈計画される ことであろう 。

その質を保つことを常に考えながら進みたいものである 。

( L 、心力、L、なおき)

病棟

設 計 佐 膝 総 合 計 画

院内設置型例

(富 山県立中央病院緩和ケア病棟)
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今、「病院建築」が面白い

「普通の建築」を原点に、患者のための「病院らしい病院J を

久 保 田 秀男

日建設計

ii出Zの病院はよく変わ ったと言われる。 「忠者さま J と呼ばれて、

び‘ っくりしながらど こか こそばゆいことさえある 。 とにかく、イン

フォームドコンセントのために、お医JP; さんもよくお話をされる 。

しかし、以前の黙っで決めつけるようなお医者さんの方が何か頼り

がL、があったような気もするカL 一一。

しかし、看殻婦さんの「先生が米られるまでお待ち下さ L、」は、

11・くやに医師が参りますのでお楽にしてお待ち下さ L、」になると完

蟻なの にと思いながら、何か、表面だけが変、わ っただけのようにも

思われる 。

市財モ業で IISOJ カq(ι 進されるI j l、今病院の世界てやは「病院機能

ｾ［ ｉ 刊 ｩｬｬ ｩｊがサ ー ビスや環境を含めた医療サ ー ビスの 言判 而基準として登

場し、その認定取得に関心が市j l 、。設計- の打ち合わせて。も、「忠者中

心てJ 1: l 、う 言葉が合い言葉のように医療スタッフからもよく聞 こ

えてくる 。

また、建物の方も、大理石貼りのホテノレのようなロビーが当たり

前のようにな って、場違いなものも少なくなし、。これは、「病院くさ

L  、建築j から「病院らしくない建築J をとの流れによるものである

が、「病院 “臭くない" 病院J が目棋の一つでありながらも、あくま

でも「病院らしい病院J を追求する姿勢力f木51との姿であると考える。

病院は「治癒J と「治療J の 場 一 一 良 好 な 治 癒 環 境 を 求 め て

これまで多くの人が、医療サー ビスを 「治癒J 1: 1治療J に分け

て説明しているが、その両方の重要性を説いてきているが、これま

での病院が「治療J を中心に設計され、 nti 癒J のための環境への配

慮が不十分であったことは、明らかである 。 10年前から、病院にも

「アメニティ」の言葉が急速に定着し、今は「治癒環境( ヒ ー リン

グエンパイロメン卜 )J と言 う言葉て" ， I?削剖のための環与陛怖が進

んでいる 。 これは、スタッフによるサー ビスなどのソフトまでを含

むものであるが、建築設計としては、空I:¥j 、設備、インテリア、家

共を合めた、 rE i 砲のための 「癒しの空I: ¥IJ が目標である 。

人間

熱

アメニティの構成要素
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壁画と 彫刻lのあ るロビー

( 大阪警察病院)

「ホテルJ と語源を同じくして

一 一ホテルとの遣 いに「病 院 ら しさj を

ホテノレ ｴ 同じくする病院の ｾｈｨ ，原は、「ホスピタリティ ｊ をな ｬ 床し、

ソフトとハー ドの両面ていホテノレに乍ぶ ことが多〈、 今、 1.' :↓r3点. サ一 ヒピ

ず

ス」の名のもとてでい二、 耳弼競j立: つてホテノルレのよう弘な. の病院カがf:J

これまてで Ｐ の、機能性ーや刻 ｉ ｊＮ ， Ｍｴｾ が 優先て。あ った お 医者さ んやＱ［謎ｾＧＡｉ ｩ さん

が、今や、 |吹き抜けや大理石のロビーに関心を示し、少々の ) U必し

の悪さや封流浪の長さに i lをつむることもある 。

厳しい医療育主in環境の Ij lで、病院が「競争J の場に IIIJ y されること

への対策の一つでもあろうが、施設設計 に関心がJII J まったことは非

常にうれしいことである 。 しかしこれは、 これまでの 11 木の病院，建

築がただ貧しヵ、ったこと たV のことであり、設言十字I としても、アメ

ニティの名のもので、 今なら何でもやれるという |十えが、 Jti) 1! な、

過剰設計を生んでL、るものがないかと危倶される面i もあり、そ の同

一的な動きには異論がある 。例えば、外光を採り入れて企ても nHる

い外来ロビー に、夜のイメ ー ジのためのホテルの間按m': lりj を採り入

れて、壊がたまって l培〈光っていることはど哀寂しいものはなし、。

また、病院には「見守られている安心感」が必要で、過度のプライ

パシーが忠者さんの不安に通じることなど、検討することが多くあ

る。「ホテノレJ に学びながらも、ホテノレとの違いを明確にする こ とに

より 「病院らしし、病院」が見えてくる 。

病を癒す「自然J i 芸術J i 愛J 一一「良質な医療J ;を支えるもの

「良質な医療J は、 f諒府封筒lこ支え られた「高度陸出J はもとよ

り、「受付や肴謝ねんのやさしい一言が忠者を救う H 言われるよ

うに、最終的には忠者や家族の「納符J や「安心J 1満足J の気持ち

を生むものでありた L、。

医療の始祖ヒポクラテスやナイチンゲ ー ノレが、 ｉ Ｑ 当然の光、空 ｾｊ

の重要性を、そして柳田邦男が「治組と向然の|刻わり J のE 安It を

説 L 、たように、 自然や生命( 到片直物、人11¥1 ) は、病んだ，Uオうさんに

ホテル 病 院

短期の生活 (非日常性) 0 一一一- - - 0長期の生活( 日常性)

フライノてシ一

夜の生活

イ メ ー ジ 重 複

健常者

利益重視

O一一一- - - 0見守られている安心感

0 一一一一一O昼と夜の生活

O一一一一ーO 安全重視

。一一一一一O 弱者・高齢者

。一一一一一O生活支援

ホテルと病院の違い



「喜びJ i: 1希望J 1自信」を与え、「生J を知り感謝する重要な環境

であり、また、「ヒ ー リングア ート 」など、 「芸術J ゃ色彩環境の 「治

癒」に与える話縄問研究も進んでいる 。

また、今、情報化が受付や会計ーまでを機械化し、取り扱L、に戸惑

ってい る高齢者を見かけることがあるが、自到バヒや機械化はあくま

でもスタッフ仰IJ の効率化のためとして、その余力によ り、忠者への

サービスは、限りなく 「スタッフのやさしし、温もりのある手」であ

りたい。 自然やア ー ト、そして、スタッ フや家族の 「愛j に包ま れ

た施設づくりが、「治癒環境J を支える。

患者さんに「普通の生活j を

一 一 「収容施設J から「生活施設J へ

入院患者にとって、病院は、 24時間「生活の街J であり、 「病室J

も一 日の生活を営む居間と寝室である 。「衣 食 創 への基本的条件だ

けでなく、自分の意志( 選択) による自立した生活を支えるもの、

また、 忙しい人に t つては、またとない「暇な時間j を有意義に過

ごすためにも、時には、音楽も 聞 き、芸術を鑑賞し、本も読みたい。

1  Fl' l往生活J ぞ支える生活利便施設を充実した、ショピングモーノレ

やiR室のような家族との交わりやすらぎの場がつくられている。ま

た、病院内で完結させるのではなく、近隣や社会との連続性も配慮

したし、ことである 。

「ユニバーサルデザインJ

一 一誰にも訪れる「老いJ へのやさしさ

「ユニノf ーサノレデザイン」とは、障害を克服するためのと ってつ

けたような 「声明むによって、スロ ープや手摺りだらけの建築にす

るのではなく、普通のデザ、イン( 設計) の中てゆ、障害者や高齢者

を含めた 「誰もが使いやすく安全な建築J を目指す、やさしいデザ

インの「工夫j である 。 これは、都市( 交通機関) か ら建築へ、そ

して家具への連結出主が必要であり、医療布市I : Jfig設のノウハウを「普

通の建築J に も生かした いこと の一つである。

坪庭のある診察室

( 松山記念病院)

六甲山を望む展望浴室

(三田市民病院)

病院や患者さんによって異なる「病院設計J

一 一病 院( 患者) の特性を明確にして

“ ホテルのような大きく立派な ロビーは誰のためのものなのか"

“ その患者さんが分散トイレや病室シャワ ーを使えるのカペ全ての

病院の環境改善が、画一的に一つの方向を目指しているところに問

題がある 。「情報イl斗は、大きな ロビーを必要 とせず、車椅子や寝た

きり忠者さ んは「小さ な分散 トイ レやシャワ - J は使 えな い。そ れ

ぞれの病院のf焼 IJ を明確にして、 外来部門の運営の違いや、急、'性 ・

慢性 . ffi 養 ・寝たきり (1寝かせきり J とも言うが) の入院忠者の状

態の違いに対応した個別の目百台、が必要である。その他、 「スパゲティ

症候1咋」に代表され、 まばゆい天井照明しか見えない重症也者や末

期忠者、亡くなられた方やその家族の環境な E 、今すぐに検討すべ

き百総理が多くある。

今 、 病 院 建 築 が 面 白 い 一 一 「 普 通 の 建 築J を原点に

病院は、人と物の複雑なノ f ス‘ ノレを解くための特別な知識が必要な

「特殊な建築J と言われてきたが、これまで、エレベターや空調設

備、物 ｉｾｲｴ 般送機が複雑な平面計 ｩ ｩＡｉ Ｑ と 階層計画を開放 して きたように、

今 「情幸j;[化J が、色々 な設計のtlJ lJ約を開放して、やっと 「普通の建

築J ては当たり前の 1.'也者さん主体の設計」が可能にな った と言 え

る。i! jl ち、設計者が“自分が忠者の立場であればE うして欲しいか"

を基準に設計て冶るようになった ことであり、今一度、「普通の建築」

に戻 り、そして、弱者のための建築として、それを越えた「やさし

さ」を実現したい。 また、「医療j の名のも t に盲目的に過剰な投資

していたものが多くある 。「特妹な建築j から脱皮し、今一度 「普通

の建築」の原点に戻り、色々な建築の設言門、蓄積されているノウハ

ワを投入しながら、それぞれの病院のあり方、それぞれの，也者さん

への環境のあり方の一つ一つを犬切にして、無駄なも のを省き 、本

当に必要な ことを考えた、 忠者さんのための 「普通の建築J とした

L、。

エレベーター篭内のベンチ

(赤穂市民病院)

((I J : ' たひでお)

グランドピアノのあるアメニティホール

(赤穂市民病院)
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2001年に向けて一一これからの病院

国立新病院「高知J

大津市民病院増築棟

調戸吋F ・v・F

新住友病院

高知県立幡多けんみん病院

86 建築と社会 ・1998.11

設 計厚生約保健医ｬｉＮ ｾｬＢｪ

国立病院部経 Ｇｾｾ［ｬｬｴ 持［且

大主ＮｉＡ ＺＧＦｾｉ

監 理 厚 生 行 flq凶地 );1涯務支I"j

施 工 鹿 ね i t &・$/1I J  V  

所在地，，，以 ｾｉｊ｜ｾ ， Ｚ Ｇ ＺｪｾＱＱ＠ ，/i ｾｩｪｊｦ￬ｬ ｘＺ ＲＹＸ＠

建築而柿 8. 980m'  

延j正而.!J'! 31. 798m'  

構造鋭校 SRC、Bl / 7 F

f丙 I-i ' 数 4401ぷ

工 JUJ 1998
1
1' -4} J  - 2000年 10Jl

設 計 日 強 設JI

監 理 大flt f/'i

日銭設JI

施 工 具 柄lli 設 ・松) r - L 業 J V  

所在地滋t : l J ¥! 大i ll市本宮 2 丁目

lli 築 im.f J't 4. 414m'  

延 床I日梢 31. 741"，'  

t出造脱線 SRC ( 免弘建材Il jj])、 B 1 / 9 F  

病床数 ＴＶＲＱ ＮぷＨｬＩｾ築制Ａ古 ＱＱ 分Ｉ

工 期 1996
1
/' l On - 1999年 l 丹

設 計 基 本7引 l' ＱＱ Ａｩｬｬ ｾｊｉ＠

実施設: l I ' 11 辿 設計

竹中 T 務/;5

監 理日生 ｴｴｾ 幻ｼ

施 工 竹中工務自 ・住友雄投藤木工務/ ，5

共同企業体

所: { E J也 大 阪 市 北IR 'i' 之ね5-2-1511也

生I ! 築而税 4. 769m'  

延 床 而m 47. 950m'  

構造規模 5 ・SRC、 B3/ 16 F  

病 床 数 499床

工 期J 1997
1
/'  5 月ー2000年 5 月

設 計 日 建 設 立 |

監 理 日 建 設 計

施 工大成長I ! 設 ・imlll k l ! 設工業

岸上工務/ ; 5k l ! 段 J V  

所 在 地 高 知 J¥¥，{a毛 市 山 栄 町 芳 奈

lli 築 関 積 7. 876m'  

延 床 而 秘 25. 729m'  

. . .  ｾ梓造規模 SRC.  R C  (一部 S 造) 、 B 1 / 6 F  

病 床 数 374床

工J 1 J J 1997年 2 JJ - 1999
1
/三3 月



熊本赤十字病院

関西労災病院

健康保険鳴門病院

医療法人桐葉会木島病院

投 JI' 1人l雌建築'1¥務 所

監 理 I"J 雌ill 築 '1>務 所

施 C 第 1 C区 大 成主II 設

第 2 C区 εf; k組

所 在 地 熊 本 ，I H毛織市2 卜 l

建 築 l創立 10.917m'  

延 ｬ 末 ｉ 制，ｾ 45. 003m'  

構造. ¥! I. 1.l.1 5RC (1 部 R C ・5) ， B1/ 9 F  

病 床 政 4801，末

1 : 却1 1996
1
1'-5 Jl - 1999

1
1・2 Jl

設 計 点 封IIill 築 '1>務 所

監 理w. : 封11建 築 ' IQ先所

施 仁 竹 '1' ・大日本 ・巴 ・ハン y ン J V  

rJf {E ｊ 也兵 Ｑ ， ＱＱ Ｑ｜｜尼崎市稲葉ｾｉＳ Ｍ Ｑ Ｍ ＶＹ

ill 築 I(面積 7. 848m'  

延JA<lfii 峨 30. 487m'

m造品Hえ 5RC、 B l / I 0F

病 床 数 6701.ぷ

仁 JUI J  997年 6 J'l - 2003
i
f  JOJJ 

ぷ ;0 大阪t 11111-:' l' ill 築 '1¥務 所

l註 FI[ 大阪 ILij]j' :j 主I!築 '1>務 所

施 C  J  ｱｬｬ ・ 凶必・飛。Ｎｲ，ｾ

ill 築 じ1¥共|日l企業体

所 住 地 lt¥l. om的l"ltli 慢4盛岡I

Ａｾｉ ， ｉＺ 崎ド小谷 ＳＲｾｊ 也

建 築I国税 7. 150m'  

延IよI瓜.fJ' 1 34. 95J m'  

ｨＧｬ 造品 ｈｾ 5RC、 Bl / 7 F

病 床 数 357iA<

仁 却1 1997年 9 II - 2005if- 3  JJ 

zt  J! 大阪 1I 1  [I :J"1'ill 築市務所

ｬｾ＠ FI[ 大 ｬ 坂 ｌｉｉｉｉｉ ｾ Ｇｦ ｩｬｬ 築 Ｇ ｉ ｱ 育所

施 r.  大 日本仁木

所在地大阪府 ｈ 原市森 ＸＹＲｾｊ 也

ill 策 l而fJ' 1 1. 840m'  

延! ぷ l耐，'1 10. 137m'  

情jil 脱悦 R C、 B l / 7F

病 床 数 4921，jC ( 内今阿 C'I>ill 物340l ，jC)

工 JUI 1997
1rニ5 川- 1999年 1011

87  



島根県立中央病院

国立長崎中央病院

福岡県立太宰府病院

ぷ JI 侃阿 l¥!lli 築r.l li I i 部営繕説l

稲 IMJ l ¥! l l i 築計Ildi 部 建 築 設 備 諜

ｬ 人 ｬ 雌・久米両 ｲＮ Ｇ ｾ .  i凡・JI N 蛾 ・11: ，，)

設 J I-: 業務共同 企 業 体

敗 里Il 1>¥¥1出iJl ¥!IIII Jii JJ 二木 事 務 所 建 築 指 持 派

( l l i 築) 内藤lli 築 事 務 所

( 設備) tt ，i)設備設計 'I( 務 所

施 [  rr 里I[ . ;r， 1  病 棟 松 村 ・IilJ・ 松本 J V  

第 3 病 陳 「f木・ 大 名 J V  

所 イ'E 1也 飼ImJl¥!太'十1何d Hi.粂3-8ーl

ill 築 ifliflt 10. 578m'  

延! 末 l( i Wl 17. 195m'  

t，Yi i立規模 R C、 日1 / 31'

町内 I..R 数 3001..R 

仁 却 ) 1997
1
1三1111 - 2001年 12J J
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設 計 Illli 設計

監 耳Il ｦ，ｾ似 ｭ Ｎ ｉｬ ｩｬｬｾｊ ｉ＠

施 」こ ｨＧ ￍＢ水主 ｴｴ 設 ・ 多 ＱＱＱ 主ｊＡｾ北 ・小 筋組 ・ ｬ 村 雄組特別共同企業体

所 住 地 向 似mm・'.11:ditl:W;Ui :: 地内

建 築 副 総 約13. 400m'

延1ぷI副 総 約52. 000m'

精進鋭校 S RC、10 l' 

病 床 数 695床

工 山1 1995
1
1" 1111- 1998年 ll fJ

設 計 厚生行保健医l t . t /"jlll i L 病院部経常指導課

1<: J I'主tt 築設計 ' I(務 所

監 理 I' f.生 '(i 九州、1I 也)il 去務/"j

胞 l  大 林 ・戸 111 . 三j 十特定立l ! 設工 'I( 共 同 企 業 体

所イ仁 J也 長崎県大村 di 久/J ; ¥2T Id

長I!築 lui Hl 12.  105m'  

延! ぷ l耐)' 1 56 ，501m'  

術泣鋭校 S RC .  R  C  (免L色村It .iil)、 s I / I OF 

病 床 数 6501，末

工 却1 1997年 4 )  1  

- 2003' 1) '  8  ) )  
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竹中J :務 JI J::i

竹中に務l古

竹中 [ 務'117

岡山 ili f l >祝町 1T I :l 1  

2. 142m'  

21 .257m'  

5 ・SRC . RC、 B2/ 13F

5681;jC 

1994
1
1' 7  J I - 1999

1
1'  5  n  

設 計

l f . i 里V.

施 E

所イ' E J也

建築 ｉｭｦｊｾ

延床 I面積

構造規模

病 1; j C数

J :  JUI  

岡山済生会総合病院

NT T  7 7  y リティ ーズ

NT T  7 7 ν y ティーズ

大林組l ・竹 中 r.務J，'i ' r nJ hll 設

不動主1¥設 ・共立ill 設 ・佐藤正業 J V  

点 Ｉｊｾ 何日品川区点五反日 ＱＵ Ｍ Ｙ Ｍ ＲＲ

7. 702m'  

75. 317m'  

S  (一部 SRC) 、 B I / 12 F

615床( 既存病床5014 < を除( )

1997
1
1' 7 JI - 2000年lon

l

E

二

-J

F

|

 

所 :{E 地

主1¥築 IIM!'1

延床面f J ' 1

柿造規模

病 床 数

I  JtJ I  

設

監

施

関東逓信病院

ｬλＡ 日露 ｨｬｬ 築併務 ｉｾｲ

lλlii 轟立1¥築 P任務所

大林組 ・ ｩ 長 ｭ 組 ・ 縁関主 ｬｬ ｾ 企 ・ 三栄

主Ｎｉｬｾ企共同企業体

所イ主地 点目 ＱＱｉＱ 仔相楽 ｬｭｾ 日￬ｉＡ岡 ｉ

大 'fニ本H! 小 (;i 也川36- 5

3. 314m'  

24 ，I62m'  

S  (一部 RC). BI / 9 F  

32IJ A' 

1997
1
1' 4 )1  - 2000

1
1' 7 JI 

-
E
'

u

u

h

占

-2

"
闘
い
'

一

ー

」

主1¥築im紛

延1*1耐11

構造線技

術 床 数

工 JUI

設

段

胞

国民健康保険山城病院組合公立山城病院
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 庖 東 京 都 港区 浜 松田I ト 25-7 電 話03( 3432) 5711

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区加島 卜58- 59 電 話 06 (302)  2270 

支 庖 北 海 道/ 東北/ 北 l拘束/ 積 浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本直・大匝本祉 〒550-0002 大阪市区江戸堀 1丁目 9番25号 It!話 (06)44ト8231

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 旬 鰭 (03)326ト8231

支 社 名古屋福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千諜 ・績浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理! ・岡山 ・

広品 ・高松 ・熊本

営 換 所 帯広 ・函館 ・w森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・世田 ・体 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那刺

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・絵江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和設備 i X ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 I 1豆、 i 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 庖 長 琴 浦 健

大 阪 支 底 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 m話 06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本底 東京都千代田区有楽町 1- 4 - 1 電話 03(3502) 6111  ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 属 大 阪 市 北 区 紅 i梅田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日 本相執勝明T2 - 22 危話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。抹式会社三晃空調

本 社 太 阪ilirl' 央区総見 2丁目 l 需61号yイン21MID;タ ワ ー 屯1舌 06-949- 1371

: w: 京本/;5 東 京 都 新 宿 区 西 新 術 新 宿 住 友 ピ ノ レ oml; 03-3344-7911

大ｼ坂本応大阪市 北 区西天 ｩ ， ｾ 3  T 目 13 番 20 '，，e ［ ｴＱ ｾ ｬ［＠ 06-363- 1371 

支 Ｏｾｾ＠ 仙台 ・縦浜 ・名古届 京都 ・神戸 ・広島 ・初|罰l

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよさ環境へ繍で挑む一 一 一

- 株 式 会 社 糧 研

副闘 ι ・ーー一

本 社大阪市中央区瓦屋町 2丁包 II 番16号( オートセンターピJ レ1.2階)

干 542- 0066 1: 1 1 話大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

策 京 支 社 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号( 日本生命小石!llt' ，レ 7階)

干112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

商昂は空気ですo ¥1 r-
a・・・ 黙と空気のエンジ二3コ円ーーー-

111 司' 樟式書枇

主ー〈/ ? ?町主主
・世

間和 段0・ 結排水衛 生 股 舗 撞il 殴

ガス鼓備のき宣言↑ ・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号' l { t 06- 466- 2268 

大 阪 営 禦 所

牧 方 営 難 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 屯0720- 49 - 2128

給 - 排水・衛生 ・消火・空調 設 備

a & 緊西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

支 庖 ・2革勢自所福岡 ・京者11. 天 理 ・川 西 ・キ'1' 戸

O K U J U  
x.、-，‘ ?' I :r."f?ー

思 箆rE:f!ff!iliJ<容もお島b長吉諒鏑拶窃@

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル ・システム天芥 ー間仕切

問 主uオクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL (06)312-4131 FAX(06)312-799B 

東京ー九州・償浜名古屋・宮崎・京都

Di gi tal  Pri - Pr 

以 ｅ 仏凪副凪 ｾωｾ ｗＱｵ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone.06・351・5428 Fax.06- 351・5299

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回- ーにごプ紙)( 株) 日 1:J ! ] D:2



人治、、る多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦しています。

社

A

E

A

 

C HOY O 

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

、ピ

4  

〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4(朝 日ピル)

T E L  0 6 ( 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 3 8 5)  1  0 5 0  

ヰ士本

ザ
川

町市湖

∞

 

制

山本

良轟轟圭桑雲ま

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

電 気 設 備 設 計 施 工

。締 it 金 泊 三 興 討

上 田 正 雄
取締役支社長

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東 北・丸ノ内・新 宿・神奈川 ・東関東・北関東・中部・九州

代 表 取 締 役 社 長

大 阪市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  (堂 ビノレ5 i'1I )

7屯 Z舌 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代: l

東 京都 中 央区 日本橋茅場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土本

后支

電気段備・計装制御設備・空聞役備・クリー ンルー ム設備・プラ ン ト段備

鎗排水衛生設備・エネルギー集中監視シ ステム 段昔十施工

営 業 所

三宝電機柿式会社

'

R

夕

刊

d

m

-
h

w

 

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信股備

情岨温情ネ ットワー ク

情岨起理

通惜システム

誼過ンステム

・電力流 通 役 僧

畳宜電

軍 空通配 電

地 中 道 配電

- 空鯛 ・給排水 ・衛 生 段 備

空買同和

ェa・配菅

水 晶理

コー ジヱネレーンヨン

クリ ーンルーム

・プラ ン ト

プラ ント計裳

システムエンジニアリノタ

官鎗禍目股肘・緒工・監理

・電気役備

畳宜電 ・幹岨

動力 制圏諸さ置

電 話. 旭道、 インタ- : t . : ，. .

紡犯. 防虫

中央監視制劃

ンステム計量

事 在 〒 紛 似7大師北西天童12-8- 8( 堂ピル.l T E L  06( お4l1471 'F AX 06Cお4溺 お

東京支柱刊岳i l l l 3 思祖麗E閥 + 銃 併 舟 融j¥， T E L閃( 日72) お11 ' FAXω( 5472刈 185

呂i 5I R B 〒462-1:制7 3古屋市北区壷婿3-12-14 T E L白2( 則 )5131 ' FAXOO2( 引の汚35

碍戸支后 宇宙7- < mi 雨寺田鹿頭B 羽-8- 11K 丁目ｾ TEL078C842l 創刊・FAX078( 842l 6416

理研究所 〒知- m: 聞大阪府堺市三宝町七T369 TEL0722( 27) 倒ω ' FAX0722(27l 1424

μ ｾ 主 盟主犯託 会人

令 住 友 電 設 株 式 会 社 灘 ::221; 霧器宮星空;:;;42i1332121

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大 阪 市 平 野 区 加 美北 3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

ＭＱｾ＠

日本電植株式会社

大 阪 市 西 区 西 本 町 l の13の33

T EL. 06- 532- 0 461 ((i::.iI!) 

F AX.06- 535- 5181 

天 崎 市 丹 波 市 街 町 4 9  

ぁ: 干

ワプ 面白

三ニさ て

I:¥"t η 需n ' J  

恨 44i 良 7

工 ＮＱＡｌ ｾ ス

Z株主主

TU式Z 77

?干 乙〉 豆七 七

l央再 審四E

'1:.1. 号 六 四

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・1| コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 E  

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 E  

91  

手d た∞

事 象 式 会 本 主 工 式 I ム ピ 一

線 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 : 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大 阪 支 底 ; 大阪市中央区北浜3-2- 23( 信愛ピル)

T  E  L06-202・3294

Cons t r uc t i on c hemi s t r y  f or  t he f ut ure.  

1111
11 

。 ＮＮＮＮ，｟｜｜ＩｾＭ勝代の断熱用シｾ人
Jるづ戸 ' 句fみ

目E バイナリーシートP

の貼り合わせ技術て洞帽した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 呈 電 線 練 武 曾 批 判 別 刊 区 抑 汀 目1制 ( 干代田ピル)



ＮＮＮＮＮＮ・・・ーｾｾｾｾＮＮＮＮＮＮＢ、ゐ ｩ

興凶 Ｑｃ よ素肌 ｾ｜ｦｩ 征
本 社 東 京 郡中央区銀座8-4-9 奥山ビル TEL03(3571)2703側 F AX03(3571)0264 

大阪事輯所 TEL06(391 ) 1081- 1向 X 06(395)1109 名古屋出強所 TEL051(811 )3660

横 目民営聾所 TEL045(310)4831 同岡崎( 310)4765 庫 本 出 張 所 TEL0461(11 ) 1761 FA同461(13) .1341

資制をご筒* 下さい。

2 王宮県所 TEL048( l l 4) 1845 ま 織 出 彊 所 TEL0191(18)  08 78 FAX0191 (18)  1614 

テトカッパー防水
カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水都目

快適な明日を提案する

11  ｩｾ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

干 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10 (T S ピ ル)

T E L  ( 0 6)  9 4 3 - 6 5 7 1  (代 )

・東京崎浜/ 仙台此用綱刷局/名古屋/富山/ 織原都/ 神戸広島/ 高松府調地姐主要都市

社

東洋シャッター株式会社本

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

.  =r. : "n Ｂｾ，ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮｮ 守 Ｓ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ意義 ､･ ｔ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニ. . nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

_，o... 

A  業 株 式産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社・京都 ・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄業 株 式浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式洋 物 産 株光

2 5 2 - 6 0 0 0  

92 

T E L 大 阪 ( 0 6)  



目E bL Z二

わたくしたちセントラルユニは、

より安全で確実な医療ガスの

供給システムをはじめ、

患者さんとの接点から生まれた

閉るい病室つ‘ くり 、

I CU， C C Uや中央手術部における

トータ J レファシリティプランニング、

病院経営に大きく寄与する

物流管理システムの構築および

マネジメン卜サービスの提供、

患者サービスの向上をめざす

フー ドサービスシステムの提案など 、

よ りよい治療環境づくりの

お手伝いをいたしております。

本社/ 北九州市小倉北区清水 1丁目 13番20号 〒803- 0841 Tel ( 093) 561- 4431 

支社/ 東 京 ・ 大 阪 ・ 北 海 道 東 北 九 州 支庖/ 名 古 屋 広 島 工湯/ 小倉

昌 一 ー ー

引 き 戸 が 自 動 開

閉しますので.

安全ー快適に通行

で き 、 大 量 通 行

も可能にします。

ナブ コサークルスタ ー2ウイングは 全 く新しいコン

セプ卜の自動ドアシステムです。1台2役、簡単なス

イッチ操作だけで「自動回転ドア」にも「引き 戸式自

動ドア」にもなるフレキシブル対応型で、その時々

の天候や通行状況に応じた使い方を選ヘ‘ る理想的な

機能を備えております。

いずれの機能もナブコの技術の粋を集めた一級の性

能と品質を誇り、 外観デザインも風格を感じさせます。

ＮＮｮＱＴｉＧ｝ 砂株式会社ｾｾＮヨ
建築事業部

本社 (078)251- 8072 東京支社 (03)5470- 2415 

東日本地区販売会社本社 (03)3591- 6411

才 J ' ヨ! J コ晋L 棺 武 芸 柱

西日本地区販売会社本社 (06)532・5841

オ Ｇｾ￯ ＺＺＺｊ F  ' i ' 株i : t 芸紅

九州地区販売会社本社 (092)781 ・7563

オリ工ント産業株式会社
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環境にやさ し
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号

と豊かな安心

生活空間を求めて

ネツレンテンションシステム

ネツレン P C鍋棒は張弦梁、吊り構造、

ガラス支持システム( 耐風構) 等のテ

ンションシステムとしても使用されて

社
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います。

高強度せん断補強筋

ウルボンスパイラル

ウルポンを使用した超高層建物の一

例です。

本物件では 、柱・梁全てウルポンス

パイラルが使用されました 。

阪神・淡路大震災でもせん断、拘束

効果について見直され高い評価を受

け災害復興建物等に数多〈使用され、

建築技術の進歩に大急く貢献してお

ります。

より強く、よりしなやかに…ファイン・ヒートテクノロジー

東 京 都 品 川 区 北 品 川 5- 5- 27

TEL03 (3443) 5444 FAX03 ( 5488) 7538 

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟2- 1 4- 8

TEL06 (475) 0428 FAX06 (476) 2250 

名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 卜 17ー 19名 古 屋 長 銀 ビ ル3F

TEL052 ( 232) 286 1  FAX052( 219)  1581 

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 東2- 17- 5モ リ メ ン ビ ル5F

TEL092 (481 )  1707 FAX092( 412) 1485 

〒 14 卜 8639

干 555- 0013

干 460- 0002

ネ土

大 阪 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

本

. NETUミEN

ネツレシ

高周波熱錬株式会社

干 812- 0013

雑誌 03379-11

九 州 営 業 所


